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　この「学生便覧」は入学時に配布し、２年次以降は配布

しませんので卒業まで大切に保管・使用して下さい。

　なお、変更があった場合は当該部分の資料配布又は掲示

等によってお知らせします。

学長メッセージ

「回光返照」
2024年4月　   　 　　　　　　  　　　   　　　　　　

福岡工業大学短期大学部　学 長　村 山　理 一

え  こう へん しょう

新入生の皆さん

　ご入学おめでとうございます。皆さんは、今まさに大学生活の第一歩を踏み出そうとして、期待と希
望に胸膨らませていると思います。学園も過去約20年間、教育棟、研究棟の建て替え・増設、学習環境
を一新した図書館全面リフォーム、学内各所に設置したフリーラーニングスペース、データサイエンス
時代を先取りするための情報機器・環境等、さまざまなレベルアップを続け、より良い教育環境の基で
皆さんを受け入れる準備をしてきました。ぜひ思う存分、これらの環境を活用していただくことを期
待しています。
　この「学生便覧」には、皆さんが本学で大学生活を有意義に過ごしていくために見逃すことができな
い必須の情報が載っています。特に講義履修方法や、進級及び卒業の要件や必要取得単位数等が記載さ
れていることは十分留意してください。これらの条件は入学年度毎に変わる場合も有りますが、今年度
入学した皆さんは、この学生便覧の記載内容が卒業まで有効です。大学と皆さんとの契約事項と考えて
貰ったらよいと思います。皆さんには大学生活を十分に楽しんでいただきたいと願っていますが、そ
のためにも無事に卒業することを第一に考えてください。大学の卒業ルールは恐らく高校までと違っ
て、かなり複雑です。言い換えると、卒業ルールを理解することは順調な卒業までの道を築く第一歩
になります。
　さて大学は、将来皆さんが社会人になるための相応しい教養と、各分野のプロに要求される基礎知識
の修得、それに加えて将来の新技術や新知識をも理解できる素養を身に着けてもらうことを目指してい
ます。特に本学は、「学修者本位の教育」を合言葉に教職員が一体となって、ある面ではマンツーマン
に近い形で一人一人の個性に合わせて、しっかりと社会に役立つところまで育て上げて送り出すことを
使命と考えて活動しています。そのために教員は、自分の研究実績・経験を基にした知識、能力、経
験を講義や研究指導の形で皆さんに伝えることを心がけています。職員は所属する部署により異なる
内容で皆さんへのサポートを実施しています。例えば、皆さんが学習の本丸を見失わないように支え
る部署、大学生でしか経験できないプロジェクト（例えば地域の皆さんとの各種活動、海外大学との
連携活動、資格取得支援活動等々）を提供する部署、社会に旅立つにあたって、可能な限り皆さんが
満足できる企業へ導いてくれる部署等です。
　皆さんも、本学を最大限に利用して在学中に自分が目指す将来像を明確に形成し、それを目指して切
磋琢磨していただきたいと願っています。
　皆さんが、福岡工業大学短期大学部に入学してきたことに誇りを持って、この恵まれた教育環境を積
極的に活用しながら自分の将来に向けて切磋琢磨し、充実した社会への第一歩を踏みだされることを心
から希望します。

（意味：自分自身の力を信じる）
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2024年度年間行事予定
April
2024

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。

4
入学式、新入生・保護者ガイダンス

新入生オリエンテーション　前期履修登録
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月曜平常授業日
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金曜平常授業日、前期授業終了

緊急講義予備日

学期末試験準備日

前期学期末試験
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April
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※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。
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2024年度年間行事予定

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。
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2024年度年間行事予定

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。

※緊急講義予備日とは、天災等により通常講義が全て休講となった場合の補講日を指します。
※天災等によりスケジュールの変更あり。　※①～⑮授業週を表す。
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2024年度年間行事予定
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§1

大
学
紹
介

一、学徒の品性を陶冶し真の国民としての教養を啓培する
一、宇宙の真理を探究しこれを実生活に応用して社会に貢献する
一、人類至高の精神、自由・平和・信愛を基調として世界に雄飛する人材を育成する

1 建学の綱領

2 教育理念

一、学問（学問の追究・創造・発展）
　宇宙の真理を探究し、人類の福祉と環境との調和を指向して、科学技術の創造と発展に貢献する。

一、個人（個人としての人間性の涵養）
　自由と平和を愛する心と信愛の情を養い、豊かな人間性と自発的精神に充ちた人間を育成する。

一、社会（社会への主体的な対応）
　多様な価値観と創造力をもって、国際化および情報化社会の進展に主体的に対応できる技術者を
育成する。

3 教育研究上の目的

■教育研究上の目的
　情報メディア学科は、情報教育を中心とした教育プログラムにより、高度に IT 化された社会におけ
る即戦力となる情報活用能力を身に付けた人材の育成に加え、社会の構成員として力強く生きていくた
めのリテラシーを身に付けた人材を養成することを目的とする。特に情報活用能力は、コンピュータや
プログラミング、情報メディアに関する知識の修得および実践的な取り扱い方を身に付け、リテラシー
は社会科学や自然科学の基礎知識及びコミュニケーション力を身に付けることを目的とする。

§１-１．教育理念
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§１-２．大学概要

1 沿革 2 校舎等の竣工

1954（昭和29）年4月 福岡高等無線電信学校を創設

1958（昭和33）年4月 学校法人福岡電波学園 福岡電波高等学校
を開設

1960（昭和35）年4月 福岡電子工業短期大学を開設

1963（昭和38）年4月 福岡電波学園電子工業大学工学部を開設

1966（昭和41）年4月 大学の名称を福岡工業大学に変更
短大の名称を福岡工業短期大学に変更

1970（昭和45）年4月
電子工学コース、電子計算機コース、ビジ
ネスエンジニアコース（1期で廃止）、秘書
コース（開講せず廃止）を置く

1973（昭和48）年9月 学校法人の名称を福岡工業大学に変更

1982（昭和57）年4月 事務管理コースを置く

1987（昭和62）年4月

短大学科名称を電子工学科から電子情報
学科に変更
電子工学コースを電子情報コースに変更
電子計算機コースを情報処理コースに変更
事務管理コースを OA コースに変更

1993（平成５）年4月 大学院工学研究科修士課程開設

1995（平成7）年4月

電子情報学科を電子情報システム学科お
よび OA 情報システム学科に改組
電子情報システム学科に電子情報コース
と情報処理コースを置く
電子情報学科募集停止
高校の名称を福岡工業大学附属城東高等
学校に変更

1999（平成11）年4月

電子情報システム学科に情報コミュニ
ケーションコースを
OA 情報システム学科にビジネス情報処
理コースとマルチメディア情報処理コー
スを置く

2000（平成12）年4月 電子情報コースをコンピュータエンジニ
アリングコースに変更

2001（平成13）年4月 高校の名称を福岡工業大学附属城東高等
学校に変更

2002（平成14）年4月 短大の名称を福岡工業大学短期大学部に
変更

2005（平成17）年4月

電子情報システム学科を情報メディア学科
に変更
OA 情報システム学科をビジネス情報学科
に変更

2020（令和２）年4月

情報メディア学科、ビジネス情報学科募集
停止
情報メディア学科、ビジネス情報学科を情
報メディア学科に改組

1986（昭和61）年６月 本部棟竣工（法人事務局、附属図書館、情
報処理センターなど）

1988（昭和63）年３月 新宮総合グラウンド竣工（野球場、ラグ
ビー・サッカー場）

1991（平成３）年１月 Ｃ棟竣工（情報工学部、学生ホールなど）

1993（平成５）年３月 コスモス寮（女子寮）竣工

1999（平成11）年２月 α棟竣工（モノづくりセンター、キャリア
サポートセンターなど）

2000（平成12）年10月 FIT アリーナ竣工

2001（平成13）年２月 Ａ棟竣工（工学部、社会環境学部など）

2003（平成15）年10月 坦心寮（学生寮）竣工

2004（平成16）年１月 Ｂ棟竣工（情報工学部、短期大学部、情報
処理センター、学生サービスセンターなど）

2004（平成16）年７月 Ｄ棟竣工（工学部、情報工学部など）

2010（平成22）年12月 FIT ホール竣工

2012（平成24）年３月 塩浜総合グラウンド竣工（FITスタジアムなど）

2012（平成24）年８月 FIT セミナーハウス竣工

2015（平成27）年10月
FIT アリーナ WEST コート（ハンドボー
ル、フットサル、土俵）完成
FIT Link（附属図書館）改装完了

2016（平成28）年８月
E 棟竣工（学生サポートセンター、FD 推
進機構、総合研究機構、フレッシュマン
スクールなど）

2017（平成29）年８月 F 棟（エレクトロニクス研究所）竣工

2017（平成29）年９月 バーベキュー施設完成

2021（令和３）年８月 高校施設・設備整備（１号館、体育館、連
絡歩道橋、学園アプローチ）完工

　人類初の人工衛星を完成させた時代背景の
中、「電波科学」の振興のため、昭和29年、本
学の前身となる福岡高等無線電信学校は創設さ
れました。昭和33年に学校法人福岡電波学園
を設立し、福岡電波高等学校（現在の福岡工業
大学附属城東高等学校）が開設されました。そ
の後、昭和35年に福岡電子工業短期大学（現
在の福岡工業大学短期大学部）、昭和38年に福
岡電波学園電子工業大学が開学しました。



福岡工業大学

大　学　院

工学研究科

社会環境学研究科

学　部

工　学　部 電子情報工学科

生命環境化学科

知能機械工学科

電気工学科

情報工学部 情報工学科

情報通信工学科

情報システム工学科

情報マネジメント学科

社会環境学部 社会環境学科

教養力育成センター

留学生別科

教育開発推進機構

総合研究機構 産学連携推進室

エレクトロニクス研究所学校法人福岡工業大学

情報科学研究所

環境科学研究所

ウェルネス研究センター

地理空間情報研究センター

工作センター

学習支援センター

附属図書館

短期大学部 情報メディア学科

総合メディアセンター

附属城東高等学校 普　通　科

電　気　科

電子情報科

学術支援機構

情報基盤センター

国際連携室

社会連携センター

モノづくりセンター

先端技術地域連携センター

法人事務局

経営管理部

経　理　課

管　財　課

総務人事部

学術支援機構

情報企画課

国際連携室

社会連携センター

モノづくりセンター

先端技術地域連携センター

福岡工業大学

経営管理部

経　理　課

管　財　課

入試広報部

教育開発推進室（教育開発推進機構）

教　務　部

学　生　部

就　職　部

（総合研究機構）

（附属図書館）

附属城東高等学校

学校法人福岡工業大学

事務局組織図

経営企画課

総務人事課

経営企画課

総務人事部

入試広報課

大学院事務室

教　務　課

図書館事務室

総合研究機構事務室

就　職　課

学　生　課

高校事務室

総務人事課

短期大学部

教　務　部

学　生　部

短大事務室

進路相談課
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福岡工業大学

大　学　院

工学研究科

社会環境学研究科

学　部

工　学　部 電子情報工学科

生命環境化学科

知能機械工学科

電気工学科

情報工学部 情報工学科

情報通信工学科

情報システム工学科

情報マネジメント学科

社会環境学部 社会環境学科

教養力育成センター

留学生別科

教育開発推進機構

総合研究機構 産学連携推進室

エレクトロニクス研究所学校法人福岡工業大学

情報科学研究所

環境科学研究所

ウェルネス研究センター

地理空間情報研究センター

工作センター

学習支援センター

附属図書館

短期大学部 情報メディア学科

総合メディアセンター

附属城東高等学校 普　通　科

電　気　科

電子情報科

学術支援機構

情報基盤センター

国際連携室

社会連携センター

モノづくりセンター

先端技術地域連携センター

法人事務局

経営管理部

経　理　課

管　財　課

総務人事部

学術支援機構

情報企画課

国際連携室

社会連携センター

モノづくりセンター

先端技術地域連携センター

福岡工業大学

経営管理部

経　理　課

管　財　課

入試広報部

教育開発推進室（教育開発推進機構）

教　務　部

学　生　部

就　職　部

（総合研究機構）

（附属図書館）

附属城東高等学校

学校法人福岡工業大学

事務局組織図

経営企画課

総務人事課

経営企画課

総務人事部

入試広報課

大学院事務室

教　務　課

図書館事務室

総合研究機構事務室

就　職　課

学　生　課

高校事務室

総務人事課

短期大学部

教　務　部

学　生　部

短大事務室

進路相談課
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§１-３．キャンパスルール

1 学生証

　学生証は、本学学生の身分を証明するもの
で、在学期間中のみ有効です。在学中は常に携
帯し、次の場合に呈示して下さい。
・試験を受ける場合
・授業に出席する場合
・各種証明書等の交付を受ける場合
・通学定期券や学割乗車券を購入する場合
・図書館等の本学施設を利用する場合
・遺失物を受け取る場合
・その他、本学教職員から呈示を求められた場合

■仮学生証
　学生証を忘れた場合は、必要に応じて証明書
発行機（Ｅ棟２階学生サポートセンター内、Ｂ
棟２階情報基盤センター前）にて仮学生証を発
行してください。（当日限り有効、発行手数料：
200円）

■再発行
　学生証を紛失または破損した場合は、情報基
盤センター窓口（Ｂ棟２階）で再交付手続を行っ
てください。（再発行手数料：500円）

■返還
　退学、除籍等により本学の身分を失った場合
には、速やかに学生証を学生課へ返還してくだ
さい。

■有効期限
　学生証に記載のある有効期限が切れたものは
使用できません。

2 学籍番号と氏名

■学籍番号
　学籍番号は、各自固有のもので、本学におけ

る全ての手続きは７桁の学籍番号を基に行われ
ます。

２４ ８１ ９９９
入学年 学　科 個人番号

（西暦下２桁）

■氏名表記
　学籍上の氏名表記は、入学手続時に本人が届
け出たものとします。なお、漢字は myFIT（学
修支援システム）では JIS 漢字（第二水準）を
使用します。また、外国人留学生の氏名につい
てはカナ表記とします。本学が発行する書類
は、これに基づき取り扱います。

→学籍情報の変更については、§4-1． 2学籍情報の変更手続き　P.51

　

3 学生への連絡

　学生に対する通知・連絡（休講・補講、教室
変更、時間割変更、学期末試験日程、呼び出し
等）は、myFIT およびＢ棟４階掲示板で行い
ます。
　毎日、myFIT またはＢ棟４階の掲示版を確
認しましょう。

　以下のお知らせについては、掲示版の場所が
異なりますので注意してください。
・編入学に関するお知らせ
　　　　　　　　　　編入支援室（Ｂ棟５階）
・就職に関するお知らせ
　　　　　　　　　　進路相談課（Ｂ棟５階）
・資格、検定に関するお知らせ
　　　　　　社会連携センター（本部棟１階）

4 講義室番号

　（例）Ｂ４１の場合

Ｂ ４ １
Ｂ棟 ４階 講義室番号



7

§1-1
――――

教
育
理
念

§1-2
――――

大
学
概
要

§1-3
――――

キ
ャ
ン
パ
ス
ル
ー
ル

§1-4
――――

窓
口
一
覧

§1-5
――――

ｍ
ｙ
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
学
修
支
援
シ
ス
テ
ム
）

5 学内全面禁煙

　本学キャンパスは全面禁煙です。キャンパス
での受動喫煙を防止し、全ての学生・教職員の
健康の維持増進に貢献するため、また学生が喫
煙習慣を身に付けることを防止するため、学生
自身と学友の健康に最大限配慮した環境づくり
を進めています。

6 キャンパス美化

　教室内・廊下・道路上・公共の場所等、学内
全域でのゴミのポイ捨てを禁止します。ゴミ
は、所定のゴミ箱へ燃えるゴミや燃えないゴミ
等を分別して捨ててください。

■ごみの分別

内　訳 分　別 備　考

可燃物 「燃えるごみ」へ 紙屑、弁当容器、紙
パック飲料等

不燃物 「その他のごみ」へ 金属類、陶器類、プ
ラスチック・ゴム類

古紙 古紙回収ボックスへ 新聞紙、書籍・雑誌、
コピー用紙、雑紙　

ビン・缶 「かん・びん」へ スチール缶とアルミ
缶の分別

ペットボト
ル 「ペットボトル」へ

ラベルとキャップは
外して「燃えるごみ」
へ

紙コップ 紙コップ回収ボックス
へ

電池類 乾電池回収ボックスへ

プラスチッ
ク類・発泡
スチロール

廃プラスチック類置場
（Ａ棟南ストックヤー
ド）へ

※機密文書の溶解処理、蛍光管、PC・プリンターの回収は管財
課へ連絡

［実験系廃棄物］
内　訳 分　別 備　考

実験廃液・
廃薬品 指定の容器にて回収

無機系廃液、有機
系廃液、廃油、廃
薬品

実験排水
（Ａ棟）

排水基準値を超え
ないこと

7 キャンパスでのマナー

　キャンパスでは、次のような行為を慎み、気
持ちよく生活できるよう心掛けましょう。
・授業中の私語・飲食
・図書館・ラーニングスペース・学生ラウンジ・

食堂等での通話や大声での会話
・授業中、事務室窓口や飲食時の帽子の着用
・演習室での飲食 

■学内マナーについて 
１．挨　拶

　学内では、学生教職員問わず「挨拶」を
心掛け、過ごしやすいキャンパスにしま
しょう。

２．講義の開始と終了
　・始業と終業は教員の指図に従って、
　 「起立」「礼」をし、挨拶をします。
　　「起立」静かになるまで待つ。
　　「礼」　いってんぽ空ける
　　　　　　「よろしくお願いします」
　　　　　　または
　　　　　　「ありがとうございました」
　　　　　　ゆっくりお辞儀

　　　「着席」
　・呼名点呼のときは、「はい」としっかり

返事をしましょう。
　・講義終了後は、椅子をきちんと納め、消

しゴムの削りカスを取り、ゴミは拾って
ごみ箱に捨てましょう。

３．授業中
　・私語や居眠りは厳禁です。
　・携帯電話の操作は全て禁止です。
　・むやみに席を立ったり、他の科目のレ

ポート書き等はしてはいけません。
　・離席を要するときは、教員の許可を得て

からにしましょう。
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　通学は徒歩またはバス・電車等の公共交通機
関を利用ください。

■通学証明書
　ＪＲ・地下鉄・西鉄バス・電車を利用する人
は、短大事務室窓口に所定の用紙が置いてあり
ます。その他の交通機関を利用する人は、発売
所で用紙をもらい、短大事務室窓口で証明を受
けてください。
　なお、アルバイトやクラブ活動のために通学
定期券を購入することはできません。

■学割（学生運賃割引証）
　学生証があれば、証明書発行機（Ｂ棟２階情
報基盤センター・Ｅ棟２階学生サポートセン
ター）ですぐに発行できます。（無料）
　・学割が有効な距離は101㎞以上の場合で

す。
　・有効期間は発行から３ヵ月以内です。
　・申請・使用について不正行為のあった場合

は、３倍の運賃を追徴され、その後の学割
の利用ができなくなります｡

　・学割の発行は原則年間10枚まで。

■自転車・バイク通学について

自転車

１. 学内駐輪場の利用は許可制
２. 有効期限は許可を受けた年度末まで
３. 年度ごとに許可を受けること
< 学内駐輪場利用許可の要件 > 

①本学所定の Web 申請を行い、許可を得る
こと

②自転車損害賠償保険に必ず加入すること
（福岡県は義務） 

③自転車に許可ステッカーを貼ること 
④法違反、放置した場合、駐輪場利用の許可

が取り消されることに同意していること 
⑤専用駐輪場を利用すること
⑥その他利用規約に従うこと 

< 申請に必要な書類等（写し）> 
・個人賠償責任保険証書

バイク

１. 学内駐輪場の利用は許可制 
２. 有効期限は許可を受けた年度末まで 
３. 年度ごとに許可を受けること 
< 学内駐輪場利用許可の要件 > 

①本学所定の Web 申請を行い、許可を得る
こと

②任意保険に必ず加入すること 
③バイクに許可ステッカーを貼ること 
④法違反、放置した場合、駐輪場利用の許可

が取り消されることに同意していること
⑤専用駐輪場を利用すること 
⑥その他利用規約に従うこと 

< 申請に必要な書類等（写し）>  
①運転免許証 
②任意保険証券（対人・対物無制限） 
③車検証等

・（原付）標識交付証明書 
・（軽二輪）軽自動車届出済証 
・（中型以上）自動車検査証

自動車 不可

※専用駐輪場　自転車：正門横、A 棟東側駐車場出入口横
　　　　　　　バイク：FIT アリーナ裏、E 棟裏
※学内駐輪場利用許可申請 web サイト

９ アルバイト

　アルバイトに頼らなければ学業継続が困難な
学生のために、アルバイトの紹介をしています。
学業とアルバイトが両立できるような計画を立
て、仕事の内容を良く理解して自己の能力に適
応した職種を選択するよう心掛けることが大切
です。
　学内にある㈱アドバンスではアルバイトの選
別から内容まで詳しく紹介しています。
　㈱アドバンス
　福岡工業大学Ｂ棟１階　情報プラザ
　TEL：092-605-6620
　FAX：092-605-6621
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■アルバイト職種の制限
　選挙関係・風俗営業・深夜作業・危険を伴う
もの（ビルの窓拭き、危険な現場工事、危険物
を取扱う職種）・自動車（二輪車）運転免許証
を必要とするものは禁止。

10 学生用ロッカーの利用について

　学生貸出用ロッカーは、短大事務室カウン
ター下にあります。次の注意事項を読んで利用
してください。利用の際は、短大事務室へお越
しください。
・鍵の貸出・返却は平日の9:00～17:00まで。

土日祝日や学校指定の休日は不可。
・利用可能期間は最大7日以内。
・鍵を紛失した場合の交換代は実費負担となる。

責任を持って鍵の管理を行うこと。
・返却予定日の翌日までに連絡がない場合は、

ロッカー内のモノを廃棄する場合がある。

11 遺失物・拾得物の取扱い

　学内の落し物・忘れ物のうち届けられた物
は、myFIT の「落し物・忘れ物」に写真付き
で掲載します。受取の際は管理窓口（Ｂ棟５階
短大事務室、E 棟２階学生課、Ｂ棟２階情報基
盤センター）へ学生証を持参してください。保
管期間は原則３ヶ月とし、期間を過ぎたものは
処分します。
　各自で責任をもって管理するよう心掛けてく
ださい。



・授業、時間割に関すること
・単位、履修、試験、成績に関すること
・盗難・落し物に関すること
・学籍異動（休退学など）に関すること
・学籍情報（連絡先の変更など）に関すること
・教職課程に関すること
・卒業生の証明書発行に関すること
・授業の出席に関すること
・学生生活に関すること
・短大で実施している資格取得支援講座・検定試験

B棟５階
092-606-0710

業務時間：
　平日９：00～17：00
休業日：
　土・日曜、祝日、
　開学記念日、一斉休暇期間
本学Webサイト：
　https://www.fit.ac.jp/

092-606-0654

α棟２階
グローバル・スチューデント・ラウンジ
092-606-8070

Ｅ棟２階
092-606-6996

本部棟２階
092-606-0607

本部棟１階
092-606-7089

本部棟２階
092-606-0619

学生サポートセンター
Ｅ棟２階

Ｂ棟５階
092-606-7015

窓　口

短大事務室

・学生生活に関すること　　・寮生活に関すること
・留学生に関すること
・奨学金に関すること
・課外活動（クラブ・サークル、ボランティアなど）に
　関すること
・施設・用具の利用に関すること
・落し物・盗難に関すること
・授業中・通学中の傷害、保険に関すること

学生課

取　扱　内　容 場所・連絡先

国際連携室

・大学院に関すること大学院事務室

・キャリア・就職に関すること
・就職情報（求人・企業説明会）に関すること
・インターンシップに関すること

・海外研修・留学プログラムに関すること
・国際交流に関すること
・英語ネイティブ職員による英語レッスンに関すること

進路相談課
キャリア支援室

・編入に関すること編入支援室・編入自習室

Ｂ棟２階
092-606-0692

Ｂ棟５階
092-606-0710

・PC、学内ネットワークの利用に関すること
・myFIT（学修支援システム）や授業支援システムに
　関すること

情報基盤センター情報企画課

・オープンキャンパス、FIT隊やキャンパスメールに
　関すること広報課

・学納金に関すること
・現金の受け渡しに関すること経理課

・資格取得支援講座に関すること
・教養講座に関すること
・検定試験に関すること

社会連携センター

本部棟３～５階　事務室４階
092-606-0691

・本の貸出・返却に関すること
・電子書籍に関すること
・図書館の施設・設備に関すること
・学術論文・資料に関すること

附属図書館

※窓口への質問や確認などは、電話やメールによる問い合わせには誤解が生じやすいので、原則として学生本人が
　直接窓口で行ってください。
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§１-４．窓口一覧



・授業、時間割に関すること
・単位、履修、試験、成績に関すること
・盗難・落し物に関すること
・学籍異動（休退学など）に関すること
・学籍情報（連絡先の変更など）に関すること
・教職課程に関すること
・卒業生の証明書発行に関すること
・授業の出席に関すること
・学生生活に関すること
・短大で実施している資格取得支援講座・検定試験

B棟５階
092-606-0710

業務時間：
　平日９：00～17：00
休業日：
　土・日曜、祝日、
　開学記念日、一斉休暇期間
本学Webサイト：
　https://www.fit.ac.jp/

092-606-0654

α棟２階
グローバル・スチューデント・ラウンジ
092-606-8070

Ｅ棟２階
092-606-6996

本部棟２階
092-606-0607

本部棟１階
092-606-7089

本部棟２階
092-606-0619

学生サポートセンター
Ｅ棟２階

Ｂ棟５階
092-606-7015

窓　口

短大事務室

・学生生活に関すること　　・寮生活に関すること
・留学生に関すること
・奨学金に関すること
・課外活動（クラブ・サークル、ボランティアなど）に
　関すること
・施設・用具の利用に関すること
・落し物・盗難に関すること
・授業中・通学中の傷害、保険に関すること

学生課

取　扱　内　容 場所・連絡先

国際連携室

・大学院に関すること大学院事務室

・キャリア・就職に関すること
・就職情報（求人・企業説明会）に関すること
・インターンシップに関すること

・海外研修・留学プログラムに関すること
・国際交流に関すること
・英語ネイティブ職員による英語レッスンに関すること

進路相談課
キャリア支援室

・編入に関すること編入支援室・編入自習室

Ｂ棟２階
092-606-0692

Ｂ棟５階
092-606-0710

・PC、学内ネットワークの利用に関すること
・myFIT（学修支援システム）や授業支援システムに
　関すること

情報基盤センター情報企画課

・オープンキャンパス、FIT隊やキャンパスメールに
　関すること広報課

・学納金に関すること
・現金の受け渡しに関すること経理課

・資格取得支援講座に関すること
・教養講座に関すること
・検定試験に関すること

社会連携センター

本部棟３～５階　事務室４階
092-606-0691

・本の貸出・返却に関すること
・電子書籍に関すること
・図書館の施設・設備に関すること
・学術論文・資料に関すること

附属図書館

※窓口への質問や確認などは、電話やメールによる問い合わせには誤解が生じやすいので、原則として学生本人が
　直接窓口で行ってください。
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■修学に関すること

こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

登録科目や出欠状況を確認する ―
― myFIT にて確認 ―

― 短大事務室（Ｂ棟５階）

休講・補講を確認する ―
― myFIT にて確認 ―

― 短大事務室（Ｂ棟５階）

履修登録や修正をする
―
―
―
―

履修登録期間内に myFIT にて登録
→ §2-2．履修登録等　P.21

―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

成績・取得単位を確認したい
―
―
―
―

myFIT にて確認
→ §2-4．成績　P.27

―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

成績評価について質問したい
―
―
―
―

受付期間内に担当教員または窓口に申し出
→ §2-4．1成績発表　P.27

―
―
―
―

科目担当教員
（短大事務室）（Ｂ棟５階）

進級条件・卒業要件を確認したい
―
―
―
―

学業成績確認表や学生便覧にて確認
→ §2-5．進級・卒業　P.30

―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

授業科目の内容や評価方法を確認したい ―
― シラバスで確認 §2-2．P.22 ―

― 科目担当教員

カリキュラムや履修について相談したい
―
―
―
―

窓口やクラスアドバイザーに相談
―
―
―
―

クラスアドバイザー、
短大事務室（Ｂ棟５階）

学習上の質問や相談をしたい
―
―
―
―

オフィスアワーでの個別指導等を活用
→ §2-8．学修支援　P.35

―
―
―
―

科目担当教員

必要な教科書等を確認したい ―
― シラバスにて確認 ―

― 科目担当教員

資格講座や公務員試験対策講座、検定試
験・教養講座について知りたい

―
―
―
―
―

掲示板や本学 Web サイトにて確認
→ §2-7．資格　P.34

―
―
―
―
―

社会連携センター
（本部棟１階）
短大事務室（Ｂ棟５階）

先生に連絡したい
―
―
―
―
―
―

・研究室を訪ねる
→ §9．教員名簿　P.118
・シラバスや授業内でメールアドレスを公開している教員については、
　メールで連絡できる

■試験に関すること
こんなときは ―

― どうする ―
― 窓口

学期末試験日程を確認したい
―
―
―
―
―

学期末試験期間の約１週間前に掲示板・
myFIT で発表
→ §2-3．4学期末試験　P.25

―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

学生証を忘れた

―
―
―
―
―
―
―
―
―

証明書発行機にて仮学生証を発行の上、
試験を受けなければならない
→ §2-3．5試験上の注意　P.25

―
―
―
―
―
―

情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
◦証明書料

交通機関が遅延し、試験に間に合わない

―
―
―
―
―
―
―
―
―

試験開始20分まで入室できるが、以後は
試験を受けることができない
→ §2-1．7悪天候時の授業実施　P.19

―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

――――――――――――――――――――――――――
◦遅延証明書

こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

就職したい ―
― 窓口に相談 ―

― 進路相談課（Ｂ棟５階）

４年制大学に編入したい
―
―
―
―
―

窓口に相談
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
編入支援室（自習室）
（Ｂ棟５階）

■進路に関すること
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こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

クラブ・サークルに入部したい ―
―
―

各団体の部室を訪問
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）

クラブ・サークルの運営について
相談したい

―
―
―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）

授業を欠席したい・欠席した

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

①入院を要する病気・ケガ、忌引、クラブ
活動等の場合

　　科目担当教員に欠席届を提出
②インフルエンザ等の学校感染症と診断

された場合
　まずは、短大事務室（092-606-0710)
に連絡。医師の指示に従い、完治する
まで静養する。再登校時に、短大事務
室から「学校感染症出席停止証明届」
を受け取る。（※通常の欠席届とは様式
が異なる。）記入後、短大事務室で受付
印をもらい、科目担当教員へ各自で提
出する。その際、インフルエンザ等の
感染症の証明できる書類（薬剤情報提
供文書）が必要。感染症の詳細につい
ては P.114。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

――――――――――――――――――――――――――
◦欠席理由届書と授業を受けられない事由を証明するもの。

自転車・バイク通学したい ―
―
―

→ §1-3．8通学　P. ８ ―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）

通学定期券を購入したい
―
―
―
―
―
―

通学証明書の発行を申請
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
――――――――――――――――――――――――――

◦所定の用紙

学生証を紛失・破損した
―
―
―
―
―
―
―

証明書発行機にて再交付申請のうえ、窓
口で交付

―
―
―
―

情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
◦再発行手数料

■学生生活に関すること

■学籍情報に関すること

こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

氏名・住所・電話番号・生計維持者・
連帯保証人が変わった

―
―
―
―
―
―
―
―
―

速やかに変更事項を myFIT「学籍情報
変更申請」から訂正
→ §4-1．2学籍情報の変更手続き　P.51

―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

――――――――――――――――――――――――――
◦変更願（現住所・改氏名）

休学したい

―
―
―
―
―
―
―
―
―

クラスアドバイザーに相談（面談）の上、
窓口に申し出
→ §2-6．2休学　P.32

―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

――――――――――――――――――――――――――
◦休学願

復学したい

―
―
―
―
―
―
―
―

窓口に申し出
→ §2-6．3復学　P.32

―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
――――――――――――――――――――――――――
◦復学願

退学したい

―
―
―
―
―
―
―
―
―

クラスアドバイザーに相談（面談）の上、
窓口に申し出
→ §2-6．4退学　P.33

―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

――――――――――――――――――――――――――
◦退学願
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各種証明書・学割・健康診断書を
発行してほしい

―
―
―
―
―
―
―
―
―

証明書自動発行機にて発行
―
―
―
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）
情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
◦学生証、証明書料

情報基盤センター発行の
ログインパスワードを忘れた

―
―
―
―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―

情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
◦学生証

学納金の納入について相談したい
―
―
―
―
―
―

納入期限までに窓口に相談
―
―
―

経理課（本部棟２階）
――――――――――――――――――――――――――

◦所定の用紙

奨学金を申し込みたい ―
―
―

myFIT、HP で確認。窓口に問い合わせ
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）

留学・語学研修について知りたい ―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―

国際連携室（α棟２階）

資格をとりたい ―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―

社会連携センター
（本部棟１階）

FIT 隊（学生広報組織）に参加したい ―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―

広報課（本部棟２階）

イベント・集会を実施したい ―
―
―

事前に窓口に届け出
―
―
― 短大事務室（Ｂ棟５階）

チラシを配布・ポスターを掲示したい
―
―
―
―
―
―

事前に窓口にて承認を受ける
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）
――――――――――――――――――――――――――

◦掲示許可願

サークル・ゼミ等で合宿したい
―
―
―
―
―
―
―

事前に名簿を添えて窓口に届け出
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）、
学生課（Ｅ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
◦合宿・遠征許可願

旅行したい ―
―
―

窓口にて斡旋（092-605-7050）
―
―
―

ラド観光（Ｂ棟地下１階）

アルバイト・下宿を探したい
―
―
―
―
―
―

窓口にて斡旋（092-605-6620）
―
―
―

アドバンス（Ｂ棟１階）
――――――――――――――――――――――――――

→アルバイト P.8

退寮したい
―
―
―
―
―
―

窓口に願い出
―
―
―

各寮の寮監
――――――――――――――――――――――――――

◦退寮願

落し物・忘れ物をした

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

myFIT で確認する

―
―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
学生課（Ｅ棟２階）
情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

――――――――――――――――――――――――――
※拾得物引き取りの際は、学生証を持参

拾い物をした
―
―
―
―
―
―
―

窓口に届け出

―
―
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
学生課（Ｅ棟２階）
情報基盤センター
（Ｂ棟２階）

事故・災害・トラブルに遭った ―
―
―

窓口に連絡
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

病気・ケガをした ―
―
―

窓口にて応急措置
―
―
―

保健室（Ｂ棟地下１階）

心配や悩み事の相談がある ―
―
―

窓口に相談（092-606-7251）
―
―
―

学生相談室
（Ｂ棟地下１階）

ハラスメントに関して相談したい
―
―
―
―

窓口に相談
→ §4-3．6ハラスメント相談　P.56

―
―
―
―

ハラスメント相談窓口担当者
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こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

学習上の質問や相談をしたい
―
―
―
―
―

オフィスアワーを活用し各科目担当教員に相
談またはクラスアドバイザーに相談

―
―
―
―
―

科目担当教員、クラスアド
バイザー

こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

教室・施設を使用したい
（Ｂ棟４階・５階に限る）

―
―
―
―
―

事前に窓口にて予約申請
―
―
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）

FITセミナーハウスを利用したい ―
―
―

事前に窓口にて予約申請
―
―
―

アドバンス（Ｂ棟１階）

FIT  BBQを利用したい ―
―
―

事前に窓口にて予約申請（１週間前まで）
―
―
―

管財課（本部棟２階）

スポーツ施設を利用したい ―
―
―

事前に窓口にて予約申請
―
―
―

学生課（Ｅ棟２階）

こんなときは ―
― どうする ―

― 窓口

（卒業後）各種証明書を発行してほしい
―
―
―
―
―
―
―

窓口または郵送にて発行申請
―
―
―

短大事務室（Ｂ棟５階）
――――――――――――――――――――――――――

◦証明書等の交付願（証明書発行申請書）

マスコミ関係から取材を受ける ―
―
―

事前に窓口に連絡
―
―
―

入試広報課（本部棟２階）

大学のロゴマークを使用したい ―
―
―

窓口に問い合わせ
―
―
―

入試広報課（本部棟２階）

■オフィスアワー

■施設利用

■その他
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§１-５．myFIT（学修支援システム）

1 WEB 学生情報ポータルサイトとは

　WEB 学生情報ポータルサイトとは、「ポータル（portal）＝入り口。サイト（site）＝ WEB サイト
（主にホームページを指す）。」という意味であり、本学の在学生向けに各種学生情報を包括し、ウェブ
ページにて提供する場への入口です。
　授業に関する掲示（休講・補講・教室変更）、学部学科や事務局からの各種お知らせなど、学生生活
に必要不可欠な情報を、学内外から WEB 上で確認することができます。
　学生に対する連絡・通知は、学内掲示板（Ｂ棟４階）および myFIT（学修支援システム）にて行い、
myFIT からのお知らせは、WebMail にも通知されます。本学からの重要な連絡を確実に把握するた
めにも、スマートフォンや携帯電話で WebMail を閲覧できるよう設定し、myFIT 掲示は毎日確認し
ましょう。
　その他にも、履修登録を行うことが可能で、履修登録後は個人時間割表を表示・印刷することができ
ます。遠隔授業が行われる講義も基本的には myFIT の機能を利用して実施されます。以上のように大
変便利であり、学生生活に必要不可欠なサイトです。
　myFIT の利用は以下のアドレスを「お気に入り」または「ブックマーク」に追加し、利用してください。
本学ホームページからもアクセスできます。

myFIT URL アドレス： https://my.fit.ac.jp/

メニュー 機能の説明
学 籍 情 報 の 照 会 氏名、学籍番号、学科組織などの基本情報を表示

お 知 ら せ の 確 認 休講・補講情報や短期大学部からの各種お知らせを表示 

履 修 登 録 →§2-2．履修登録等　P.21

学生時間割表の確認 履修中の授業時間割表を表示

授業時間割表の確認 所属学科の授業時間割表を表示

シ ラ バ ス の 確 認 授業科目のシラバス照会 　 →§2-2．シラバスの見方　P.22

成 績 の 確 認 成績や取得単位数を表示 　 →§2-4．成績　P.27

出 欠 状 況 の 確 認 履修中の授業科目の出席状況を表示

ア ン ケ ー ト 授業アンケート、各種アンケート、調査や講座申し込み等

就 職 関 連 情 報 企業求人検索、学内単独企業説明会申込

※ myFIT の詳しい利用方法については、「情報基盤センター利用者マニュアル」を参照ください。
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2 myFIT 学生用スマートフォンアプリ

　本アプリは、myFIT 機能である、授業担当教員からの掲示情報、休講・補講・教室変更のお知らせ、
事務局からの各種お知らせ、時間割、出欠状況、シラバス照会を簡単に確認することができ、プッシュ
通知により新着掲示のバナー表示や、アプリアイコンに未読掲示件数が表示されます。
　本学から発信される情報の見落としを防止するためにも在学中は必ずインストールを行ってくださ
い。
　以下の QR コードを、お手持ちのスマートフォンのカメラ機能や QR コードリーダーアプリから読み
取り、アプリのインストールを行ってください。

iOS 版の QR コード Android 版の QR コード

　アプリインストール後は初期設定、ログインが必要となります。
　詳しい操作方法は myFIT のドキュメントに掲載されている myFIT 学生用スマートフォンアプリマ
ニュアルを確認してください。

スマホ画面内の UNIPA
アプリを起動
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§2-9 単位互換 36
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2 海外語学研修等の単位認定

§2-10 外国語の到達目標（TOEIC） 37
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§２-１．授　業

1 授業科目

　授業課程は、各授業科目を必修科目と選択科
目に分け、各年次に配分して編成されます。

■授業科目の区分
　一般教育科目・専門教育科目

■授業科目の種類
　・必修科目…卒業までに必ず修得しなければ

ならない科目
　・選択科目…希望により選択履修する科目
　・選択必修科目…ある複数の科目群のうち、

指定された単位数以上の修得が必要な科目
　　この条件を満たさないと、卒業することが

できない

■開講科目
　・前期科目…前期開講、前期修了科目
　・後期科目…後期開講、後期修了科目
　・通年科目…１年間継続開講科目
　・集中講義科目…時期が集中されて開講され

る科目

■授業形態
　講義・実験・実習・実技および演習・卒業研
究

2 授業時間

１．授業は、別途配布される授業時間割によっ
て行われます。授業時間割は各学年の前・
後期において各学科別等で編成されます。

２．授業時間は、次のとおりです。
１時限　 9：00～10：30
２時限　10：40～12：10
３時限　13：00～14：30
４時限　14：40～16：10
５時限　16：20～17：50

3 時間割の見方

※授業コードは履修登録等で使用します。同一
科目名でも時間割コードは違いますので注意
してください。

※学籍番号によって受講する時間・教室が違い
ますので、確認してください。

4 単　位

　授業科目を所定の時間履修し、試験に合格す
ることによって、それぞれの授業科目に付与さ
れている単位が認定されます。
　授業科目の単位数の計算は、原則として各
期毎週１時限×15週の授業をもって２単位と
し、毎週１時限（２時間）の授業（講義・演習）
に対して、授業外において４時間の学修（予習、
復習、課題等）を行うものとします。実験・実
習については、毎週２時限（４時間）の授業と
２時間の授業外での学修をもって２単位としま
す。つまり、２単位の授業科目を履修するため
には、授業内外で90時間の学修が求められて
います。
※単位数の計算では、１時限を２時間に換算し

ます。

3011001
プログラミング基礎

B45　藤井　A1～ B2

授業コード

授業科目名

教　室 担当教員 クラス指定がある
場合のみ表記
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5 休講・補講

　休講は、原則としてあらかじめ授業科目担当
教員からその旨の連絡があり次第、Ｂ棟４階掲
示板に掲示します。
　また、当日授業時間になってから連絡があっ
た場合は、短大事務室の職員が教室まで知らせ
に行くことがあります。休講の連絡がなく30
分過ぎても講義が行われない場合は、短大事務
室に連絡して確かめるようにしてください。な
お、休講があった場合は原則として補講があり
ます。日時はその都度掲示しますので注意して
ください。

6 出席・欠席について　　　

１．出席について
　各授業の出席の取り方については、各科
目担当教員により異なります。詳しくは、
授業ガイダンスで科目担当教員が説明いた
しますので、ご確認ください。

２．欠席について
①授業の欠席連絡について
　基本、短大事務室へ欠席連絡は不要。
　ただし、学校感染症（新型コロナウイル

ス感染症・インフルエンザ等）に罹患し
た場合は、必ず短大事務室に連絡をして
ください。（TEL：092−606−0710）
なお、治癒後に短大事務室へ連絡をして
も、受付不可になりますのでご注意くだ
さい。
※本学では、欠席を公的なものとして扱

う「公欠制度」はありません。
　（ P.114の学校保健安全法における学校

感染症の取扱をご覧ください。）
②試験（授業内試験を含む）の欠席
　※事前連絡のみ受付

　短大事務室に事前連絡をする。後日、担
当教員に欠席届を提出する。

　欠席届を提出した時に、担当教員の指示
に従ってください。
※事後連絡（寝坊や日程間違い等の自己

都合による欠席含む）は認められませ
んので、ご注意ください。

ア　長期療養が必要となる病気・怪我、
忌引、クラブ活動（公式試合等）、
編入学試験での欠席…短大事務室に
て配付

イ　就職試験での欠席…進路相談課にて
配付

　なお、本学では、ア・イによる欠席を公
的なものとして扱う公欠制度はありませ
ん。

７ 悪天候時の授業実施

　JR 鹿児島本線が全線不通で通学不可能とな
らない限り、授業および学期末試験は予定通り
実施します。悪天候が予想される場合は、交通
情報をよく確認の上、いつもより早めの登校を
心がけてください。
　全学休講・学期末試験延期等の措置を決定
した場合は、myFIT および本学 Web サイト
（https://www.fit.ac.jp/）にて連絡します。

８ 課外講座

■基礎講座…本来短大入学までに身につけてお
くべき基礎学力が備わっていない者に対して
実施されます。

■就職支援講座…就職希望者を対象に適宜実施
される課外講座です。先輩を囲んで、就活体
験を聴く“就活カフェ”や就職相談会等があ
ります。myFIT や進路相談課の掲示板にて
お知らせしています。
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■編入課外講座…国公立大学、福岡工業大学の
３学部、その他私立大学への編入学希望者を
対象に実施されます。
　課外講座の案内は、myFIT（掲示）でお知
らせします。講座の申込みは、myFIT 各種
アンケートからとなります。なお、講座によ
り申込期間・対象が異なりますので、１日１
回は myFIT を確認し、受講申込等のもれが
ないようにしてください。

※なお、課外講座を受講しても、単位の付与は
ありませんが、自分のスキルアップのため、
積極的に受講しましょう。
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§２-２．履修登録等

1 履修登録の流れ

　授業科目を履修し、その単位を修得するため
には、履修登録が必要です。
　履修登録は、次の１～４の手続きを履修登録
期間内に完了させてください。履修登録期間外
の申請は原則として受け付けられません。

１．履修計画を立てる
　履修要項別表１、授業時間割およびシラバス
（シラバスの見方 P.22）で開講科目や授業内
容を確認し、履修科目を選択してください。
　実際に授業を受けて授業の目的や内容把握を
行い、履修登録期間内に履修する授業科目を確
定してください。
【留意点】
　・進級条件・卒業要件
　　 → §2-5．進級・卒業　P.30

　・CAP 制
　　 → §2-2．5 CAP 制（履修登録上限）　P.23

　・GPA
　　 → §2-4．3 GPA　P.27 　　
※カリキュラム改訂等に伴い、翌年度以降に一部の授

業科目が開講されない場合があります。その際は「代
替科目表」にて対応する科目を確認してください。

２．myFIT にて履修登録を行う
　前期の履修登録期間では、前期科目・通年科
目、後期の履修登録期間では、後期科目の授業
科目が登録できます。（ただし、「海外語学演
習」・「海外事情｣・「インターンシップ」の履修
登録は必要ありません）

※履修登録内容の変更（追加・削除）は、履修登録期
間内では何度でも行うことができます。

※履修登録期間は掲示板（Ｂ棟４階）または myFIT
で確認してください。

※操作説明書は myFIT から「myFIT 操作マニュアル
の履修登録」を参照ください。）

３．「学生時間割表」を表示・印刷し、履修登
　　録結果を確認する

４．短大事務室で申請が必要な科目について、
手続きを行う
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【シラバスの見方】
科目名 人間関係論

英　文
学　科

Human Relations
情報メディア

修得する知識・能力（DP）

科目区分 選択

担当教員（カナ）福岡　工大（フクオカ　コウダイ）
E-mail ●●●@fit.ac.jp

キーワード 対人コミュニケーション、チームワークコ
ンピテンシー、論理的コミュニケーション　

授業概要・目的

生涯を通じて働く能力を身に付けることを目指したキャリア系科目のひとつです。自分の思いや考え
を相手に伝える能力を磨くことは、良好な人間関係を築くために必要不可欠です。本講義では人間関
係に関する心理学と仕事組織に関する心理学の理論を学んだ後、その内容に沿ったグループワークを
行います。理論に基づいた実践と振り返りによって、他者と良好な関係を築き、仲間と協力してチー
ムに貢献できる力を身に付けます。
実務関連：企業での新入社員研修トレーナーの実務経験を踏まえ実務上必要な人間関係形成のトレー
ニングを取り入れている。

1 2020年度 前期開講学期開講学年
2.0  講義・演習（AL）授業形態単位数
B棟5階研究室
実務関連科目実務経験

関連リンク

関与度 達成目標

授業計画

授業内容（*はAL実施） 授業外の学修内容（予習・復習で単位計算基準を満たす内容）

A

B

C 情報工学修得の基礎となる数学及び自然科学
に関する知識とそれらを活用する能力

職業的・社会的自立に必要な人間関係形成・
社会形成能力等の汎用的能力

チームメンバーと協力して積極的に課題に取り組むこと
ができる　

D 情報通信技術や情報処理に関する基礎的な知
識と実務的スキル

グローバル化社会に必要な社会制度や異文化
についての知識とコミュニケーション能力

E アルゴリズムやデータ構造に関する知識とプ
ログラミングする能力

職場、学校、家庭などの場面における人間関係について
心理学の知見をもとに説明できる　

F ハードウェアを動かすための情報メディアに
関する知識とそれらを活用する能力

論理的・情緒的コミュニケーションのための基礎的なス
キルを使用することができる　
あらかじめ出した課題を行い、授業に臨むことを身につ
ける。G

H 企業において情報活用能力を備えた人材とし
て活躍するために必要な経営の専門知識

〇

〇

◎

〇

〇 出された課題に取り組み、期日までに提出することできる。

I 各領域における課題に対して情報技術を活用
し社会の具体的な課題を解決できる能力

 1.　人間関係の諸相とコミュニケーション *
 2.　人の第一印象と魅力を決めるもの *
 3.　効果的な自己呈示と自己開示 *
 4.　信頼関係を築く人の話の聴き方 *
 5.　会話を弾ませる質問と答え *
 6.　論理的な話の組み立て *
 7.　わかりやすい説明 *
 8.　説得の効果を決めるもの *
 9.　話し合いによる意思決定 *
10.　リーダーシップとチームワーク *
11.　グループでの問題解決 *
12.　攻撃行動のコントロール *
13.　ストレスへの対処 *
14.　上手な自己主張 *
15.　発表（実技テスト）とその解説 *

すべての回において配付するプリントをファイ
リングし、用語とその意味を確認する復習を行
ってください。授業中に行った活動に対する振
り返りシートを毎回の授業の後に作成し、翌週
の授業で提出してください。復習および振り返
りシートの作成は1.5時間程度を目安に行い、
次回の授業における自らの課題を明らかにして
臨んでください。

ICTの活用 特になし

教科書 プリント配付　　

参考書 特になし

関連科目
成績評価方法

キャリア発達論　　ビジネス実務とマナー　
履修に必要な知識・能力 ４人程度のグループ内で会話できる基礎的なコミュニケーション能力　

成績評価の
留意点

評価割合

その他授業外
学習

学生による
振り返り

発表・
プレゼン
テーション

授業取組課題・
レポート小テスト学期末

試験

20302030
15回目の発表（実技テスト）と学期末試験は単位を取得するために必須です。授業後に振り返りの
課題を出しますので次の授業開始前に提出してください。授業取組は授業中作成した課題および発
表内容によって評価します。

履修上の
アドバイス

授業中のグループワークに積極的に参加することが望まれます。
授業のプリントはファイリングして復習に活用してください

オフィスアワー 木曜　12：10～13：00　　○○研究室

情報表現をするための情報メディアに関する
知識とそれらを活用する能力

科目の基本情報が記載され
ています。

「授業形態」…A L の学修内
容を含む「講義」、「演習」等
については（A L）と記載さ
れます。

「実務経験」…授業内容に関
連する実務経験がある場合
「実務関連科目」と記載され
ます。　

「関与度一覧表」に基づき、
該当する A～H の関与度を
「◎（最重要目標）」、「〇（重
要目標）」で、さらに達成目
標を記載しています。

授業外で必要な学修（予習、
復習）の内容が記載されて
います。

使用教科書、または独自資
料使用の内容が記載されて
います。

自学習等で参考となる書籍
等の指定がある場合記載さ
れています。

評価方法ごとに評価割合が
記載されています。合計は
100となります。

科目担当教員オフィスアワー
の曜日、時間帯、場所が記載さ
れています。（専任教員のみ）

成績評価をどのような基準
で評価するか、留意点が記
載されています。

履修に必要な知識が記載さ
れています。

関連科目がある場合、科目
名が記載されています。

双方向型授業や学修支援で
ICTを活用する場合は、その
内容が記載されています。

授業の進め方や学修のポイ
ント、課題提出のルールや提
出後のフィードバックの方
法等が記載されています。

⎝
―
―
―
―
―
―
―
――
―
⎞
⎠
―
―
――
―
―
―
―
―
―
⎛
⎝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
――
⎞
⎠
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
⎛

授業計画
授業回毎のに内容が記載さ
れています。
授業計画の「15回（30回）」
のうち、AL 型の学修を行う
回については「*(アスタリス
ク）」が記載されています。
また、授業外の学修内容に
ついても記載さいれいます
のでよく確認し、授業に備
えてください。
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2 先履修科目とは

　下表左側に示す科目（以下、「先履修科目」
という）を履修し合格しなければ、原則として
その先履修科目に続く下表右側の１年または２
年の科目（以下、「後履修科目」という）を履
修することはできません。これを「先履修制度」
と言います。

学年
学期 先履修科目 学年

学期 後履修科目

１年
前期 電気電子基礎

１年
後期 電気回路

２年
前期 電子回路

２年
後期 電子情報実験

１年
前期 プログラミング基礎

１年
後期 プログラミングⅠ

１年
後期

プログラミング特論
（Ｃ言語）

２年
前期 データ構造Ⅱ

１年
後期 プログラミングⅠ ２年

前期 プログラミングⅡ

１年
後期

イノベーション
実践Ⅰ

２年
前期

イノベーション
実践Ⅱ

１年
後期 データ構造Ⅰ ２年

前期 データ構造Ⅱ

２年
前期 CG演習 ２年

後期 CGアニメーション

　なお、先履修科目の単位未修得者に対して
は、その年度の長期休暇中に特別再履修を実施
することがあります。

3 指定時間以外での科目の履修

　時間割に定められた時間以外で授業を受講す
る場合（再履修を除く）は、「指定時間外科目
履修申請書」を履修登録期間内に短大事務室に
提出してください。

４ 「海外語学演習」・「海外事情」・「イン
ターンシップ」の履修登録について

　「海外語学演習」・「海外事情」は、海外研修
等に参加した学生を対象に単位が付与される場
合があります。なお、履修登録の必要はありま
せん。海外研修等の説明会および申込みについ
ては、掲示および myFIT でお知らせいたしま
す。
　「インターンシップ」は、一つの企業へ４日
以上参加し、且つ、事後報告発表会に参加した
者のみ１単位付与されます。インターンシップ
に興味のある学生は、まず、事前説明会に参加
してください。（説明会日程等詳細は掲示にて
告知）

５ ＣＡＰ制（履修登録上限）

　１年間に履修登録できる単位数は最大46単
位です。ただし、履修上限の対象とならない科
目や教育的配慮から履修上限の例外を認めるこ
とがあります。
１．ＣＡＰ制とは

　授業科目の単位の付与は、１単位の学習
時間を15時間の講義に加えて、30時間の
自己学習を合わせた45時間の学習を行っ
た上で、試験等により合格の評価を受ける
ことで与えられるものです。つまり、単位
を修得するには、１時間の講義に対して１
時間の予習と１時間の復習が必要とされて
います。これは、履修科目が多すぎると、
学習時間が確保できず、 単位が修得できな
いことを意味します。
　短大では学生が学習時間を確保し、学び
の質を向上するために１年間に履修登録で
きる総単位数に上限を設けています。これ
をＣＡＰ制と言います。
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２．対象とならない科目（集中講義、実技科目、
認定科目、履修登録しない科目）
⑴体育
⑵入門ゼミナール
⑶基礎ゼミナール
⑷進路設計ⅠＡ
⑸進路設計ⅠＢ
⑹進路設計ⅡＡ
⑺進路設計ⅡＢ
⑻海外語学演習
⑼海外事情
⑽インターンシップ
⑾放送大学との互換科目　
⑿福岡工業大学との互換科目

３．進級および卒業にむけての留意事項
　前期科目において、履修しない科目を履
修登録してしまい履修登録期間中に取消を
行っていなかったり、履修科目を途中で放
棄したり、履修科目が不合格になった等に
より、前期の取得単位数が少なかった場
合、年間履修登録に上限があるため（CAP
制）、後期履修登録時点で、留年が確定す
ることがあります。
　このようなことが生じないように、１年
間の授業計画をしっかりと立て、履修した
科目は確実に合格するよう、全力を尽くし
ましょう。

４．履修上限の例外
　当該学期の直前の学期の GPA に基づ
き、次のとおり単位数の上限を変更して取
り扱います。 
⑴　直前の学期の GPA が3.5以上の者は

年間60単位まで可能です。
⑵　直前の学期の GPA が3.0以上3.5未満

の者は年間54単位まで可能です。

６ 受講人数の制限・開講中止など

１．受講者人数の制限
　授業科目によっては、受講者人数が制限
されることがあります。

２．開講中止ならびに開講日および担当教員の変更
⑴　授業科目の開講にあたり、受講者が

10人に満たないときおよび不測の事
態が発生したときは、当該科目が当該
年度または当該期に開講されないこと
があります。

⑵　不測の事態により開講または継続がで
きなくなった授業科目については、開
講日（集中講義を含む）あるいは担当
教員等を変更することがあります。
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§２-３．試　験

1 単位認定について

　履修科目の単位認定は原則として試験によっ
て行います。試験は、学期末試験期間に行われ
ますが、履修科目によっては授業内に行われる
こともあります。

2 試験の方法

　原則として筆記試験で行われますが、レポー
ト・実技・口頭試験で行われることもあります。
　各々の授業科目の成績評価方法については、
シラバスで確認してください。

3 試験を受けることができない人

　次のいずれかに該当する人は、試験を受ける
ことができません。
・試験を受けようとする授業科目の履修登録

（再履修を含む）をしていない。
・２／３以上授業に出席していない。
・当期分の授業料等を納入していない。
・休学中または停学中。
・受験の際、学生証を携帯していない。ただし、

証明書発行機（Ｂ棟２階、Ｅ棟２階）で当日
限り有効の仮学生証の交付を受け、学生証に
代えることができる。（発行手数料200円）

・試験開始後20分を越える遅刻。

4 学期末試験

　学期末試験は、15週の講義終了後の第16週
目に授業時間割で実施されます。実施科目や教
室については掲示板や myFIT で確認してくだ
さい。
　前期試験期間：７月下旬～８月上旬
　後期試験期間：１月下旬～２月上旬

5 試験上の注意

　試験を受ける時は、次の各項の注意事項をよ
く読んで、正しい態度で臨んでください。
　なお、試験上の注意事項は、学期中の全ての
試験にも適用されます。

■試験上の注意
①　着席は、監督者の指示に従ってください。

座席指定がある教室においては、名簿の指
定番号を確認のうえ、指定番号の席に着席
ください。

②　学生証は、机の上に提示してください。学
生証の提示なく試験を受けることはできま
せん。学生証を不携帯の者は、Ｅ棟２階学
生サポートセンター内、あるいはＢ棟２階
情報基盤センター前に設置の証明書発行機
で仮学生証を発行してください。

③　筆記用具（鉛筆・シャープペンシル・消し
ゴム）及び持ち込みを許可された物以外は、
すべてカバンに収納し、椅子の下に置いて
ください。その際、携帯電話（スマートフォ
ン）等の電子機器類は、電源を切り、必ず
カバンに入れてください。

④　試験時間は、各教室において、監督者が指
示した時刻から60分間です。

⑤　試験開始から20分以上遅刻すると、受験
できません。

⑥　不正行為または不正行為と疑われる行為を
行わないこと。（注意：試験中にスマート
フォンを扱う等の疑わしい行為及び他人に
解答を伝える行為も不正行為とみなしま
す。）

⑦　試験開始後の途中退室はできません。
⑧　答案用紙回収時に答案用紙を提出しなけれ

ば、評点は０点になります。なお、退室後
の答案用紙の提出は、いかなる理由があっ
ても一切認められません。
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⑨　問題用紙の持ち帰りは、許可がない限り禁
止します。

⑩　答案用紙の回収が終わり、監督者が指示す
るまでは入退室できません。

⑪　不正行為または不正行為と疑われる行為を
行った場合、試験監督から「警告書」「不
正行為通知書」によって指示が出される場
合があるので、その指示に従うこと。

【警 告 書】

気を付けてください！

　□ 他の受験者の迷惑になる行為
　□ 監督者の指示に従わない行為
　□ 不正行為に見えるような行為
　　 ※そのままの状態で監督者の指示に従ってください

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
《改善されない場合は、不正行為となります！》

※該当事項を□　　✓ して学生に提示して下さい。

【不正行為通知書】

あなたの行為は不正行為です！

あなたは、不正行為をしましたので、試験を続ける
ことができません。
試験終了まで、この場で待機してください。
試験終了後、短大事務室に同行してもらいます。

※「試験上の注意」は、学期中の全ての試験
にも適用されます。

6 試験等における不正行為について

　シラバスに記載された成績評価にかかわる試
験等において、不正行為が行われたと認定され
た場合は、原則として当該学期に評価される全
履修科目の評点が０点になりますので注意して
ください。

　なお、不正行為とは、次に掲げる行為等です。
①　他の学生の答案を見る行為および他の学生

に見せる行為
②　答案用紙のすり替え行為
③　本人に代わって受験、または受験させる行

為
④　他者の文章・データ・調査結果等を盗み取っ

て、或いは適切な引用処理を行わず自分の
物として提出・発表するといった盗用・剽
窃行為

⑤　使用が許可されていない、紙片・図書・ノー
ト・ファイル・複写物・印刷物・用具・ス
マートフォン（オンライン試験時は除く）・
計算機等の使用および身の回りに所持する
行為

⑥　試験監督者の指示・注意等に従わない行為
および試験監督の業務を妨害する行為

⑦　その他、前各号に準ずる行為
≪オンライン試験受験上の注意≫
　オンラインで実施される試験等については、
次の行為も不正行為になりますので注意してく
ださい。
・本人になりすまして本人以外の者が試験を受

けること。
・複数人が同一の場所に集まって試験を受けた

り、SNS や通話等により他者と連絡を取り
合いながら試験を受けること。

・試験問題のスクリーンショットや写真を配布
したり、SNS で公開すること。

7 病気などによる試験欠席

　病気・忌引・事故等で試験を欠席する場合
は、試験時間前までに、短大事務室（TEL092-
606-0710）へ連絡してください。また、後日、
必ず科目担当教員へ欠席届を提出し、教員の指
示に従ってください。
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1 成績発表・成績問い合わせ

１．成績発表
　　　各学期の履修科目の成績は、成績発表日

に myFIT にて発表します。なお、後日（前
期９月上旬、後期３月上旬（ただし、２年
卒業確定者は除く））、保証人（保護者）に
対し「学業成績確認表」を送付します。

２．成績問い合わせ
　　　成績評価について質問がある場合は、科

目担当教員に直接申し出てください。非常
勤講師の場合は、「成績確認申請書」を短
大事務室へ提出ください。ただし、問い合
わせは当期成績に関するものとし、成績変
更の要求は受け付けません。なお、問い合
わせの期間は行事予定表で確認してくださ
い。

2 成績評価・評価基準

　履修した科目の成績評価は次のとおりです。

評価一覧
合　格 認定 不合格

評点 100～90 89～80 79～70 69～60 – 59～0

評価 秀 優 良 可 認定 不可

表示 秀 優 良 可 認 不

　また、評価基準は次の通りです。

評 価 評価基準

秀 達成目標を理想的なレベルで達成し、きわめて
優秀な成果をおさめている

優 達成目標を理想的なレベルで達成している

良 達成目標を標準的なレベルで達成している

可 達成目標を最低限達成している

不可 達成目標を達成できていない

　なお、合格した科目については、単位が授与
されます。

§２-４．成　績

3 ＧＰＡ

　短大では学生の成績評価を５段階（秀・優・良・
可・不可）で評価しており、また、同時にＧＰ
Ａ（Grade Point Average）を付与しています。

１．ＧＰＡとは
　学生が履修した１単位当たりの学習の到
達度を表す指標としてＧＰＡを用い、学期
毎や在学期間の成績状況および学習のプロ
セスを確認することができます。従って、
学生の学ぶ量ではなく、質を問うためのも
のです。
　また、米国の大学で一般的に行われてい
る成績評価方法で国際的に通用する基準で
あるため、外国への留学や外資系企業へ就
職する際には必要とされる場合がありま
す。

２．ＧＰＡ計算
　⑴　ＧＰ換算

評価 秀 優 良 可 不可

評点 100～90 89～80 79～70 69～60 59～0

ＧＰ ４ ３ ２ １ ０

　⑵　計算
　　　　  　 （科目の単位数×科目で得た GP）の総和
　　GPA ＝ ———————————————————
　　　　　　　 　　（履修登録単位数）の総和

　　※小数点第３位以下を切り捨て

　⑶　各学期の GPA および累積 GPA を算出
します。

３．ＧＰＡの用途
　次の項目の参考として使用する場合があ
ります。
⑴成績優秀者の選出基準
⑵奨学金受給対象者の選考基準
⑶編入学試験時の学校推薦基準
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⑷就職試験時の学校推薦基準
⑸修学指導
⑹退学勧告
⑺履修登録の上限

４．不用意な履修登録や履修放棄がおよぼす影
響
　各学期および年間授業計画を立てる際
に、授業外での予習・復習等の効果的な学
習時間を確保するために、不用意な履修登
録をしてはいけません。
　また、履修登録した科目は確実に履修し
不合格にならないようにしましょう。
　受講しない科目を履修登録し削除しな
かった場合や、学期途中で履修放棄した場
合は不合格となりＧＰＡが低下し、修学指
導や注意勧告の対象となります。責任を
もって履修し合格となるよう取り組んでく
ださい。

５．算定の対象とならない科目
⑴入門ゼミナール
⑵基礎ゼミナール
⑶進路設計ⅠＡ
⑷進路設計ⅠＢ　　
⑸進路設計ⅡＡ　　
⑹進路設計ⅡＢ
⑺海外語学演習
⑻海外事情
⑼放送大学特別聴講学生修得科目
⑽福岡工業大学単位互換科目
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4 学業成績確認表の見方
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§２-５．進級・卒業

1 進級条件

　１年生から２年生に進級するためには、次の
条件をすべて満たさなければなりません。
・30単位以上修得していること。
・必修科目の未修得科目が３科目以下であるこ

と。
※上記は最低条件です。進級しても修得単位が

少ないと卒業できない可能性が高くなります
ので、１年生の時に確実に多くの単位を修得
してください。

※３月上旬に「進級判定結果」と「次年度オリ
エンテーションのお知らせ」を保証人（保護
者）宛に送付いたします。

2 卒業条件

　卒業するためには、次の条件をすべて満たさ
なければなりません。
・62単位以上修得していること。
・必修科目をすべて修得していること。
・一般教育科目を14単位以上修得しているこ

と。
・専門教育科目を32単位以上修得しているこ

と。
※３月上旬に卒業条件を満たした学生の保証人

（保護者）宛に「卒業通知並びに卒業証書学
位記授与式の開催について」を送付いたしま
す。

区　　分 単位数 備　　考

一　　般
教育科目

14単位
以上 必修、選択必修を含む

専　　門
教育科目

32単位
以上 必修、選択必修を含む

計 62単位
以上

上記の一般教育科目・専門
教育科目の単位を満たした
うえで、福岡工業大学単位
互換科目・放送大学科目で
修得した単位が卒業要件単
位として加算される

※区分毎に所定以上の単位を取得した学生に対して
は、上記教育目的に到達し、学位授与の方針に合致
した人材足り得ると認定し、短期大学士（情報工学）
の学位を授与します。

3 留年

　１年生は1進級条件を満たしていない場合、
２年生は2卒業条件を満たしていない場合、留
年となります。
※３月上旬に「留年通知」を保証人（保護者）

宛に送付いたします。
　留年する一番の原因は、講義の欠席です。進
級条件・卒業条件をクリアするための第一歩は、
講義に出席することから始まります。「一度く
らい欠席しても大丈夫だろう」という考えは禁
物です。
　欠席が多くなると試験を受けることができな
い場合もあります。
　わからないことは積極的に質問しましょう。
わからないまま放置しておくと、その後の講義
等に影響する可能性があります。オフィスア
ワー等で早めの解決を心がけましょう。
　講義や単位等についての悩み事は、クラスア
ドバイザーの先生、または短大事務室に相談し
てください。
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４ 退学勧告

　正当な理由がなく受講すべき全授業科目の出
席時間数が３分の２に満たない人は、学則第
40条第３項第２号の規定により退学とされる
ことがあります。また、正当な理由がなく各学
年において修得単位が著しく少ない人は、事情
聴取のうえ退学を勧告されることがあります。
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§２-６．学籍異動

1 修業年限と在学年限

■修業年限
　学科の修業年限は２年です。

■在学年限
　学生は、４年を超えて在学することができま
せん。ただし、学則第19条第１項の規定によ
り入学した学生は、同19条第２項により定め
られた在学すべき年数の２倍に相当する年数を
超えて在学することができません。

2 休学

摘 要 ４か月以上授業に出席できない場合

休学
期間

１年以内とし、年度を超えること
はできません。休学期間終了は、
学期末とします。なお、休学期間
は通算して２年を超えることがで
きません。ただし学則第13条の在
学期間には含みません。

手続
期限

休学願を提出した翌月から適用する。
（前期休学願：５月末まで、後期休
学願：11月末まで )

必要
事項

休学願（所定の用紙）に保証人連
署の上、クラスアドバイザーまた
は短大事務室へ提出してくださ
い。

備 考

休学期間中の学納金の納入は不要
ですが、願出の月までの学納金は
完納していなければなりません。
帯出した図書館資料は返却してい
なければなりません。

　（学則第21条）

3 復学

摘 要 休学者が復学を希望する場合

復学日 10月１日または４月１日

手続
期限

休学者へ個別に通知します。
（前期復学願：２月末まで、後期
復学願：８月末まで）

必要
事項

復学願（所定の用紙）を指定期日
までに短大事務室へ提出してくだ
さい。

備 考
進級条件（卒業要件）を充足した
場合は進級（卒業）となりますが、
充足していない場合は原級の学年
に復学となります。

　（学則第22条）

4 転学

　他の短期大学や大学への入学、または転入学
を志願しようとする場合は、学長の許可を受け
なければなりません。

5 留学

　外国の大学または短期大学で学修することを
志願する場合は、学長の許可を得て留学するこ
とができます。なお、許可を得て留学できる期
間は１年を限度として、学則第37条に定める
在学期間に含めることができます。
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6 退学

摘 要 退学を希望する場合（懲戒による
退学を除く）

手続
期間 その都度

必要
事項

退学願（所定の用紙）に保証人連
署の上、クラスアドバイザーまた
は短大事務室へ提出してくださ
い。
退学願提出時に学生証および帯出
した図書館資料は返却してくださ
い。

備 考 学納金は願出の日までに完納して
いなければなりません。

　（学則第25条）

7 除籍

　次に該当する場合は、教授会の議を経て除籍
となります。
・授業料その他の納入金の納入を怠り、督促し

てもなお納入しない場合
・学則第13条に定める在学年数を超えた場合
・学則第21条に定める休学期間を超えて、な

お修学できない場合
・死亡または長期にわたり行方不明の場合

8 再入学

　学則第25条および第26条第１号の規定によ
り退学、または除籍された場合については、本
人の願い出により教授会の議を経て、学長がこ
れを許可することがあります。退学後１年以内
に再入学を願い出たときは、次年度始めに再入
学を許可されることがあります。
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§２-７．資　格

1 資格取得について

　本学では、資格取得を目指す学生のために奨
学制度を設けています。ぜひ、この制度を利用
し、在学中にできるだけ多くの資格を取得でき
るようチャレンジしてください。

2 資格取得サポート奨学生制度

　福岡工業大学社会連携センターが実施する資
格取得講座のうち、本学が指定するものを在学
中に受講し、審査基準を満たした学生を奨学生
とし、講座料の全額または半額を返還します。
（条件・審査あり）
申込み・問い合わせ先：短大事務室

対象講座 奨学金 奨学生
申込窓口

基本情報
技術者

IT
パスポート

合格の場合：
講座料全額

不合格の場合：
講座料の半額

短大事務室

※対象講座は社会連携センター講座の開講状況
により変更になる場合があります。

３ 検定試験受験料補助制度

　本学が指定する検定試験を受験する場合、最
高3,000円までの受験料を補助します。（回数
制限あり）

対象検定
情報処理技術者試験（全12試験）
基本情報技術者科目Ａ試験免除修了試験
ドット COM マスタ
CG-ARTS 検定
MOS（Microsoft Office Specialist）
Web クリエイター
Unity 認定試験
TOEIC®

４ 社会連携センター

　社会連携センターは、在学生の資格取得支援
講座や検定試験の申込み受付を行っているほ
か、就職やスキルアップにつながる教養講座を
開講しています。資格取得支援講座は、知識豊
富な専門学校の講師が担当し、学内にいながら
専門学校と同等の講座を受講することができま
す。
※受講料や日程の詳細は社会連携センターホー

ムページでご確認ください。

受付時間 場所・連絡先 取扱内容

月～金：
９：00～17：00

本部棟１階
092-606-7089

・資格取得支援講
座の開講

・検定試験の受付
・教養講座の開講

■最新情報について
　支援講座、受付する検定試験の種類・方法等
は、社会連携センターホームページで最新情報
を確認してください。　
　https://shikaku.fit.ac.jp

　　　

【支援講座の一例】
　IT パスポート
　基本情報技術者科目Ａ試験免除対策
　MOS/Word・Excel
　TOEIC®L&R 対策　
　Web クリエイター
　Unity 認定試験
【受付をしている検定試験の一例】
　IT パスポート
　CG-ARTS 検定
　TOEIC®L&R（IP テスト）
　開講講座は変更になる場合があります。社会
連携センターホームページで最新情報をご確認
ください。
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§２-８．学修支援

1 クラスアドバイザー・オフィスアワー

　クラス毎に担当教員が定められており、皆さ
んの学修上の助言や指導を行います。
　また、各教員があらかじめ定めた時間に研究
室で待機して、授業内容のわからないことや質
問に応じるなど、自学自修を支援するためにオ
フィスアワーを設けています。各教員のオフィ
スアワーの時間は、ホームページおよびシラバ
スに記載されていますので、自ら研究室を訪
ね、大いに活用してください。なお、非常勤講
師の場合は、授業の前後に直接相談してくださ
い。
　また、短大事務室においても、修学の相談や
履修アドバイスを行っていますので気軽に申し
出てください。

2 授業アンケート

　本学では授業改善を目的に、学生による授業
アンケートを各学期中に１回（期末）実施して
います。
　その後、アンケート集計結果を Web 上で公
開しています。
　アンケート結果は各教員が日頃行っている授
業を皆さんがどのように受け止めてくれている
かを率直に振り返り、反省すべき点は反省し改
善に繋げ、良かったと評価された点は今後の授
業に引き継ぎ、より良い授業を行っていくため
の資料として活用しています。
　回答は成績評価とは一切関係ありませんの
で、安心して記入してください。
　授業をより良くするために、皆さんの声を届
ける機会として期間内にアンケートに回答して
ください。

3 SA

　SA（スチューデントアシスタント）とは、
学部生・短大生が、実験・実習および演習科目
において、教員と共に教育を補助し、教育効果
の向上を図るものです。SA は、将来、研究者・
教育者になるための重要なキャリア形成の場と
しても位置付けられています。
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§２-９．単位互換

1 単位互換協定に基づく科目認定

　単位互換協定により、福岡工業大学と放送大
学の２大学で単位修得ができます。単位を修得
した場合には、学則第33条第１項が適用され、
卒業要件単位として充当されます。

１．福岡工業大学
　編入学を目的として、大学の授業科目の履修
および単位の修得を希望し、履修を許可されれ
ば「科目等履修生」として福岡工業大学の授業
科目（福岡工業大学単位互換科目）が受講でき
ます。なお、受講し、修得した単位は、次のよ
うに取り扱われます。
　福岡工業大学の授業科目区分に従い、「教養
力育成科目」、「専門基礎科目」もしくは「専門
教育科目」として福岡工業大学の単位として認
められます。

２．放送大学
　放送大学の科目のうち、基礎科目について「特
別聴講学生」として、次の要領で履修すること
ができます。
　希望する学生は所定の「特別聴講学生出願
票」がありますので短大事務室に申し出てくだ
さい。

【放送大学との単位互換に伴う授業科目】

本学科目分類 放送大学科目 単位数

一
般
教
育
科
目

社会科学系

基盤科目

１科目２単位
本学では、卒業要
件単位の「その他
科目」として充当自然科学系

2 海外語学研修等の単位認定

　本学の指定する海外の大学等において、一定
期間語学研修を受け、その評価に応じて、「海
外語学演習」２単位、または「海外事情」１単
位を付与します。
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§２-10．外国語の到達目標（TOEIC）

　本学の英語教育における外国語の到達目標
は、次のとおりとします。

■全 学 生
　TOEIC 目標　350点
■上位目標　 　450点

　※上位目標対象者：国公立大学編入学試
験において TOEIC スコアが求められる
大学への進学

　　希望者および同スコアが求められる企
業への就職希望者
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§3-1 情報メディア学科 40

1 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
2 カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）
3 アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）
4 情報メディア学科の年次別授業科目表
5 カリキュラムフローチャート
6 カリキュラム・マップ
7 コース選択
8 専門科目の履修モデル
9 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム
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§３-１．情報メディア学科

1 ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

１．養成する人材、教育研究上の目的
　情報メディア学科では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「情報工学分野」として、「情
報教育を中心とした教育プログラムにより、高度に IT 化された社会における即戦力となる情報活用能
力を身につけた人材の育成に加え、社会の構成員として力強く生きていくためのリテラシーを身につけ
た人材を養成することを目的とする。特に情報活用能力は、コンピュータやプログラミング、情報メディ
アに関する知識の修得及び実践的な取り扱い方を身につけ、リテラシーは社会科学や自然科学の基礎知
識及びコミュニケーション力を身につける」ことを教育研究上の目的としている。

２．修得する知識・能力（学習教育目標）
　情報メディア学科では、学生に修得させる具体的な知識及び能力を次のとおり定める。

Ａ：職業的・社会的自立に必要な人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キャリア
プランニング能力等の汎用的能力を身につけている。

Ｂ：グローバル化した社会において市民としての社会的責任を果たすために必要な社会制度や異文化についての知識
とコミュニケーション能力を身につけている。

Ｃ：情報工学を修得する上で基礎となる数学及び自然科学に関する知識とそれらを活用する能力を身につけている。

Ｄ：情報通信技術や情報処理に関する基礎的な知識と実務的スキルを身につけている。

Ｅ：コンピュータソフトウエアを構成するプログラムについて、アルゴリズムやデータ構造に関する知識とプログラ
ミングする能力を身につけている。

Ｆ：コンピュータのハードウェアを動かすための基礎となる電気、電子、および回路に関する知識とそれらを活用す
る能力を身につけている。

Ｇ：コンピュータを活用して情報表現をするための情報メディアに関する知識とそれらを活用する能力を身につけて
いる。

Ｈ：企業において情報活用能力を備えた中核的な人材として活躍するために必要な経営に関する専門知識を身につけ
ている。

Ｉ：専門科目で身につけた知識・技術をベースとして、更に専門的に細分化した応用領域における実践的能力を有し
ている。各領域における与えられた課題に対して、個人またはチームで計画的に取り組み、情報技術を活用して
社会の具体的な課題を解決できる能力を身につけている。

2 カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）

１．学修領域（教育分野）
　⑴一般教育科目 　　　⑵専門教育科目
　　①初年次・キャリア系 　　　　①情報基礎系
　　②外国語・人文・社会科学系　　　②プログラミング系
　　③自然科学系 　　　　③ハードウェア系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　④メディア系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤経営系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥ PBL 系
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２．学位授与の方針を踏まえた教育課程の編成方針
　本学では、学位授与の方針を踏まえ、高度に IT 化された社会における情報工学（情報通信・制御技術、
情報処理技術）及びメディアコミュニケーションの各分野で即戦力として活躍できる技術者及び大学等
に編入学して更に学びを深める人材を養成するために、次の教育課程の編成方針（カリキュラム・ポリ
シー）を定める。

⑴職業的・社会的自立に必要な人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能
力、キャリアプランニング能力等の汎用的能力を身につけるために、健康で充実した学生生活を送
るための知識やスキルに関する初年次科目と、卒業後の進路選択や社会的・職業的自立の助けとな
る知識やスキルに関するキャリア科目を配置する。

⑵グローバル化した社会において市民としての社会的責任を果たすために必要な社会制度や異文化に
ついての知識とコミュニケーション能力を身につけるために、社会科学の知識を修得するための科
目と外国語等の言語に関する科目を配置する。

⑶情報工学を修得する上で基礎となる数学及び自然科学に関する知識とそれらを活用する能力を身に
つけるために数学および物理学の科目を配置する。

⑷情報通信技術や情報処理に関する基礎的な知識と実務的スキルの修得とともに、高度 ICT 社会に
対応できる素養を身につけるための科目を配置する。

⑸コンピュータソフトウエアを製作する上で必要な工程やデータ構造、およびプログラミングに必要
な知識や能力を身につけるために、プログラミングに関する科目を配置する。

⑹コンピュータのハードウェアを動かすための基礎となる電気、電子、および回路に関する知識とそ
れらを活用する能力を身につけるために、電気、電子および回路に関する工学分野の科目を配置す
る。

⑺コンピュータや各種アプリケーションソフトを活用して情報を表現するための情報メディアに関す
る基礎知識及び技能に関する知識とソフトウェアを使用した技能を身につけるための科目を配置す
る。

⑻企業において情報活用能力を備えた中核的な人材として活躍するために、情報技術者の業務やマ
ネージャーの管理業務に関連が高い経営学の科目を配置する。

⑼専門科目で身につけた知識・技術をベースとして、更に応用領域における実践的能力を向上させな
がら、各領域における与えられた課題に対して計画的に取り組み、情報技術を活用して社会の具体
的な課題を解決できる能力を身につけるために、PBL（課題解決型学習）科目を配置する。
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３．年次別科目の配当方針
　上記のカリキュラム・ポリシーを達成するために、一般教育科目では学生生活を送るうえで必要なス
キルを身につける初年次科目、社会人として必要な一般常識・マナーなどを身につける外国語科目、キャ
リア系科目、人文・社会科学科目、及び情報工学を学ぶ上での基礎となる知識を確実に身につける自然
科学科目を配当する。また専門科目では、本学で学ぶ内容の基礎を身につける基礎科目、本学のすべて
の学生が身につける基幹科目、基幹科目を基盤として展開する各コースにおける展開科目、主体的に問
題解決できる力を身につける PBL （課題解決型学習）科目などを配当し、知識の定着を図る。
　年次別科目の配当方針としては、１年次には、専門科目の理解や将来の進路選択につながる、初年次
科目、キャリア科目、自然科学科目を学ぶとともに、専門科目の基礎となる基幹科目と一部の展開科目
を学ぶ。
　２年次には、１年次で学んだものを基礎として、展開科目のより専門的な内容を学び、さらにこれま
でに学んだ知識を活用する PBL 科目を配当する。また、卒業後の多様な進路に対応できる能力を身に
つけるための、人文・社会科学科目を学ぶ。
　外国語科目は、在学時を通した継続的な学習が必要であり、１、２年次で配当する。

４．学修成果の評価の在り方
　学修成果の評価の在り方として、学修評価は、各授業科目の学習内容、到達目標、成績評価の方法・
基準をシラバスにより学生に周知し、それに則して成績評価を行う。
　さらに、１年次終了時には定められた進級要件に基づき進級判定を行う。卒業時にはディプロマ・ポ
リシーの各項目の修得と達成度合いに基づき総合的に評価し、定められた卒業要件に基づき卒業判定を
行う。
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3 アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

１．養成すべき人物像
　情報メディア学科の「養成すべき人物像」は、高度に IT 化された社会において、情報の分野で即戦
力となる技術者の養成および大学等に編入学して更に学びを深める人材の養成を目的とする。

２．求める人物像
　「養成すべき人物像」を育てるにあたり、次の資質を持つ学生を求めている。
　・高度に IT 化された社会で生活・就業する上で必要な基本的なコンピュータスキルと、情報または

メディアに関する知識や技術をより深く身につけ、学びたい人
　・高等学校の主要科目における教科書レベルの知識を有し、本学で学ぶ上で必要な基礎学力を有して

いる人
　・主体性や他者等の協調性を持ち、学ぼうとする意欲が高い人

３．入学者選抜での観点
　「求める人物像」のうち、「高度に IT 化された社会で生活・就業する上で必要な基本的なコンピュー
タスキルと、情報またはメディアに関する知識や技術をより深く身につけ、学びたい」に関しては、主
に面接、小論文（自己アピール文、レポートなど）を総合的に評価して判定する。
　また、「高等学校の主要科目における教科書レベルの知識を有し、本学で学ぶ上で求められる基礎学
力を有している人」については、主に筆記試験、大学入学共通テスト、提出書類（調査書、推薦書等）
を総合的に評価して判定する。
　「主体性や他者等の協調性を持ち、学ぼうとする意欲が高い人」については、主に面接、小論文（自
己アピール文、レポートなど）、提出書類（調査書、推薦書等）を総合的に評価して判定する。
　これらの組み合わせにより、志願者が本学科の求める人物像と合致しているかを判断し、入学者選抜
を行う。
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44

４ 情報メディア学科の年次別授業科目表

学修
領域

教育
分野

授業科目

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

一
般
教
育
科
目

初
年
次
・
キ
ャ
リ
ア
系

入門ゼミナール 基礎ゼミナール
※ 体育 ※ 健康科学

※ 健康科学 ※ 体育
人間関係論 キャリア発達論

ビジネス実務とマナー
インターンシップ

海外事情
進路設計ⅠＡ 進路設計ⅠＢ 進路設計ⅡＡ 進路設計ⅡＢ

外
国
語
・
人
文
・

社
会
科
学
系

英語会話 A 英語会話 B 実用英語 A 実用英語 B
日本語表現法 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

経済と社会 日常生活と法律
現代社会論 日本国憲法

九州学
海外語学演習

自
然
科
学
系

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

数学演習
物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

統計学

専
門
教
育
科
目

情
報
基
礎
系

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ 情報処理演習Ⅲ 情報処理演習Ⅳ
情報処理概論 オペレーティングシステム コンピュータネットワーク ICT 通論

情報数学 データベース概論 コンピュータアーキテクチャ 情報セキュリティ
情報科学 人工知能基礎 ソフトウェア工学

データサイエンス基礎

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
系

プログラミング基礎 プログラミングⅠ プログラミングⅡ
イノベーション実践Ⅰ イノベーション実践Ⅱ

データ構造Ⅰ データ構造Ⅱ
プログラミング特論（C 言語 )

ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
系

電気電子基礎 電気回路 電子回路 電子情報実験
論理回路 デジタル回路

メ
デ
ィ
ア
系

マルチメディア概論 ＣＧ概論 ＣＧ演習 ＣＧアニメーション
グラフィック処理演習 デジタルデザイン マルチメディア演習 メディア制作演習

ＤＴＰ演習 プレゼンテーション演習 メディア通論
色彩情報論

経
営
系

経営学概論 基礎簿記 人的資源管理論
消費者行動論

データサイエンス実践

Ｐ
Ｂ
Ｌ
系

スマートフォンアプリ開発 ネットワーク構築実践
ゲームソフトウェア開発 コンピュータシミュレーション実践
Web アプリケーション開発 映像制作

組込みシステム開発 デジタルアーカイブ実践
ＡＩプログラミング実践 Web デザイン実践

数学教育研究 マーケティング実践
ソフトウェア開発 メディアアート実践

デザイン実践 卒業研究
ビジネスプラン実践

ユニバーサルデザイン実践

※　体育・健康科学は、１年生前期または後期いずれかを選択　　　※　必修科目
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５ カリキュラムフローチャート

学修
領域

教育
分野

授業科目

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

一
般
教
育
科
目

初
年
次
・
キ
ャ
リ
ア
系

入門ゼミナール 基礎ゼミナール
人間関係論 キャリア発達論

ビジネス実務とマナー
インターンシップ

※ 体育 ※ 健康科学
※ 健康科学 ※ 体育

海外事情
進路設計ⅠＡ 進路設計ⅠＢ 進路設計ⅡＡ 進路設計ⅡＢ

外
国
語
・
人
文
・

社
会
科
学
系

英語会話 A 英語会話 B 実用英語 A 実用英語 B
日本語表現法 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

経済と社会 日常生活と法律
現代社会論 日本国憲法

九州学
海外語学演習

自
然
科
学
系

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

数学演習
物理学Ⅰ 物理学Ⅱ

統計学

専
門
教
育
科
目

情
報
基
礎
系

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ 情報処理演習Ⅲ 情報処理演習Ⅳ
情報処理概論 オペレーティングシステム コンピュータネットワーク ICT 通論

情報数学 データベース概論 コンピュータアーキテクチャ 情報セキュリティ
情報科学 ソフトウェア工学

データサイエンス基礎 人工知能基礎

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
系

プログラミング基礎 プログラミングⅠ プログラミングⅡ
イノベーション実践Ⅰ イノベーション実践Ⅱ

データ構造Ⅰ データ構造Ⅱ
プログラミング特論（C 言語 )

ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
系

電気電子基礎 電気回路 電子回路 電子情報実験
論理回路 デジタル回路

メ
デ
ィ
ア
系

マルチメディア概論 ＣＧ概論 ＣＧ演習 ＣＧアニメーション
グラフィック処理演習 デジタルデザイン マルチメディア演習 メディア制作演習

ＤＴＰ演習 プレゼンテーション演習 メディア通論
色彩情報論

経
営
系

経営学概論 基礎簿記
消費者行動論

データサイエンス実践
人的資源管理論

Ｐ
Ｂ
Ｌ
系

スマートフォンアプリ開発 ネットワーク構築実践
ゲームソフトウェア開発 コンピュータシミュレーション実践
Web アプリケーション開発 映像制作

組込みシステム開発 デジタルアーカイブ実践
ＡＩプログラミング実践 Web デザイン実践

数学教育研究 マーケティング実践
ソフトウェア開発 メディアアート実践

デザイン実践 卒業研究
ビジネスプラン実践

ユニバーサルデザイン実践

※　体育・健康科学は、１年生前期または後期いずれかを選択
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6 カリキュラム・マップ

■学習教育目標

Ａ：職業的・社会的自立に必要な人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キャリア
プランニング能力等の汎用的能力を身につけている。

Ｂ：グローバル化した社会において市民としての社会的責任を果たすために必要な社会制度や異文化についての知識
とコミュニケーション能力を身につけている。

Ｃ：情報工学を修得する上で基礎となる数学及び自然科学に関する知識とそれらを活用する能力を身につけている。

Ｄ：情報通信技術や情報処理に関する基礎的な知識と実務的スキルを身につけている。

Ｅ：コンピュータソフトウエアを構成するプログラムについて、アルゴリズムやデータ構造に関する知識とプログラ
ミングする能力を身につけている。

Ｆ：コンピュータのハードウェアを動かすための基礎となる電気、電子、および回路に関する知識とそれらを活用す
る能力を身につけている。

Ｇ：コンピュータを活用して情報表現をするための情報メディアに関する知識とそれらを活用する能力を身につけて
いる。

Ｈ：企業において情報活用能力を備えた中核的な人材として活躍するために必要な経営に関する専門知識を身につけ
ている。

Ｉ：専門科目で身につけた知識・技術をベースとして、更に専門的に細分化した応用領域における実践的能力を有し
ている。各領域における与えられた課題に対して、個人またはチームで計画的に取り組み、情報技術を活用して
社会の具体的な課題を解決できる能力を身につけている。

■カリキュラム・マップ
□一般教育科目

年次
ＤＰ

期
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ I

１
年
次

前期

入門ゼミナール 英語会話Ａ 線形代数Ⅰ
体育 海外語学演習 微分積分学Ⅰ

健康科学 海外事情 物理学Ⅰ
人間関係論

進路設計ⅠＡ

後期

基礎ゼミナール 英語会話Ｂ 線形代数Ⅱ
体育 日本語表現法 微分積分学Ⅱ

健康科学 海外語学演習 数学演習
キャリア発達論 海外事情 物理学Ⅱ

ビジネス実務とマナー 統計学
インターンシップ

進路設計ⅠＢ

２
年
次

前期

進路設計ⅡＡ 実用英語 A
中国語Ⅰ

経済と社会
現代社会論

海外語学演習
海外事情

後期

進路設計ⅡＢ 実用英語 B
中国語Ⅱ

日常生活と法律
日本国憲法

九州学
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□専門教育科目

7 コース選択

　１年生後期からは、情報工学コースとメディアコミュニケーションコースの２つの履修モデルに沿っ
て、講義を受講してもらいます。
　１年生前期の７月中旬から下旬にかけてコース選択希望調査を実施し、１年生前期の成績発表日に
コースの配属を決定します。なお、在学期間の途中で、決定したコースを変更することはできません。
ただし、１年生に留年した場合は、再度コースの選択希望を受け付けます。

年次
ＤＰ

期
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ I

１
年
次

前期

情報処理演習Ⅰ プログラミング基礎 電気電子基礎 マルチメディア概論
情報処理概論 グラフィック処理演習

情報数学
情報科学

データサイエンス基礎

後期

情報処理演習Ⅱ プログラミングⅠ 電気回路 CG 概論 経営学概論
オペレーティングシステム イノベーション実践Ⅰ 論理回路 デジタルデザイン

データベース概論 データ構造Ⅰ DTP 演習
人工知能基礎 プログラミング特論（C 言語 )

２
年
次

前期

情報処理演習Ⅲ プログラミングⅡ 電子回路 CG 演習 基礎簿記 スマートフォンアプリ開発
コンピュータネットワーク イノベーション実践Ⅱ デジタル回路 マルチメディア演習 消費者行動論 ゲームソフトウェア開発
コンピュータアーキテクチャ データ構造Ⅱ プレゼンテーション演習 データサイエンス実践 Web アプリケーション

色彩情報論 組込みシステム開発
ＡＩプログラミング実践

数学教育研究
ソフトウェア開発

デザイン実践
ビジネスプラン実践

ユニバーサルデザイン実践

後期

情報処理演習Ⅳ 電子情報実験 CG アニメーション 人的資源管理論 ネットワーク構築実践
ICT 通論 メディア制作演習 コンピュータシミュレーション実践

情報セキュリティ メディア通論 映像制作
ソフトウェア工学 デジタルアーカイブ実践

Web デザイン実践
マーケティング実践
メディアアート実践

卒業研究
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8 専門科目の履修モデル

■情報工学コース　※PBL科目

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期
情報処理概論 オペレーティングシステム コンピュータネットワーク 卒業研究

情報数学 人工知能基礎 コンピュータアーキテクチャ ネットワーク構築実践 ※
情報科学 データベース概論 数学教育研究 ※ 情報セキュリティ

データサイエンス基礎 ソフトウェア工学
ＩＣＴ通論

プログラミング基礎 プログラミングⅠ プログラミングⅡ コンピュータシミュレーション実践 ※
データ構造Ⅰ データ構造Ⅱ

プログラミング特論（Ｃ言語 ) ソフトウェア開発 ※
スマートフォンアプリ開発 ※
ゲームソフトウェア開発 ※
Web アプリケーション開発 ※
組込みシステム開発 ※

ＡＩプログラミング実践 ※
イノベーション実践Ⅰ イノベーション実践Ⅱ

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ
マルチメディア概論 ＣＧ概論

グラフィック処理演習

電気電子基礎 電気回路 電子回路 電子情報実験
論理回路 デジタル回路

■メディアコミュニケーションコース　※PBL科目

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期
情報処理概論 オペレーティングシステム 卒業研究情報数学 人工知能基礎

情報科学 経営学概論 基礎簿記 マーケティング実践 ※
データサイエンス基礎 消費者行動論 人的資源管理論

データサイエンス実践
経営戦略実践 ※

ビジネスプラン実践 ※
プログラミング基礎 プログラミングⅠ

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅱ 情報処理演習Ⅲ 情報処理演習Ⅳ
マルチメディア概論 ＣＧ概論 ＣＧ演習 ＣＧアニメーション

色彩情報論 メディア通論
映像制作 ※

メディアアート実践 ※
マルチメディア演習 デジタルアーカイブ実践 ※

プレゼンテーション演習 メディア制作演習
デジタルデザイン ユニバーサルデザイン実践 ※ Web デザイン実践 ※

グラフィック処理演習 ＤＴＰ演習 デザイン実践 ※

履修分野共通 情報工学 メディアコミュニケーション

9 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

　本学の HP をご覧ください。
　https://www.fit.ac.jp/jc/
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1 証明書発行

　各種証明書は、証明書自動発行機、所轄課の窓口または証明書発行サービスで発行されます。
※証明書の厳封が必要な場合は、窓口に申し出てください。
※発行に際しては学生証および所定の発行手数料が必要です。
※発行後の返金はできません。

【証明書自動発行機】
・設置場所　学生サポートセンター内（Ｅ棟２F） （９：00～17：00）
　　　　　　情報基盤センター前（Ｂ棟２F）　　 （９：00～17：00）

【証明書発行サービス】
　証明書発行サービスは、各種証明書を24時間いつでも、オンラインで申請できるサービスです。
　申請可能証明書、発行方法等の詳細についてはホームページをご確認ください。

種　別 自　動
発行機 窓　口 発　行

手数料 備　考

学業成績証明書（和文） ○

短大事務室

200円

学業成績証明書（英文） × 500円

卒業見込証明書（和文） ○ 200円 ２年次生

卒業見込証明書（英文） × 500円 ２年次生

学業成績・卒業見込証明書 ○ 200円 ２年次生

卒業証明書（和文） × 200円 但し、卒業日から1週間程度 自動発行機
より出力可

卒業証明書（英文） × 500円 卒業生

学生証再発行申込書 ○
情報基盤センター

500円

仮学生証 ○ 200円 当日限り有効

在学証明書（和文） ○

短大事務室

200円

在学証明書（英文） ○ 200円

通学証明書 × 無料 通学定期券の購入に必要

JR 学割証 ○ 無料 JR で片道100㎞超利用時に運賃２割引

学生団体旅行申込書 ×
学生課

無料 ８名以上の学生が一緒に旅行する場合に
利用可（出発日の２週間前まで）

健康診断書 ○ 200円 当年度に健康診断を受診した学生

推薦書（就職用） ○ 進路相談課 200円

推薦書（編入用） ○

短大事務室

200円

調査書（編入用） ○ 200円

単位取得証明書 × 500円

その他の証明書・申請書 × 500円

§４-１．各種証明書
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　学生本人の改姓・改名、学生および連帯保証人（保護者）の連絡先（住所や携帯電話番号）、連帯保
証人等が変わった場合は、直ちに my FIT「学籍情報変更申請」から手続きを行ってください。手続き
を怠ると、本学からのお知らせができなくなります。
　手続き方法は「学籍情報の変更申請マニュアル」をご参照ください。

※個人情報は厳正に管理し、本学から本人および連帯保証人（保護者）への連絡・通知や緊急時の対応を行うために使用
し、それ以外の目的では使用しません。

※日本学生支援機構等の奨学金を受給している学生は、別途届け出が必要です。
　〔学生課窓口〕まで申し出て下さい。

2 学籍情報の変更手続き
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§４-２．学納金・奨学金制度

1 学納金

■年間納入額
　学納金は原則として、「入学した年度と同額
を毎年納入する」こととしています（経済情勢
その他の変動により改定されることがありま
す）。

　（2024年度）

１年次 ２年次

授　業　料 670,000 円 670,000 円

施設設備費 160,000 円 160,000 円

実験実習費 100,000 円 100,000 円

図　書　費 5,000 円 5,000 円

学生厚生費 15,000 円 15,000 円

合　　計 950,000 円 950,000 円

※上記の他、入学手続時に入学金170,000円
が必要です。

■納入方法
　本学が発行する振込依頼書を使用しての振込
となります。１年次後期分は７月頃、２年次は
３月頃に登録住所へ振込依頼書を送付しますの
で、裏面に記載されている留意事項を確認し、
期限内に手続きをお願いします。なお、奨学金
採用などにより振込後に納入額が変わる場合、
対象の方には個別に通知のうえ調整します。

■納入期限
　学期ごとの期限は以下のとおりです。期日が
土日祝日の場合は別途指定します。

納入期限 １年次 ２年次

　 前　期
（４月１日～
９月30日）

１年次：
入学前の指定日
２年次：
４月20日

475,000円 475,000円

　 後　期
（10月１日
～３月31日）

９月20日 475,000円 475,000円

※国の修学支援新制度に採用されている方は納
入期限が異なる場合があるため、学期ごとに
別途通知します。

■督促、除籍予告、除籍並びに延納願い
　納入期限を過ぎても入金・連絡がない場合、
保証人および本人に対して督促を行います。
　未納期間が３ヶ月以上になると除籍予告を経
て、所定の手続きにより学期末をもって除籍さ
れます。（学則第26条）
　やむを得ない事情により期限内の手続きが困
難な場合は、必ず納入期限前に経理課に相談し
てください（学生本人による直接来訪が望まし
い）。個別に面談を行った上で納入期限から起
算して３ヶ月以内での延納申請を受け付けま
す。面談時にお渡しする所定の用紙を本人・保
証人連署にて提出してください。なお、状況に
よっては月々の分納にも対応します。
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2 奨学金

　本学では、十分な学力や能力を有する学生
や、勉学を継続するために経済援助を必要とす
る学生に対し奨学金制度を設けています。学内
および学外奨学金の主なものは次の通りです。
※奨学金の奨学生募集情報等については、その

都度 myFIT と HP により通知します。

〔学内の奨学金〕
■特別奨学金（窓口：短大事務室）

奨学金名 福岡工業大学短期大学部特別奨学金（学業）

対象学生 １年生

内　　容 推薦入試・一般入試合格者の成績優秀者。

奨学金額 授業料の全額または半額免除

審査・選考 12～３月

奨学金名 福岡工業大学短期大学部特別奨学金（学業）

対象学生 ２年生

内　　容 １年次の成績優秀者。

奨学金額 授業料の全額または半額免除

審査・選考 ３月

■独自奨学金（窓口：学生課）
　本学独自奨学金は、経済的に修学の継続が困
難な学生について、学ぶ意欲をしっかりサポー
トする制度です。
　この奨学金は、2020年４月からスタートし
た国が実施する高等教育の修学支援新制度（授
業料等減免）を補完する仕組みで、これまで支
援の対象とならなかった所得層にまで経済的支
援の範囲を拡大しています。最高減免額は授業
料の半額です。
　募集時期になりましたら、募集要項を全学生
に myFIT にて案内しますので、詳細をご確認
ください。

〔学外の奨学金〕
■高等教育の修学支援新制度（窓口：学生課）
　授業料・入学金（入学金については入学月か
ら支援対象となった場合）の減免と日本学生支
援機構給付奨学金の２つの支援を受けることが
できます。原則として返還義務はありません。

■日本学生支援機構奨学金（窓口：学生課）
　日本学生支援機構の奨学金は、学生が自立し
て学ぶことを支援するために国が実施するもの
で、貸与型・給付型があります。貸与型奨学金
は卒業後に必ず返還しなければなりません。有
効かつ計画的に利用しましょう。

■地方自治体奨学金（窓口：学生課）
　地方自治体および教育委員会において実施し
ている奨学金制度です。募集がある場合、応募
要項を myFIT 掲示します。本学への情報提供
がない場合もあるので、各自で地方自治体窓口
または教育委員会等へ照会してください。

■民間団体奨学金（窓口：学生課）
　民間企業や財団法人が奨学金を貸与または給
付するものです。募集がある場合、応募要項を
掲示します。

■外国人留学生対象奨学金（窓口：学生課）
　私費留学生に対し、各種団体から奨学金の募
集がある場合、上位年次から成績上位順に大学
推薦を行います。推薦者は直接本人へ電話にて
お知らせします。
　詳しい内容については学生課に問い合わせて
ください。
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1 学生教育研究災害傷害保険

　この保険は、学生の被る種々の教育研究活動
および通学中の災害に対するもので、東京海上
日動火災保険株式会社を幹事会社とする、国内
の損害保険会社７社と財団法人日本国際教育支
援協会との間に結ばれる団体契約の傷害保険で、
本学の学生は、全員が被保険者となります。
　被保険者は、教育研究活動中の事故により傷
害を受けたときは、学生課に申し出て、本学
HP 内の「学生教育研究災害傷害保険（学研災）」
ページから、保険会社へ事故通知を行ってくだ
さい。損害を受けてから、30日以内に保険会
社に報告し、損害治癒後の保険金の請求は保険
代理店が代行することになっています。
　なお、保険の概要は次のとおりです。

■保険金が支払われる場合
　大学の教育研究活動中および通学中の事故に
よって、身体に傷害を被った場合です。「病気」
は対象外となります。
　１．教育研究活動中とは、次の場合をいいま

す。
　　⑴　正課中

　講義・実験・実習・演習または実技
による授業（以上を総称して以下「授
業」といいます）を受けている間をい
い、次に掲げる間を含みます。

①．指導教員の指示に基づき、卒業論文
研究または学位論文研究に従事して
いる間。ただし、被保険者の私的生
活にかかわる場所においてこれらに
従事している間を除きます。

②．指導教員の指示に基づき、授業の準
備もしくは後始末を行っている間。
または授業を行う場所、大学の図書
館・資料室もしくは語学学習施設に
おいて研究活動を行っている間。

§４-３．健康について

　　⑵　学校行事に参加している間
　大学の主催する入学式・オリエン
テーション・卒業式など、教育活動の
一環としての各種学校行事に参加して
いる間。

　　⑶　⑴・⑵・⑷以外で学校施設内にいる間
　大学が教育活動のために所有、使用
または管理している学校施設内にいる
間。ただし、寄宿舎にいる間や大学が
禁じた時間もしくは場所にいる間、ま
たは大学が禁じた行為を行っている間
を除きます。

　　⑷　学校施設内外を問わず、大学に届け出
た課外活動を行っている間
　大学の規則に則った所定の手続きに
より、大学の認めた学内学生団体の管
理下で行う文化活動または体育活動を
行っている間。ただし、大学が禁じた
時間もしくは場所にいる間または大学
が禁じた行為を行っている間を除きま
す。

　２．通学中とは次の場合をいいます。
　　⑴　通学中

　大学の授業等、学校行事または課外
活動への参加の目的をもって、合理的
な経路および方法（大学が禁じた方法
を除きます。）により、住居と学校施
設等との間の往復する間。

　　⑵　学校施設等相互間の移動中
　大学の授業等、学校行事または課外
活動への参加の目的をもって、合理的
な経路および方法（大学が禁じた方法
を除きます。）により、大学が教育活
動のために所有、使用または管理して
いる施設の他、授業、学校行事または
課外活動の行われる場所の相互間を移
動している間。
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■保険金の種類と金額
担保範囲 死亡保険金 後遺障害保険金 医療保険金 入院加算金

（180日を限度）

正課中、学
校行事中 2,000万円

程度に応じて
 120万円～
3,000万円

治療日数
１日以上が
対象３千円
～30万円

１日につき
4,000円

学校施設内
外を問わ

ず、課外活
動（クラブ
活動）を

行っている
間

1,000万円
程度に応じて

60万円～
1,500万円

治療日数
14日以上
が対象

３万円～
30万円

学校施設内
にいる間

（課外活動
（クラブ活
動）中を除
く）・通学
特約加入者
の通学中、
学校施設等
相互間の移

動中

1,000万円
程度に応じて

60万円～
1,500万円

治療日数
４日以上が
対象６千円
～30万円

2 定期健康診断

■定期健康診断
　１年生は、４月と翌年の２月に定期健康診断
を実施しています。この定期健康診断は法律で
定められていますので、必ず受診しなければな
りません。２年生は、就職活動時に健康診断証
明書が必要になります。受診しなかった人には、
健康診断証明書の発行ができません。
　診断実施については、それぞれクラス別に分
けて実施します。実施については myFIT や掲
示板に掲示しますので、指定された日に必ず受
診してください。
　なお、健康診断の結果、再検査が必要な学生
については、本人に連絡します。また、必要に
応じて医療機関の紹介および保健指導をします。

■定期健康診断項目
　１．胸部レントゲン　
　２．尿検査
　３．身体測定（身長、体重、視力、聴力）

3 保健室（Ｂ棟地下１階）

　学生の健康を保持し、増進させていくことを
目的としています。健康的な学生生活を送るた
めに保健知識を提供したり、病気・負傷・身体
的な悩み等の相談に応じます。突然学内で気分
が悪くなったり、負傷の場合は、気軽に保健室
を利用してください。
　なお、定期健康診断を実施して病気の早期発
見と予防に努め、学生生活を有意義に過ごして
もらえるよう努力していますが、保健室での処
置は原則として応急処置にとどめ、速やかに医
療機関で治療するよう指示しています。
１．既往症のある学生は、保健室にて面談しま

す。
２．救急の場合保険証が必要になりますので、

保険証の記号番号を記載したものを携帯し
ておいてください。

４ 学生相談室

　健康面から日常のことまで、気軽に相談して
ください。臨床心理士・公認心理師が相談に応
じるほか、定期的に精神科医による「心の健康
相談」も行っています。一人でも、友達同士、
保護者同伴での来談もできます。また、電話
（092-606-7251）でも問い合わせや予約が
できます。相談内容についての秘密は厳守され
ますので安心してご相談ください。

５ 心の健康

■「心」のゴミ箱を作りましょう
　新しい環境での生活が始まると、慣れない事
に戸惑ったり不安に感じたりすることがありま
す。新たな人間関係を築くことも負担に感じる
かもしれません。自分で解決しようとしてもで
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きないこともあります。一人で抱え込むと心の
健康が保てなくなったりします。
　そんな時は、家族や友人に相談するだけでな
く、クラスアドバイザーや短大事務室に相談し
てください。心配事や不安についての話を聞く
事ができます。また、一緒に考える事もできま
す。必要ならば学生相談室の紹介もします。
　一人で考えていると心のモヤモヤが膨らむだ
けです。そんなモヤモヤを吐き出すことができ
る「心」のゴミ箱があれば、あなたの心も楽に
なるかもしれません。
　クラスアドバイザーも短大事務室の職員も、
あなたの「心のゴミ箱」候補です。

6 ハラスメント相談

■ハラスメント相談窓口について
　本学では、安心できる教育・研究環境を保障
するために、学生向けのハラスメント相談窓口
を設置しています。
　学校生活を送る中で、「何かおかしい、ハラ
スメントかもしれない・・・」という困りごと
があれば、相談窓口担当の教職員とお話ができ
ます。
　どんな小さなことでも大丈夫ですので、まず
はご相談ください。

　ハラスメントに関することや、具体的な相談
窓口については、以下の本学 Web サイトをご
覧ください。

https://www.fit.ac.jp/daigaku/disclosure/
compliance/harassment

■学校で起こりうる、主なハラスメントの例
＜セクシュアルハラスメント＞

・研究室やクラブ、サークルなどで、 周りの
ことを気にせずに性的な冗談話をする。

・食事やデートに執拗に誘ったり、住居まで
付け回す。

・身体への不必要な接触をする。
・わいせつな写真や文章等をわざと見せたり、 

学内のパソコン上にわいせつな画像を表示
する。

＜アカデミックハラスメント＞
・学習意欲があるにもかかわらず、必要な研

究指導やアドバイスをしない。
・「お前はバカだ」等と、個人の能力や性格

について不適切な発言をする。
・正当な理由なく不当に低い評価をつける。
・個人指導を理由に、不必要に自宅へ呼んだ

り、休日に呼び出したりする。
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§４-４．障がい学生修学支援

1 基本方針

　“For all the students” をすべての教職員
共通の判断基準とする福岡工業大学短期大学部
は、入学を認められた障がいのある学生が尊厳
を持って主体的に学ぶことができるように積極
的に支援を行います。障がいの有無に関わらず、
学生のために何ができるのかを問い続け“Just 
Do It!（即実行する）”を念頭に置き行動します。

2 修学支援内容

　福岡工業大学短期大学部では、上記基本方針
に基づき障がい学生修学支援を行っています。
修学支援を希望する学生は所定の手続きを行う
ことで、様々な支援を受けることができます。

１．事前面談
　学習や学生生活を送るにあたって必要とな
る具体的な支援内容を確認するために、入学
手続き終了後、必要に応じて入学前の面談を
行います。支援が必要な場合は短大事務室ま
でご相談ください。面談には短大教員、短大
支援担当職員および学生相談室のカウンセ
ラーが参加します。

２．定期面談
　修学支援の具体的な内容を検討するため、
次のとおり定期的に面談を行います。また、
それ以外にも必要に応じて面談を適宜行いま
す。
◦１年前期中面談

学生生活が始まったばかりで問題を抱えや
すい時期です。授業開始後に短大教員、短
大支援担当職員および学生相談室のカウン
セラーが面談を行います。

◦１年後期開始前、２年前期開始前、２年後
期開始前面談
直前の期の状況を確認し、次の期に向けた
支援内容を確認するための面談を短大教員、
短大支援担当職員および学生相談室のカウ
ンセラーが行います。

◦卒業時面談
在学中の状況と短大の支援に対する意見等
を聴き、今後の障がい学生支援活動に活か
すための面談を短大教員、短大支援担当職
員および学生相談室のカウンセラーが行い
ます。

３．利用できる学習支援の内容
　◦授業中の配慮の依頼

本人からの希望があり、授業の配慮が必要
と判断された場合は、短大支援担当職員が
授業担当教員に必要な情報の提供と配慮の
依頼を行います。実験や学内外の実習など
でサポートが必要な場合も短大支援担当職
員が学生と担当教員の間に立って調整を行
います。

　◦試験および課題などへの配慮の依頼
短大支援担当職員が学生と担当教員の間に
立って、必要な配慮の依頼や調整を行いま
す。試験に対する配慮の例としては試験時
間の延長、別室受験等です。

　◦教室配慮・座席配慮・移動支援
教室の設備やスペースに問題がある場合、
短大支援担当職員が可能な調整を行います。
授業と授業の間での教室間の移動が困難な
場合は、必要に応じて学生サポーターを配
置します。

　◦フィットルームの使用
一人になって落ち着きたい時や、緊急に面
談がしたい場合に使用できるようフィット
ルームという部屋を設置しています。必要
に応じて利用することができます。
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　前頁以外にも学生個人のニーズを考慮し、可
能な支援を行います。クラスアドバイザーの教
員もしくは、短大事務室にまずは相談してくだ
さい。

障がい学生修学支援に関する相談窓口
クラスアドバイザー　または　短大事務室
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§４-５．学友会・課外（クラブ）活動

1 学友会

　本学には、在学生全員で構成される学友会が
あります。学友会は、学生自身の手で学生生活
を充実させるように図ることを目的としていま
す。皆さんは入学と同時に学友会会員となりま
すので、積極的に学友会の運営に参加する義務
があります。自分の意見を発表し、また他人の
意見を尊重する民主的な人格を形成するために、
これほど良い場は他にないでしょう。

2 クラブ・サークル

　本学学生は、大学のサークルに参加できます。
体育スポーツを通し心身の練磨につとめ活動す
る体育会（30クラブ）と、文化、芸術を通し
研究活動をする学術文化会（21クラブ）の２
つのサークル活動組織があり、いずれも学生自
治会組織の中に含まれています。ここでは、お
互いの育った環境も違い、考え方も異なる人々
が集い、そのサークルの活動目標を達成するた
めに努力しています。
　サークルには自らの規制もあり、その中で一
人ひとりが協調しあい、より良い人間関係を作
り活動することが必要になります。これらのこ
とは社会生活を営むうえでの基礎であり、課外
活動が大学で重視されることの１つの理由でも
あります。
　しかし、いずれの場合でも勉学を極度に圧迫
するようであってはいけません。自分の健康、
時間的余裕など諸条件を十分考慮に入れたうえ
で、自分に適したサークルを選ぶことが大切で
す。体育会・学術文化会ではクラブの内容を知っ
てもらうため、オリエンテーションのときに各
クラブの紹介をしています。クラブ活動のなか
で、困ったことが起きたときは、クラブの代表
者に相談してください。それでも解決できない
ときは、学生課に相談してください。

■体育会　　　　　　　　　  　※印は強化クラブ

アイスホッケー部 水泳競技部
弓道部 ソフトテニス部
剣道部 卓球部
硬式テニス部 テコンドー部
硬式野球部※ 軟式野球部
準硬式野球部 バスケットボール部
少林寺拳法部 バドミントン部
女子柔道部※ 男子バレーボール部
ｅスポーツ愛好会 ラグビー部※
硬式テニス同好会 陸上競技部
相撲同好会 アクションサッカー同好会
サバイバルスポーツ同好会 ダンス同好会
シーズンスポーツ同好会 ハンドボール同好会
タッチラグビー同好会 フットサル FANTASIA 同好会
男子柔道愛好会 パワーリフティング愛好会

■学術文化会　　　　　　　　  ※印は強化クラブ

アカペラ部 情報技術研究部
All Round Music 部 吹奏楽団※
音楽研究部 フォークソング研究部
音響部 模型部
環境サークルオアシス部 モダンアート部
茶道部 ロック部
写真部
競技麻雀同好会 釣愛好会
国際交流サークル FIT-ICE 同好会 ビオトープ愛好会
ジャズ愛好会 福工大アンプラグド同好会
人工知能開発研究愛好会 料理・スイーツ研究同好会

3 モノづくりセンタープロジェクト

　モノづくりセンターでは、学生が自由に参加
できるプロジェクトが活動しています。
ソーラーカー おとめが池の環境保全
ロボコン 超電導デモ
ロボット相撲 EV フォーミュラーカー
手作りアクセサリー においロボットの作製
二足歩行ロボット AI 水耕栽培
４輪２輪メンテピット 音楽機材
i-STEAM 教育教材開発 高波を受けた船体の動的挙動に関する実験
衛星コン センサ機構の製作
ロボットアーム 利用推進プロジェクト

　プロジェクトのメンバー募集はモノづくりセ
ンターで随時受け付けています。また、１年間
の活動終了時にはプロジェクト成果発表会を実
施します。
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§４-６．国際交流

1 国際交流

■ Global Student Lounge（国際連携室併設：α棟２階）
　ここでは、留学に関する情報提供や留学生との交流、協定校からの留学生支援などを行っています。
また、常駐する英語ネイティブ職員から英会話レッスンや TOEIC 指導などを受けることが出来ます。

■ GSL 学生メンバー
　グローバルスチューデントラウンジを拠点に、国際交流イベントや SDGs について英語でディスカッ
ションするイベントなどを企画・運営する学生団体です。加入希望の方は国際連携室までお越しください。

2 語学研修プログラム

　語学研修プログラムではカナダの協定校への留学派遣を予定しています。詳細は４月に実施する国際
プログラムの説明会にご出席ください。また、課題の対応により研修修了が認められた場合、「海外語
学演習」２単位の単位認定を受けることができます。（ただし、２年生の春季に実施される研修は単位
認定対象外です。）

※説明会に関する情報は、Ｂ棟４階の掲示板でお知らせします。
※諸事情により、プログラムが中止・変更になる場合があります。

◆カナダ短期留学／ Centennial College（トロント）

実施時期 期　間 研修目的 募集人員

夏季休暇中 ４週間
グルーバル社会に通用する英語力を身に付け、異
文化理解を深めることでグローバル意識の醸成を
行う。

若干名

【補助金支給制度】
　語学プログラムの参加者を対象に事前・現地・事後報告書・学業成績などを総合的に選抜された学生
に対し、補助金を支給する場合があります。詳細については、掲示等でお知らせします。
（問い合わせ先：短大事務室）

【問い合わせ先】
　国際連携室　TEL：092-606-8070　E-mail：international@fit.ac.jp
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３ 海外協定校

　短期大学部では、米国・カナダ・台湾・韓国およびオーストラリアの７校と協定関係にあり、文化・
学術・教育研究に関する幅広い交流を行っています。また、福岡工業大学の海外ネットワーク（13か国・
地域／25大学・機関）を利用し、語学研修や短期留学をすることも可能であり、学生の皆さんが外国
の風土・文化・言語・生活習慣などに触れることができる、様々なプログラムを提供しています。

■福岡工業大学短期大学部の海外協定

国　名 大　学　名 姉妹校締結日 所　在　地

米　国 カリフォルニア州立大学
イーストベイ校 2009年４月

カリフォルニア州ヘイワード市
25800 Carlos Bee Boulevard, Hayward
CA94542USA

米　国 フットヒル・カレッジ 1990年８月
カリフォルニア州ロスアルトス市
12345 El Monte Road, Los Altos Hills, 
CA94022-4599,　USA

カナダ センテニアル・カレッジ 2023年３月
オンタリオ州スカボロー市
941 Progress Ave, Scarborough,
ON, M1G 3T8

オーストラリア フェデレーション大学 1996年８月
ヴィクトリア州バララット市
P.O.Box 663, Ballarat, Victoria 3353,
Australia

韓　国 永進専門大学 1994年２月 大韓民国大邱直轄市北区伏賢洞218番地

台　湾 呉鳳技術学院 1988年５月 中華民国嘉義懸民雄郷建国路２段117

台　湾 景文工商専科学校 1990年11月 中華民国台北懸新店市安忠路99戟
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§４-７．就　職

　短大での２年間という貴重な時間をいかに過
ごすかが、卒業後のあなたの長い人生を大きく
左右すると行っても過言ではありません。学生
生活は14年ですが、企業人生活は約40年です。
　ここでは人生のターニングポイントの一つで
ある「就職」について記載しますのでしっかり
考えましょう。

1 なぜ就職活動するの？～就職に
ついて早くから考えてみよう～

　正社員の生涯賃金は短大卒で2.6億円、一方
フリーターは１億円と言われています。（※1）

　また任される仕事内容、やりがい、社会的信
用、雇用の保証等についても正社員とフリー
ターでは格差があるのが現実です。
　その「正社員」になるために、就職活動をし
なくてはならないのですが、実際の就職活動は
入学して３・４ヶ月後には始まります。そして
ライバルは短大生ではなく大学３年生と大学院
１年生です。
　短大生活の２年間はあっという間です。「自
分はどういう仕事に就き、どういう人生を歩み
たいのか、そのためには今何をすべきか」を考
え、有意義な学生生活を送りましょう。
（※1）出典元：独立行政法人労働政策研究・研修機構

2 就職試験内容

　企業で就職する為には様々な試験を突破しな
くてはなりませんが一般的には以下の内容があ
ります。
１．書類選考

　履歴書・エントリーシートの審査です。
　人事担当者は受験者の性格・考え方・意
欲を見ています。

２．一般常識
　熟語や基礎的な知識、時事ニュース等社

会人としての常識を問う試験です。
　幅広い分野から出題されます。

３．適性試験
　基礎能力・職業適性を見るものです。

・職業、職務に対する能力（処理の速
さ、確実性等）や性格適性を見ます。

・企業によっては SPI（国語・数理の能力
を見る試験）を突破しないと、面接まで
進ませてもらえないケースもあります。

４．作文
　志望者の考え方や価値観を見る試験です。

５．面接試験
　年々多様化し試験の中で最も重視される
といっても過言ではありません。
　個人面接、集団面接、グループディスカッ
ション等があります。

３ 就職支援

　本学では就職活動ができるだけ順調に進むよ
うに様々なサポートを行っています。
　積極的に活用し、納得できる就職活動をして
ください。
１．進路設計（必修授業：１・２年生対象）

　自己分析、SPI 対策、履歴書の書き方、
面接対策、業界研究等就職活動全般につい
て学びます。

２．学内企業説明会
　就職試験は学生が企業へ出向き、企業説
明や選考を受けますが、本学では企業の人
事担当者を招いて、学内での企業説明会や
選考会を受けることができます。
　2023年度は就職希望者の約７割強が参
加企業より内定を獲得しました。

　　  〈学内合同企業説明会〉
例年全国から延べ700～1,000社近く参加
する説明会。2023年度は４回開催。（オ
ンライン開催含む。）

　　  〈学内単独企業説明会〉
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企業が単独で開催する説明会。2023年度
は約230回開催

３．インターンシップの実施
　インターンシップとは実際に企業で就業
体験を行うことです。イメージしている業
界の確認と就職後のギャップを減らすこと
が出来ると共に社会人としてのマナーを実
地で学べます。近年は、企業研究も兼ねた
１～２day のインターンシップやオープン
カンパニーも増えています。本学では企業
研究の一環として１年次前期にインターン
シップフェアを１年次後期に業界研究フェ
アを開催しています。（2023年度は計約
240社参加）

４．履歴書・面接の指導
　最初の関門である書類審査と就職活動の
最大の山場である面接を突破できるよう、
進路相談課では随時エントリーシート・履
歴書の添削と模擬面接指導を行っていま
す。（模擬面接は要予約）

５．就職相談会
　春休み、２年前期、夏休みに少人数に分
かれ、就職相談を行います。

６．就職活動のための交通支援
　遠方への就職活動は出費がかさんで大変
です。そのため、福岡県以外の地区の企業
を受験する学生には往復の交通費を補助し
ています。

　　　・１人３回まで。
　　　・都道府県により上限あり。

・「採用試験」または「２days 以上のイ
ンターンシップ」のいずれか。

４ 就職活動を失敗しない為に

１．目標の設定
　２年後社会人としてのスタートに立つ為
には、目標設定とその為に何をすべきか計
画を立てましょう。

　（企業は採用試験の際に、今まで頑張っ
て来た経験があるのか、継続して努力する
力があるのかという点を重視します。）

２．マナーを身に付ける
　「約束を守る」「挨拶をする」「無断欠席
をしない」「締切を守る」「身だしなみ」
等々、これらは社会人としての基本姿勢で
す。これらが出来ていないと企業は採用を
しませんし、また社会人としての信用を得
ることはできません。
　日頃より社会人としてのマナーを意識し
た行動をとるよう心がけましょう。

３．単位取得
　実際の就職活動が始まると授業を休んで
就職セミナーに行かなければならないことが
多々あります。その際、取得単位に余裕が
ないと、就職活動も思うように進みません。
また、内定を獲得したものの、単位不足で
卒業できず内定辞退をしなくてはならない
事態が、残念ながら毎年発生しています。
　学生の本分は勉強です。まずは単位を
しっかり取得しましょう。

４．進路登録カードの提出
　進路登録カード未提出の学生は進路相談
課より就職斡旋を受けることが出来ません。
　※進学希望者、家業を継ぐ予定の方等も

卒業後の進路を記入してカードを提出
して下さい。

５．掲示板・myFIT をチェックしてスケジュー
ル管理をする習慣を身に付ける
　さまざまなセミナーや行事案内は進路相
談課掲示板（Ｂ棟５階）に掲示・myFIT
で案内しますので必ずチェックする習慣を
つけ、自分でメモを取って下さい。就職活
動に於いて、また社会人になるにあたって
「見ていなかった」「知らなかった」は理
由として通用しません。
　メモを取り、自分でスケジュール管理を
することも社会人になるにあたっての第一
歩です。
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§４-８．編入学

　２年間の学習を経て「さらに勉強したい！」
という学生には、「編入学」という道があります。
　４年制大学へ編入学するには、編入学試験に
合格し、短期大学を卒業の資格を得えなければ
なりません。編入学試験では、短大で学ぶ範囲
だけでなく、さらに高度な知識が求められます。
そのため、筆記試験対策や面接対策等にしっか
り取り組んでおく必要があります。日頃の学習
の積み重ねが大事です。　　
　また、就職したくない等の消極的な理由から
編入学を希望しても合格できません。
　なお、基本３年次編入となりますが、短大で
の修得単位が少ないと振替単位が不足し、２年
次編入になる場合もあります。特に分野が異な
る学部学科への編入は、振替単位が少なく２年
次編入になる場合が多くなります。

■編入学試験の実施期間
　国公立大学では５月下旬～９月に、私立大学
では９月～３月に行われることが多いです。選
考時期は、特に統一された時期は無く、各大学・
学部に委ねられています。

1 国公立大学への編入

　編入学試験は、大学毎に実施され、日程もさ
まざまです。高校時の受験とは異なり、複数大
学の受験が可能になり、国公立大学を併願する
こともできます。一般推薦受験が可能な大学も
あります。（※ただし専願入試となりますので、
合格した場合、辞退できません。）
　理系学科の場合：筆記試験３科目（英語、数学、
専門）と面接試験（口頭試問を含む）等
　なお、英語の試験については、筆記試験の代
わりに TOEIC スコアを用いる大学もあり
　文系学科の場合：筆記試験２科目（英語、小
論文）と面接試験等

■試験の時期
　５月下旬～９月頃（理系）
　９月頃～12月頃（文系）

2 福岡工業大学への編入

　短大に在籍しながら福工大の指定科目が履修
できる科目等履修生制度があります。
※１
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

年必修授業内（進路設計ⅠＡ・ⅠＢ）で詳 
し
〰〰〰〰〰〰

く説明します。

１．科目等履修生制度
■工学部（電子情報工学科、生命環境化学科、

電気工学科、知能機械工学科）・情報工学部
（情報システム工学科）への編入
・短大１年後期から福岡工業大学が指定する

科目を履修することができます。
・科目等履修生は、希望学科別に１年生前期

の成績等により、選考されます。
・指定された科目の単位を修得すれば、編入

学試験の筆記試験が免除され、面接試験の
みとなります（ただし、知能機械工学科は
除く）。

・編入学試験は専願となるため、合格した場
合、辞退できません。本学卒業時点での修
得科目を基に福工大の科目の振替を行い、
編入学年次が決まります。

■情報工学部（情報通信工学科）への編入
・短大１年後期または２年前期から福岡工業

大学が指定する科目を履修することができ
ます。

・科目等履修生は、１年生前期の成績等また
は１年生後期までの成績等により、選考さ
れます。

・指定された科目の単位を修得すれば、編入
学試験の筆記試験が免除され、面接試験の
みとなります。
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・編入学試験は専願となるため、合格した場
合、辞退できません。本学卒業時点での修
得科目を基に福工大の科目の振替が行わ
れ、振替単位数が64単位以上の場合は３
年次編入、64単位未満の場合は２年次編
入となります。

■情報工学部（情報工学科、システムマネジメ
ント学科）への編入
・短大２年前期から福岡工業大学が指定する

科目を履修することができます。
・科目等履修生は、１年生後期までの成績等

により、選考されます。
・指定された科目の単位を修得すれば、編入

学試験の筆記試験が免除され、面接のみと
なります。

・編入学試験は専願となるため、合格した場
合、辞退できません。本学卒業時点での修
得科目を基に福工大の科目の振替が行われ、
振替単位数が64単位以上の場合は３年次
編入、64単位未満の場合は２年次編入と
なります。

■社会環境学部への編入
・短大２年前期から福岡工業大学が指定する

科目を履修することができます。
・科目等履修生は、１年生後期までの成績等

により、選考されます。
・科目等履修生に選ばれ、単位を修得しても

編入学試験の筆記試験が免除されませんが、
かわりに、指定校推薦があり、選ばれると
編入学試験の筆記試験が免除され、面接の
みとなります。

・指定校推薦入試は専願入試となるため、合
格した場合、辞退できません。短大での取
得単位が62単位包括認定され、社会環境
学部の３年次に編入できます。

■試験の時期
　前期日程（９月）、後期日程（１月）があります。
（ただし後期日程は社会環境学部のみ）

３．一般試験
・科目等履修生制度を用いた試験や指定校推

薦選抜で受けることができなくても、一般
試験で受験することができます。

・試験は、筆記試験（工学部・情報工学部：
数学・専門科目、社会環境学部：小論文）
と面接があります。

・編入学年次は、福工大の振替単位により決
まります。

〔参考〕2024年度編入学試験科目および試験
範囲

試験科目
　①数　　学‥‥微分積分学（実１変数に限る）、線形代数

※生命環境化学科：微分積分学、線形代数
※情報通信工学科：微分積分学（実１変数

に限る）、線形代数、複素数
　②専門科目

【工学部】
・電子情報工学科‥‥３科目中２科目選択／電気回路、

電子回路、プログラミング基礎
　　　　　　　　　※電子情報工学科の専門科目にお

いては、選択科目（２科目）
を事前に届け出る必要があり
ます。添付している受験科目
届出書（編入様式３）に必要
事項を記入の上、出願書類と
共に入試課まで郵送してくだ
さい。

• 生命環境化学科‥‥３科目中２科目選択／化学（物質
の構成・状態および変化と平衡、
無機化合物、有機化合物）、物理
（力学、振動と波動）、生物（細胞、
代謝、遺伝子発現、生殖、発生
から出題。なお、生化学的な内
容も含む。）

・知能機械工学科‥‥機械基礎（力学、材料力学、熱力
学の基礎）

・電 気 工 学 科‥‥電気回路（直流と交流回路の基 
礎）、電気磁気学（静電界、電流
による磁界）
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3 私立大学への編入

１．推薦選抜（指定校推薦、一般推薦）
　推薦入試を受験するためには、短大学長の推
薦書が必要です。推薦の選考時期は各大学で異
なり、推薦選考の申込は掲示（Ｂ棟５階編入支
援室）でお知らせします。　

２．一般入学選抜
　編入学の大学別募集要項等は、Ｂ棟５階の編
入支援室にあります。自由に閲覧できますの
で、活用してください。
※編入の方法は、各大学・入試種別によって様々

です。編入学に関する質問・相談等は編入支
援室（自習室）、または短大事務室までお問
い合わせください。

■試験の時期
　９月～３月

4 編入支援

　本学では、以下の支援を行っています。
　積極的に支援を活用し、志望大学への編入を
目指してください。
１．授業（必修）

科　目　名 授業内容

進路設計ⅠＡ
　　（１年、必修、前期 )

編入説明会、面談、
学部・学科研究、ラ
イティング講座、志
望理由書の書き方、
座談会、国公立大学
編入対策等

進路設計ⅠＢ
　　（１年、必修、後期 )

進路設計ⅡＡ
　　（２年、必修、前期 )

進路設計ⅡＢ
　　（２年、必修、後期 )

２．編入課外講座
　１年前期から２年夏季休業まで編入課外
講座を実施しています。
　各講座については、オリエンテーション
や myFIT の掲示版でお知らせします。
・各講座申込：myFIT のアンケート
※講座により申込時期が異なります。my 

FIT の掲示板をご確認ください。

３．近郊大学等編入説明会
　毎年、福岡県内の私立大学を中心に大学
入試担当者を招き、２年生対象に編入説明
会を開催しています。日程については、
myFIT の掲示板でお知らせいたします。

４．編入自習室
　編入を希望する学生が自由に学習できる
スペースです。編入対策を専門とするス
タッフが常駐（平日11：00～19：00）
しており、進路相談や志望理由書の添削を
はじめ、面接指導や TOEIC 対策等を行っ
ています。
　また、編入学試験の過去問題や編入学試
験を受験した学生の受験報告書等が閲覧で

【情報工学部】
・情 報 工 学 科‥‥計算機工学、プログラミング基 

礎（Ｃ言語）
・情報通信工学科‥‥３科目中２科目選択／計算機工学、

電気回路（直流と交流回路の基
礎）、プログラミング言語（Ｃ言
語）

・情報システム工学科‥‥情報処理学（アルゴリズムとプロ
グラム言語の基礎）、計算機工学
（ハードウェアとデジタル回路
の基礎）

・システムマネジメント学科‥‥情報工学（コンピュータの基礎、
インターネット）、管理工学（損
益分岐点、スケジューリング）

【社会環境学部】
社会環境学科
◇小論文
◇面接
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き、試験対策の参考になります。
・編入自習室利用時間：平日　９：00～

19：00（祝祭日、土曜、日曜は利用不可）

５．編入支援室
　編入に関する主に次の情報を自由に閲覧
することができます。志望校選びに役立ち
ます。
・各大学のパンフレットおよび募集要項
・指定校推薦の案内
・講座の実施スケジュール他

６．交通費支援制度
＜福岡県外の大学編入学試験時＞
　県外の大学を受験する際、公共交通機関
を利用する２年生対象に、往復の交通費を
補助しています。
　（原則１人１回、地区より交通費補助金
額の上限が異なります。）
〔地区別上限額〕

都道府県名 金　　額
北海道

37,000円

青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
山　梨
長　野
沖　縄
富　山

30,000円

石　川
福　井
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重
滋　賀

都道府県名 金　　額
京　都

24,000円

大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
山　口

10,000円
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
福　岡 −
宮　崎 20,000円鹿児島

＜オープンキャンパス等＞
　他大学のオープンキャンパス等へ公共交
通機関を利用し訪問した場合、以下の手順
を経たうえで、往復の交通費を補助（最大
５千円）いたします。
＜補助金支給の手順＞
①他大学オープンキャンパス等へ訪れた際

の交通費の領収書等証明ができるものを
用意。

②短大事務室へ「オープンキャンパス等報
告書」を取りに行き、必要事項を記入の
うえ、短大事務室へ提出。

③審査を経て、交通費の補助が認められた
場合、補助金を支給。



68



69

§5-1
――――

施
設
案
内

§5-2
――――

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内

§5-3
――――

教
育
研
究
施
設

§5

施設・キャンパス

§5-1 施設案内 70

§5-2 キャンパス案内 73

1 キャンパスマップ
2 校舎配置図
3 教室配置図

§5-3 教育研究施設 87

1 総合メディアセンター（Ｂ棟５階）
2 PC 演習室（B51）（Ｂ棟５階）
3 PC 演習室（B52）（Ｂ棟５階）
4 ラーニング・コモンズ２（Ｂ棟５階）
5 BYOD 演習室（Ｂ棟５階）
6 デジタルスタジオ（Ｂ棟４階）
7 ものづくり演習室（Ｂ棟４階）
8 情報基盤センター  （Ｂ棟２階）
9 インターネット利用上の注意とマナー



■教育施設
施　設　名

FIT Link（附属図書館）

図書館Webサイト

平日 ９：00～20：00
土曜 ９：00～17：00

●自習およびグループ学習・リモート活動のためのスペースを設けています。

●開館日・開館時間・利用方法など詳細は、図書館Webサイト（https://www.lib.fit.ac.jp）
　で確認して下さい。

●図書館WebサイトのMy Library（個人専用ページ）で貸出状況・予約状況の確認、図書購入
　リクエスト、文献複写依頼、施設予約、図書館利用のための質問受付（レファレンスサービス）
　などができます。

日曜、祝日、開学記念日、
一斉休暇期間

本部棟3F～5F　事務室4F
092-606-0691

利  用  時  間 休館・閉室日 場所・連絡先

モノづくりセンター

平日 ９：00～21：00

●3Dモデラー、3Dプリンタ、レーザー加工機、カッティングマシーンなどのデジタルファブリ
　ケーション機器の利用

●電気系・機械系の技術講習会、モノづくりのための実践講座開催
　※大型工作機械の操作には、技術講習会の受講が必要。

●パーツショップ、大型プリンタ印刷、工具・電動工具貸出

 → §4-5．3モノづくりセンタープロジェクト　P.59

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

α棟1F
092-606-7042

情報基盤センター
　PC室
　ITコモンズ
　クリエイティブ・ラボ

平日 ９：00～20：00
土曜 ９：00～18：00
※講義が行われていない時間帯は
　自由に利用可能。

●土曜はB21PC室、ITコモンズ、クリエイティブ・ラボのみ開館

日曜、祝日、一斉休暇期間
Ｂ棟2F　情報基盤センター
092-606-0692

社会連携センター
平日 ９：00～17：00

●資格取得支援講座、検定試験、公務員対策講座、教養講座の申し込み
●社会連携センター（https://shikaku.fit.ac.jp）

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

本部棟1F
092-606-7089

→§2-11．資格　P.39

■学生相談
施　設　名

保健室
平日 ９：00～18：00
　　　 （第４火曜　健康相談）

●AED（自動体外式除細動器）を、保健室前に設置しています。

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟B1F
092-606-7293

利  用  時  間 閉　室　日 場所・連絡先

■学生食堂
施　設　名

レストラン OASIS

FIT CAFE

A＆S Learning Cafe

平日10：30～15：00

平日 ８：30～16：00

平日10：30～15：30

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟1F

Ｂ棟1F

Ｃ棟1F

利  用  時  間 休　業　日 場所・連絡先

●悩み事・心のケア・学生生活全般について臨床心理士（常勤）が担当します。

●相談したい時は直接来室または電話で予約してください。

学生相談室
平日 9：00～17：00 土・日曜、祝日、

一斉休暇期間
Ｂ棟B1F
092-606-7251

留学生談話室 平日 ９：00～18：00 土・日曜、祝日 Ｂ棟B1F

Global Student Lounge
国際連携室

平日 ９：00～17：00

●留学、語学に興味のある学生のための学修スペース

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

α棟2F
092-606-8070

●スポーツ施設および用具の利用については、学生課で申し込みを行います。

■スポーツ施設
施　設　名

FITアリーナ・小体育室

トレーニングルーム

FITアリーナWESTコート

EASTコート

テニスコート

フットサルコート

多目的グラウンド

アイスホッケーリンク

平日 ９：00～16：10

平日 ９：00～16：10

全日  9：00～20：00
※16：30以降は体育会クラブ・サークル
　が利用する場合があります。

●体育館シューズを着用のこと

●クラブ・サークルで使用する時は、
　事前に学生課（Ｅ棟2F）へ申請の
　こと

●クラブ・サークルで使用する時は、
　事前にFITアリーナ管理人室へ申請
　のこと

利  用  時  間 備　考

FITアリーナ

FITアリーナ隣

Ａ棟隣

新宮総合グラウンド

塩浜総合グラウンド

場　所

■学外研修施設
施　設　名

FITセミナーハウス 毎月第１水曜日
●学生は3,000円（１泊２食付）で
　利用できます。予約・問い合わせ
　はアドバンス（Ｂ棟1F）にて受付

休館日 備　考

大分県由布市
湯布院町

場　所

回収時間 場所・連絡先 備　考

平日  12：29頃、15：14頃
土曜  12：55頃、15：30頃
日曜  10：20頃、12：55頃

本部棟前
●切手はA棟売店・セブンイ
　レブン・C棟売店にて販売

■郵便ポスト
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■教育施設
施　設　名

FIT Link（附属図書館）

図書館Webサイト

平日 ９：00～20：00
土曜 ９：00～17：00

●自習およびグループ学習・リモート活動のためのスペースを設けています。

●開館日・開館時間・利用方法など詳細は、図書館Webサイト（https://www.lib.fit.ac.jp）
　で確認して下さい。

●図書館WebサイトのMy Library（個人専用ページ）で貸出状況・予約状況の確認、図書購入
　リクエスト、文献複写依頼、施設予約、図書館利用のための質問受付（レファレンスサービス）
　などができます。

日曜、祝日、開学記念日、
一斉休暇期間

本部棟3F～5F　事務室4F
092-606-0691

利  用  時  間 休館・閉室日 場所・連絡先

モノづくりセンター

平日 ９：00～21：00

●3Dモデラー、3Dプリンタ、レーザー加工機、カッティングマシーンなどのデジタルファブリ
　ケーション機器の利用

●電気系・機械系の技術講習会、モノづくりのための実践講座開催
　※大型工作機械の操作には、技術講習会の受講が必要。

●パーツショップ、大型プリンタ印刷、工具・電動工具貸出

 → §4-5．3モノづくりセンタープロジェクト　P.59

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

α棟1F
092-606-7042

情報基盤センター
　PC室
　ITコモンズ
　クリエイティブ・ラボ

平日 ９：00～20：00
土曜 ９：00～18：00
※講義が行われていない時間帯は
　自由に利用可能。

●土曜はB21PC室、ITコモンズ、クリエイティブ・ラボのみ開館

日曜、祝日、一斉休暇期間
Ｂ棟2F　情報基盤センター
092-606-0692

社会連携センター
平日 ９：00～17：00

●資格取得支援講座、検定試験、公務員対策講座、教養講座の申し込み
●社会連携センター（https://shikaku.fit.ac.jp）

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

本部棟1F
092-606-7089

→§2-11．資格　P.39

■学生相談
施　設　名

保健室
平日 ９：00～18：00
　　　 （第４火曜　健康相談）

●AED（自動体外式除細動器）を、保健室前に設置しています。

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟B1F
092-606-7293

利  用  時  間 閉　室　日 場所・連絡先

■学生食堂
施　設　名

レストラン OASIS

FIT CAFE

A＆S Learning Cafe

平日10：30～15：00

平日 ８：30～16：00

平日10：30～15：30

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟1F

Ｂ棟1F

Ｃ棟1F

利  用  時  間 休　業　日 場所・連絡先

●悩み事・心のケア・学生生活全般について臨床心理士（常勤）が担当します。

●相談したい時は直接来室または電話で予約してください。

学生相談室
平日 9：00～17：00 土・日曜、祝日、

一斉休暇期間
Ｂ棟B1F
092-606-7251

留学生談話室 平日 ９：00～18：00 土・日曜、祝日 Ｂ棟B1F

Global Student Lounge
国際連携室

平日 ９：00～17：00

●留学、語学に興味のある学生のための学修スペース

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

α棟2F
092-606-8070

●スポーツ施設および用具の利用については、学生課で申し込みを行います。

■スポーツ施設
施　設　名

FITアリーナ・小体育室

トレーニングルーム

FITアリーナWESTコート

EASTコート

テニスコート

フットサルコート

多目的グラウンド

アイスホッケーリンク

平日 ９：00～16：10

平日 ９：00～16：10

全日  9：00～20：00
※16：30以降は体育会クラブ・サークル
　が利用する場合があります。

●体育館シューズを着用のこと

●クラブ・サークルで使用する時は、
　事前に学生課（Ｅ棟2F）へ申請の
　こと

●クラブ・サークルで使用する時は、
　事前にFITアリーナ管理人室へ申請
　のこと

利  用  時  間 備　考

FITアリーナ

FITアリーナ隣

Ａ棟隣

新宮総合グラウンド

塩浜総合グラウンド

場　所

■学外研修施設
施　設　名

FITセミナーハウス 毎月第１水曜日
●学生は3,000円（１泊２食付）で
　利用できます。予約・問い合わせ
　はアドバンス（Ｂ棟1F）にて受付

休館日 備　考

大分県由布市
湯布院町

場　所

回収時間 場所・連絡先 備　考

平日  12：29頃、15：14頃
土曜  12：55頃、15：30頃
日曜  10：20頃、12：55頃

本部棟前
●切手はA棟売店・セブンイ
　レブン・C棟売店にて販売

■郵便ポスト
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■生活施設
施　設　名

Ａ棟売店 平日 ８：30～17：00
土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

利  用  時  間 休　業　日 場所・連絡先

Ａ棟1F
092-606-6410

セブンイレブン 平日 ８：00～20：00
土曜 ９：00～16：00 日曜、祝日、年末年始

Ｂ棟1F
092-605-6363

Ｃ棟売店 平日 ８：30～17：00 土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｃ棟1F
092-608-1607

ラド観光（情報プラザ） 平日 ９：30～17：30 土・日曜、祝日、年末年始、
一斉休暇期間

ゆうちょ銀行
平日 ９：00～17：00
土曜 ９：00～12：00
福岡銀行・西日本シティ銀行
平日 ９：00～18：00
土曜 ９：00～14：00

日曜、祝日、一斉休暇期間

Ｂ棟B1F
092-605-7050

9：00～18：00
（４月～９月）
9：00～18：00
（10月～３月）

日曜、祝日
（10月～３月は年末年始を
　除き無休）

Hair make +plusα
（理容室）

月～土曜
10：00～18：00 日曜、祝日、一斉休暇期間 Ｂ棟B1F

Ｃ棟1F

雄飛会事務局
（同窓会）

平日 10：00～16：00 土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟B1F
092-608-5982

セブン銀行 平日 ８：00～20：00
土曜 ９：00～17：00 日曜、祝日、一斉休暇期間 Ｂ棟1F

教育後援会

学生用ロッカー

平日 ９：00～17：00 土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｃ棟2F
092-608-2037

平日 ８：45～17：00 土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟５F短大事務室前
092-606-0710

Ｂ棟1F
092-605-6620

紀伊國屋書店 平日 ９：30～17：00
（講義期間外は短縮営業）

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｃ棟1F
092-608-5080

PCインフォスクエア
（パソコンサポート＆
　　　　サービスカウンター）

アドバンス
（アルバイト・アパート・下宿紹介・
　　FITセミナーハウス予約受付）

平日 ９：00～17：00
（講義期間外は短縮営業）

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟2F
092-605-0557

ATM
（キャッシュコーナー）

●大学ライセンスソフトウェアに関する相談

●大学推奨ノートPCに関する相談

コピー機

平日 ９：00～17：00

●白黒コピー（１枚10円）

各店舗営業時間内

土・日曜、祝日、
一斉休暇期間

Ｂ棟2Fクリエイティブ・ラボ
・カラー　　：１枚20円
・白　黒　　：１枚10円
・スキャナー：無料

Ａ・Ｃ棟売店・セブンイレブン
にも設置

福岡工業大学

●❺

●❸ ●❹

●❶

●❻

●❷

●●● 　　　　　　　　●●●❶❷❸ バイク駐輪場　　❹❺❻ 自転車駐輪場

社会連携センター

経営企画課・総務人事課・経理課
管財課・入試課・広報課

情報マネジメント学科
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福岡工業大学

●❺

●❸ ●❹

●❶

●❻

●❷

●●● 　　　　　　　　●●●❶❷❸ バイク駐輪場　　❹❺❻ 自転車駐輪場

社会連携センター

経営企画課・総務人事課・経理課
管財課・入試課・広報課

情報マネジメント学科
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短大用 大学を使用

A
棟

Ｅ
棟

C
棟

D
棟

B
棟

8F
（
工
）電
子
情
報
工
学
科

研
究
室

集
積
回
路
製
作
セ
ン
タ
ー

7F
（
工
）電
子
情
報
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

6F
（
工
）電
気
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

5F
（
工
）生
命
環
境
化
学
科

研
究
室・
事
務
室

4F
講
義
室・
実
験
室

（
社
）社
会
環
境
学
科

研
究
室・
演
習
室

講
義
室・
実
験
室・
演
習
室

（
社
）社
会
環
境
学
科

研
究
室・
演
習
室

3F 2F 1F
講
義
室

学
生
ホ
ー
ル・
売
店

社
会
環
境
学
科
事
務
室

教
養
力
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
室

B1
実
験
室

講
義
室・
実
験
室・
演
習
室

8F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室

7F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

（
情
）情
報
通
信
工
学
科

研
究
室

6F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室

B1
地
下
ホ
ー
ル

5F
（
情
）情
報
通
信
工
学
科・

　
　
情
報
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

4F
実
験
室

講
義
室

3F

5F
（
情
）情
報
通
信
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

事
務
室

4F
（
工
）知
能
機
械
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

3F
講
義
室・
実
験
室

2F
講
義
室・
演
習
室

連
結
通
路

Ｆ
棟

2F
イン
キュ
ベー
ショ
ンス
タジ
オ２

1F
イン
キュ
ベー
ショ
ンス
タジ
オ２

1F

モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

B1

2F 1F
学
生
ホ
ー
ル・
売
店・
書
店・

A&
S 
Le
ar
ni
ng
 C
af
e

AT
M

実
験
室・
工
作
セ
ン
タ
ー

講
義
室・
非
常
勤
講
師
室

実
験
室

8F
（
情
）情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

研
究
室・
多
目
的
室・
実
験
室

事
務
室

7F
（
情
）情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

事
務
室

6F
イ
ン
キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ
1

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

食
品
農
医
薬
品
研
究
セ
ン
タ
ー

物質
・エ
ネル

ギー
デバ

イス
研究

セン
ター

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

PC
室

PC
イ
ン
フ
ォ
ス
ク
エ
ア

IT
コ
モ
ン
ズ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・
ラ
ボ

5F
短
期
大
学
部

研
究
室・
演
習
室・
事
務
室

4F
短
期
大
学
部

講
義
室

講
義
室・
実
験
室

PC
室

3F 2F 1F
ア
ド
バ
ン
ス
、学
生
ラ
ウ
ン
ジ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
O
AS
IS
、F
IT
Ca
fe

B1
保
健
室・
学
生
相
談
室

留
学
生
談
話
室・
ラ
ド
観
光

理
髪
店

教
育
開
発
推
進
室

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

3F 2F
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
就
職
課
、学
生
課
、

　教
務
課
、大
学
院
事
務
室
）

1F

総
合
研
究
機
構

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所

情
報
科
学
研
究
所

環
境
科
学
研
究
所

ウ
ェ
ル
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

地
理
空
間
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

α
棟

本
部
棟

FI
Tホ
ー
ル

4F
多
目
的
ホ
ー
ル

3F
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

2F
Gl
ob
al 
St
ud
en
t L
ou
ng
e

国
際
連
携
室

1F
モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

9F
講
堂

8F
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

FI
T-
D
Xス
タ
ジ
オ

イン
キュ
べー
ショ
ンス
タジ
オ3

7F 1F
モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

音
とモ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
資
料
館

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー（
受
付
）

6F
FI
T 
Lin
k（
書
庫
）

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）

事
務
室

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）（
受
付
）

事
務
局

（
入
試
広
報
課
、

経
営
企
画
課
、管
財
課
、

経
理
課
、総
務
人
事
課
）

調
整
室

ホ
ー
ル

5F 4F
5F

3F 2F
3F 1F

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

ホ
ー
ル

会
議
室・
セ
ミ
ナ
ー
室

4F 2F

2 F

講義室・実験室・演習室

3 F

1 F 講義室・学生ホール
売店・社会環境学科事務室

研究室ゼミ室6 研究室ゼミ室5

研究室ゼミ室7

研究室ゼミ室8

研究室ゼミ室1

研究室ゼミ室2

研究室ゼミ室3

研究室ゼミ室4

原田
坂本

土屋

宗正

劉

岡裏
井隼

古川

A3
実験室1

A31
講義室

A32
講義室

A33
講義室

A34
講義室

A35
講義室

A36
講義室

A37
講義室

3A
演習室

3B
演習室

3C
演習室

院生共同
研究室

ラーニング
コーナー

A3
実験室2

A3
実験
予備
室

実験室3
実験室2 実験室1

A21
講義室

A22
講義室

A23
講義室

A24
講義室

A25
講義室

A26
講義室

A27
講義室

A28
講義室

2F
演習室 2E

演習室 2D
演習室 2C

演習室 2B
演習室 2A

演習室

ラーニング
コーナー

ラーニング
コーナー

準
備
室
２

準
備
室
１

学生ホール

リラックス
エリア

売店

A11
講義室

B棟2Fへ

環境活動
ステーション

A12
講義室

A13
講義室

教養力
育成
センター
事務室

会議室

A15
多目的室

A14
講義室

FDサロン

社会環境
学部長室

社会環境学科
事務室

応接室

ピロティ

B棟3Fへ

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。

B棟4Fへ

大学院
講義室

電子情報
ゼミ室

講義室・実験室・演習室
（社）社会環境学科
教養力育成センター（研究室）

•
AED

74

§5
施
設
・キ
ャ
ン
パ
ス

2
校

舎
配

置
図



短大用 大学を使用

A
棟

Ｅ
棟

C
棟

D
棟

B
棟

8F
（
工
）電
子
情
報
工
学
科

研
究
室

集
積
回
路
製
作
セ
ン
タ
ー

7F
（
工
）電
子
情
報
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

6F
（
工
）電
気
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

5F
（
工
）生
命
環
境
化
学
科

研
究
室・
事
務
室

4F
講
義
室・
実
験
室

（
社
）社
会
環
境
学
科

研
究
室・
演
習
室

講
義
室・
実
験
室・
演
習
室

（
社
）社
会
環
境
学
科

研
究
室・
演
習
室

3F 2F 1F
講
義
室

学
生
ホ
ー
ル・
売
店

社
会
環
境
学
科
事
務
室

教
養
力
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
室

B1
実
験
室

講
義
室・
実
験
室・
演
習
室

8F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室

7F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

（
情
）情
報
通
信
工
学
科

研
究
室

6F
（
情
）情
報
工
学
科

研
究
室

B1
地
下
ホ
ー
ル

5F
（
情
）情
報
通
信
工
学
科・

　
　
情
報
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

4F
実
験
室

講
義
室

3F

5F
（
情
）情
報
通
信
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

事
務
室

4F
（
工
）知
能
機
械
工
学
科

研
究
室・
事
務
室

3F
講
義
室・
実
験
室

2F
講
義
室・
演
習
室

連
結
通
路

Ｆ
棟

2F
イン
キュ
ベー
ショ
ンス
タジ
オ２

1F
イン
キュ
ベー
ショ
ンス
タジ
オ２

1F

モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

B1

2F 1F
学
生
ホ
ー
ル・
売
店・
書
店・

A&
S 
Le
ar
ni
ng
 C
af
e

AT
M

実
験
室・
工
作
セ
ン
タ
ー

講
義
室・
非
常
勤
講
師
室

実
験
室

8F
（
情
）情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

研
究
室・
多
目
的
室・
実
験
室

事
務
室

7F
（
情
）情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

研
究
室・
実
験
室

事
務
室

6F
イ
ン
キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ
1

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

食
品
農
医
薬
品
研
究
セ
ン
タ
ー

物質
・エ
ネル

ギー
デバ

イス
研究

セン
ター

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

PC
室

PC
イ
ン
フ
ォ
ス
ク
エ
ア

IT
コ
モ
ン
ズ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・
ラ
ボ

5F
短
期
大
学
部

研
究
室・
演
習
室・
事
務
室

4F
短
期
大
学
部

講
義
室

講
義
室・
実
験
室

PC
室

3F 2F 1F
ア
ド
バ
ン
ス
、学
生
ラ
ウ
ン
ジ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
O
AS
IS
、F
IT
Ca
fe

B1
保
健
室・
学
生
相
談
室

留
学
生
談
話
室・
ラ
ド
観
光

理
髪
店

教
育
開
発
推
進
室

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

3F 2F
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
就
職
課
、学
生
課
、

　教
務
課
、大
学
院
事
務
室
）

1F

総
合
研
究
機
構

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所

情
報
科
学
研
究
所

環
境
科
学
研
究
所

ウ
ェ
ル
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

地
理
空
間
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

α
棟

本
部
棟

FI
Tホ
ー
ル

4F
多
目
的
ホ
ー
ル

3F
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

2F
Gl
ob
al 
St
ud
en
t L
ou
ng
e

国
際
連
携
室

1F
モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

9F
講
堂

8F
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

FI
T-
D
Xス
タ
ジ
オ

イン
キュ
べー
ショ
ンス
タジ
オ3

7F 1F
モ
ノ
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

音
とモ
ノ
づ
く
り
の
歴
史
資
料
館

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー（
受
付
）

6F
FI
T 
Lin
k（
書
庫
）

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）

事
務
室

FI
T 
Lin
k（
図
書
館
）（
受
付
）

事
務
局

（
入
試
広
報
課
、

経
営
企
画
課
、管
財
課
、

経
理
課
、総
務
人
事
課
）

調
整
室

ホ
ー
ル

5F 4F
5F

3F 2F
3F 1F

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

ホ
ー
ル

会
議
室・
セ
ミ
ナ
ー
室

4F 2F

2 F

講義室・実験室・演習室

3 F

1 F 講義室・学生ホール
売店・社会環境学科事務室

研究室ゼミ室6 研究室ゼミ室5

研究室ゼミ室7

研究室ゼミ室8

研究室ゼミ室1

研究室ゼミ室2

研究室ゼミ室3

研究室ゼミ室4

原田
坂本

土屋

宗正

劉

岡裏
井隼

古川

A3
実験室1

A31
講義室

A32
講義室

A33
講義室

A34
講義室

A35
講義室

A36
講義室

A37
講義室

3A
演習室

3B
演習室

3C
演習室

院生共同
研究室

ラーニング
コーナー

A3
実験室2

A3
実験
予備
室

実験室3
実験室2 実験室1

A21
講義室

A22
講義室

A23
講義室

A24
講義室

A25
講義室

A26
講義室

A27
講義室

A28
講義室

2F
演習室 2E

演習室 2D
演習室 2C

演習室 2B
演習室 2A

演習室

ラーニング
コーナー

ラーニング
コーナー

準
備
室
２

準
備
室
１

学生ホール

リラックス
エリア

売店

A11
講義室

B棟2Fへ

環境活動
ステーション

A12
講義室

A13
講義室

教養力
育成
センター
事務室

会議室

A15
多目的室

A14
講義室

FDサロン

社会環境
学部長室

社会環境学科
事務室

応接室

ピロティ

B棟3Fへ

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。

B棟4Fへ

大学院
講義室

電子情報
ゼミ室

講義室・実験室・演習室
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教養力育成センター（研究室）

•
AED
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大学より使用
大学より使用

教室配置図 B棟

学生ラウンジ

アドバンス

セブンイレブン

レストラン　オアシス

オアシス
ルーム

厨房

FITカフェ

C棟2Fへ

空調
機械
室

空調
機械
室

保健室
学生相談室
留学生談話室
ラド観光
理髪店

学生ラウンジ（セブンイレブン）
アドバンス
レストランOASIS、FITCafe

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。
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C棟1Fへ

•
AED
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）
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15　
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盧

研究室
11
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10
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5
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2
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梶原 大学院

講義室

大学院
ゼミ室
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6
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10
田島
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11
北川
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12
松尾
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井上
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4  
中西

研究室

卒研室
2

卒研室
1

研究室研究室研究室
研究
実験
室9
鈴木就職

資料室

資格
対策室

5 F

研究
実験室
11
呉

研究室

研究室

研究室

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室
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桑原 
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久保 
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長谷 
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蒲池
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実験室
14
天田

研究
実験室
10
北山

研究実験室
2
赤木

材料
加工室
2

研究実験室
3　
奥田　
　

研究実験室
　5
　松山
　

ゼミ室
会議室

生命
環境
化学科
事務室

就職
閲覧
室

研究
実験
室9
　蒲池

研究
実験
室8
　久保

研究
実験
室7
　三田

研究
実験
室6
　宮元

研究実験室
1
長谷

研究実験室
4

桑原

藤井

尹 樋口
鄭

松藤 

上寺
研究室ゼミ室29

研究室ゼミ室30

徳永

上杉
楢崎

中川

楊

渡邉

陳

田中（久）

木下

研究室ゼミ室20 研究室ゼミ室19 研究室ゼミ室18
研究室ゼミ室17

研究室ゼミ室16乾
研究室ゼミ室15

研究室ゼミ室14鬼頭
研究室ゼミ室13

研究室ゼミ室12
研究室ゼミ室11

研究室ゼミ室10田井

研究室ゼミ室
9

研究室ゼミ室28
研究室ゼミ室27

研究室ゼミ室26
研究室ゼミ室25

研究室ゼミ室24
橘

研究室ゼミ室23
研究室ゼミ室22

研究室ゼミ室21

A45
講義室

ラーニング
コーナー

A44
講義室 A43

講義室
A42
講義室

A41
講義室

4A
演習室

A4
実験室3
倪

A4
実験室2

A4
CAE室

A4
実験室1

講義室・実験室・演習室・（社）社会環境学科（研究室）

（工）電子情報工学科
　（研究室・集積回路製作センター）

（工）電子情報工学科（研究室・学科事務室）

（工）電気工学科（研究室・学科事務室）

（工）生命環境化学科
（研究室・学科事務室）

研究
実験室12
福永

研究室
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大学より使用
大学より使用

教室配置図 B棟

学生ラウンジ

アドバンス

セブンイレブン

レストラン　オアシス

オアシス
ルーム

厨房

FITカフェ

C棟2Fへ

空調
機械
室

空調
機械
室

保健室
学生相談室
留学生談話室
ラド観光
理髪店

学生ラウンジ（セブンイレブン）
アドバンス
レストランOASIS、FITCafe

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。
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大学より使用
短大用

情報基盤センター
システム管理室

B25
PC室

B24
PC室

B23
PC室 B22

PC室 B21
PC室

PCインフォ
スクエア

IT
コモンズ

クリエイティブ
ラボ

サーバー室

屋上緑地

ITコモンズ

証明書発行機

A棟1Fへ

B38
PC室

B31
PC室

B32
講義室

B34
講義室

B35
講義室

B36
講義室

B37
講義室

物理実験室
１

物理実験室
2 物理実験室

3

暗室

工学部
準備室

物理実験
準備室

（工学部）

物理実験
準備室

（情報工学部）

暗室

暗室

暗室

暗室

情報工学科
研究室

柏
卒研室

研究室
19  

 上村　　

研究室
9  

 橋本　　
研究室
8  

 矢野　　
研究室
7  

 吉原  　
研究室
6  

中山 　
研究室
5  

 弘中  　
研究室
4 

五十嵐　
研究室
3  

平岡 　
ラーニ
ング・

コモンズ   
3　 

研究室
18  
 曽　　

研究室
17

窪田　  
 　　

研究室
15  

 小田　　
研究室
14  

 田中  　
研究室
13

石田   
   　

編入
支援室

（自習室）　
フィット
ルーム システム

管理室
印刷室

学長室
会議室

サーバー
ルーム

短大事務室 ラーニング
コーナー

キャリア支援室
進路相談課
編入支援室

BYOD演習室

PC演習室
（B52）

ラーニング・
コモンズ2

PC演習室
（B51）

研究室
16  

  藤井　　

ラーニング・
コモンズ1 B48

講義室
8 B47

講義室
7

B46
講義室
6 多目的室 ラーニング

コーナー

B45
講義室

デジタルスタジオ

短大
ものづくり演習室

短大
学友
会室

短大
非常勤
講師室 B44

講義室
B43
講義室

B42
講義室

B41
講義室

情報工学科
セミナー室

短期大学部
（演習室・研究室・事務室）

短期大学部
（講義室）
短期大学部
（講義室）

講義室・実験室講義室・実験室
C棟3階へC棟3階へ

情報基盤センター
（IT コモンズ・PC室・クリエイティブ・ラボ・PCインフォスクエア）

インキュ
ベーション
スタジオ⑨

学部長室

ラーニング
コーナー

• AED

（情）情報マネジメント学科
　  （研究室・演習室・実験室・学科事務室）

研究室
10

丸山 　
研究室
9

 菊田 　
研究室
7

徳安　
研究室
6

吉田  

情報システム
工学科事務室
JABEE室
 

研究室
5

下戸  
研究室
4
李 

研究室
3
山口 

研究室
2
森園 

研究室
1
田村

卒研室
3
山口

卒研室
4
李

卒研室
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吉田 

卒研室
7
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卒研室
5
下戸 

卒研室
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丸山  

卒研室
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木室   

卒研室
12

 作田    

卒研室
13

松原    

卒研室
14

山本   

卒研室
8
利光

会議室兼
就職対策室

応用情報
システム
実験室

卒研室
2
森園 

卒研室
1
田村

実験室
2

実験室
1

創造教育
実験室

ラーニング
コーナー

研究室
8

 利光 　

研究室
14

山本  　
研究室
13

 松原   　
研究室
12

 作田  　
研究室
11

 木室  　

（情）情報システム工学科
　  （研究室・実験室・学科事務室）

インキュベーションスタジオ 1、センシング技術研究センター、食品農医薬品研究センター、物質・エネルギーデバイス研究センター

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。

研究室・卒研室
5
髙橋 

卒研室
13　
前原     

卒研室
12　
  傅 　 

研究室
12　
  傅　 

卒研室
11　

  神辺 　 

研究室
14　

 井口      
卒研室
14　

 井口 　 

卒研室
10  

  小林　 

研究室
11  

  神辺　 
研究室
10  

  小林　 
卒研室
9 

 竹之内   
研究室
9 

 竹之内   
卒研室
8 

 木村  
研究室
8 

  木村   

卒研室
4 

  クラ　 
研究室
4 
クラ  

会議室

応接室

情報
マネジメント学科
事務室

多目的室 2

実験室

多目的室 1

ラーニング
コーナー

卒研室
6  
宋    

研究室
6  

 宋    

卒研室
7  

 小杉     
研究室
7  

 小杉     

卒研室
3 

 藤岡   
研究室
3 

  藤岡   
研究室
1

  佐藤   
卒研室
1

  佐藤   

卒研室
2

  田嶋   
研究室
2

  田嶋   

研究室
13　
前原    

情報システム工学科
プロジェクト演習室

情報システム創成
実験室

メンテ
ナンス
ルーム

生体情報
計測実験室 大学院

講義室
（情報システム）

大学院
演習室

（情報システム）

物質・エネルギー
デバイス研究
センター

インキュベーション
スタジオ1⑦物質・

エネルギー
デバイス
研究
センター

B-61
講義室

ラーニング
コーナー

食品農医薬品研究センター
インキュベーション
スタジオ1⑤

インキュベーション
スタジオ1⑥

情報
マネジメント学科

演習室2
情報

マネジメント学科
演習室1

センシング技術研究センター

大学院
講義室
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大学より使用
短大用

情報基盤センター
システム管理室

B25
PC室

B24
PC室

B23
PC室 B22

PC室 B21
PC室

PCインフォ
スクエア

IT
コモンズ

クリエイティブ
ラボ

サーバー室

屋上緑地

ITコモンズ

証明書発行機

A棟1Fへ

B38
PC室

B31
PC室

B32
講義室

B34
講義室

B35
講義室

B36
講義室

B37
講義室

物理実験室
１

物理実験室
2 物理実験室

3

暗室

工学部
準備室

物理実験
準備室

（工学部）

物理実験
準備室

（情報工学部）

暗室

暗室

暗室

暗室

情報工学科
研究室

柏
卒研室

研究室
19  

 上村　　

研究室
9  

 橋本　　
研究室
8  

 矢野　　
研究室
7  

 吉原  　
研究室
6  

中山 　
研究室
5  

 弘中  　
研究室
4 

五十嵐　
研究室
3  

平岡 　
ラーニ
ング・

コモンズ   
3　 

研究室
18  
 曽　　

研究室
17

窪田　  
 　　

研究室
15  

 小田　　
研究室
14  

 田中  　
研究室
13

石田   
   　

編入
支援室

（自習室）　
フィット
ルーム システム

管理室
印刷室

学長室
会議室

サーバー
ルーム

短大事務室 ラーニング
コーナー

キャリア支援室
進路相談課
編入支援室

BYOD演習室

PC演習室
（B52）

ラーニング・
コモンズ2

PC演習室
（B51）

研究室
16  

  藤井　　

ラーニング・
コモンズ1 B48

講義室
8 B47

講義室
7

B46
講義室
6 多目的室 ラーニング

コーナー

B45
講義室

デジタルスタジオ

短大
ものづくり演習室

短大
学友
会室

短大
非常勤
講師室 B44

講義室
B43
講義室

B42
講義室

B41
講義室

情報工学科
セミナー室

短期大学部
（演習室・研究室・事務室）

短期大学部
（講義室）
短期大学部
（講義室）

講義室・実験室講義室・実験室
C棟3階へC棟3階へ

情報基盤センター
（IT コモンズ・PC室・クリエイティブ・ラボ・PCインフォスクエア）

インキュ
ベーション
スタジオ⑨

学部長室

ラーニング
コーナー

• AED

（情）情報マネジメント学科
　  （研究室・演習室・実験室・学科事務室）

研究室
10

丸山 　
研究室
9

 菊田 　
研究室
7

徳安　
研究室
6

吉田  

情報システム
工学科事務室
JABEE室
 

研究室
5

下戸  
研究室
4
李 

研究室
3
山口 

研究室
2
森園 

研究室
1
田村

卒研室
3
山口

卒研室
4
李

卒研室
6
吉田 

卒研室
7
徳安 

卒研室
5
下戸 

卒研室
10
丸山  

卒研室
11

木室   

卒研室
12

 作田    

卒研室
13

松原    

卒研室
14

山本   

卒研室
8
利光

会議室兼
就職対策室

応用情報
システム
実験室

卒研室
2
森園 

卒研室
1
田村

実験室
2

実験室
1

創造教育
実験室

ラーニング
コーナー

研究室
8

 利光 　

研究室
14

山本  　
研究室
13

 松原   　
研究室
12

 作田  　
研究室
11

 木室  　

（情）情報システム工学科
　  （研究室・実験室・学科事務室）

インキュベーションスタジオ 1、センシング技術研究センター、食品農医薬品研究センター、物質・エネルギーデバイス研究センター

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。

研究室・卒研室
5
髙橋 

卒研室
13　
前原     

卒研室
12　
  傅 　 

研究室
12　
  傅　 

卒研室
11　

  神辺 　 

研究室
14　

 井口      
卒研室
14　

 井口 　 

卒研室
10  

  小林　 

研究室
11  

  神辺　 
研究室
10  

  小林　 
卒研室
9 

 竹之内   
研究室
9 

 竹之内   
卒研室
8 

 木村  
研究室
8 

  木村   

卒研室
4 

  クラ　 
研究室
4 
クラ  

会議室

応接室

情報
マネジメント学科
事務室

多目的室 2

実験室

多目的室 1

ラーニング
コーナー

卒研室
6  
宋    

研究室
6  

 宋    

卒研室
7  

 小杉     
研究室
7  

 小杉     

卒研室
3 

 藤岡   
研究室
3 

  藤岡   
研究室
1

  佐藤   
卒研室
1

  佐藤   

卒研室
2

  田嶋   
研究室
2

  田嶋   

研究室
13　
前原    

情報システム工学科
プロジェクト演習室

情報システム創成
実験室

メンテ
ナンス
ルーム

生体情報
計測実験室 大学院

講義室
（情報システム）

大学院
演習室

（情報システム）

物質・エネルギー
デバイス研究
センター

インキュベーション
スタジオ1⑦物質・

エネルギー
デバイス
研究
センター

B-61
講義室

ラーニング
コーナー

食品農医薬品研究センター
インキュベーション
スタジオ1⑤

インキュベーション
スタジオ1⑥

情報
マネジメント学科

演習室2
情報

マネジメント学科
演習室1

センシング技術研究センター

大学院
講義室
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短大用 短大用

教室配置図 C棟

倉庫

ステージ

電気室 空調機械室

倉庫

ホール

消
火

　
　

ポ
ン
プ
室

受水槽室

倉庫

紀伊國屋書店

A&S
Learning Cafe

リラックスエリア2

リラックスエリア1

エントランス
ホール

Ｃ棟売店

学生ホール

グループ学習室
学習エリア

事務室 倉庫
書店
事務室

ＡＴＭ
コーナー

α棟・本部棟2Fへ

地下ホール

学生ホール、売店、書店、A&S Learning Cafe、ATM

地下ホール

E棟1Fへ

教室配置図 本部棟・α棟

グローバルスチューデントラウンジ
（国際連携室）

本部棟１F
社会連携センター
音とモノづくりの歴史資料館

本部棟２F
事務局

モノづくりセンター

次世代
マイクロナノ
テクセンターエントランス

ホール

倉庫

H11

H12 H13 H14

社会連携センター
事務室

音とモノづくりの歴史資料館

警
備
員
室

モノづくりセンター

FITホール2FへFITホール2Fへ

理事長室常務
理事室

プロジェクト
ルーム 学長室第1会議室

応接室
倉庫

機械室

総務人事課

事務局長

経
理
課

管
財
課

入
試
広
報
課

経
営
企
画
課

事務局

資料室
3

第3会議室

資料室
2

資料室
1

受付

グローバルスチューデントラウンジ
国際連携室

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。
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短大用 短大用

教室配置図 C棟

倉庫

ステージ

電気室 空調機械室

倉庫

ホール

消
火

　
　

ポ
ン
プ
室

受水槽室

倉庫

紀伊國屋書店

A&S
Learning Cafe

リラックスエリア2

リラックスエリア1

エントランス
ホール

Ｃ棟売店

学生ホール

グループ学習室
学習エリア

事務室 倉庫
書店
事務室

ＡＴＭ
コーナー

α棟・本部棟2Fへ

地下ホール

学生ホール、売店、書店、A&S Learning Cafe、ATM

地下ホール

E棟1Fへ

教室配置図 本部棟・α棟

グローバルスチューデントラウンジ
（国際連携室）

本部棟１F
社会連携センター
音とモノづくりの歴史資料館

本部棟２F
事務局

モノづくりセンター

次世代
マイクロナノ
テクセンターエントランス

ホール

倉庫

H11

H12 H13 H14

社会連携センター
事務室

音とモノづくりの歴史資料館

警
備
員
室

モノづくりセンター

FITホール2FへFITホール2Fへ

理事長室常務
理事室

プロジェクト
ルーム 学長室第1会議室

応接室
倉庫

機械室

総務人事課

事務局長

経
理
課

管
財
課

入
試
広
報
課

経
営
企
画
課

事務局

資料室
3

第3会議室

資料室
2

資料室
1

受付

グローバルスチューデントラウンジ
国際連携室

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。
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短大用 短大用

FIT Link
（図書館）

個室のラボ

集中カウンター席01 02 03 04 05

機械室

準備室 共同研究室 プロジェクトルーム

FIT Link
閉架書庫 2

機械室

FIT Link
閉架書庫 1

３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ

研
究
所

空調機械室

倉庫

⑪

⑰ ⑱ ⑳ ㉑⑲

倉庫

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

機械室

機械室

学生作業
ブース 倉庫

DX
スタジオ
（小）

DX
スタジオ
（大）

講堂

機械室

ファンルーム

ファンルーム

倉
庫

調
整
室
　

倉
庫

FIT Link
（図書館）
Silent Floor

FIT Link
（書庫 1・2）

インキュベーションスタジオ 3
（⑪～㉑）

講堂

E81
E82 E83 E84

お手洗い エレベーターEV

多目的ホール

ラーニングスペース

α棟
ラーニングスペース

i-Tech LAB

FIT Link
（図書館）

第２会議室 電動集密書架
01

02

03

図書館前ホール
（学習ラウンジ）

積層書庫

倉庫
倉庫

機械室

入退館ゲート

（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
）

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク グ

ル
ー
プ

　
学
習
ブ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ス

α棟
多目的ホール

FIT Link
（図書館）

入退館ゲート

（受付カウンター）
サポートデスク

スタッフルーム
（事務室）

倉
庫

本部棟３F
FIT Link（図書館（3F入口））
Active Floor

本部棟４F
FIT Link（図書館（4F入口））
事務室
Quiet Floor

• AED 

社会連携センター
FIT-DXスタジオ

クリエイティブ
ブース
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短大用 短大用

FIT Link
（図書館）

個室のラボ

集中カウンター席01 02 03 04 05

機械室

準備室 共同研究室 プロジェクトルーム

FIT Link
閉架書庫 2

機械室

FIT Link
閉架書庫 1

３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ

研
究
所

空調機械室

倉庫

⑪

⑰ ⑱ ⑳ ㉑⑲

倉庫

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

機械室

機械室

学生作業
ブース 倉庫

DX
スタジオ
（小）

DX
スタジオ
（大）

講堂

機械室

ファンルーム

ファンルーム

倉
庫

調
整

室
　

倉
庫

FIT Link
（図書館）
Silent Floor

FIT Link
（書庫 1・2）

インキュベーションスタジオ 3
（⑪～㉑）

講堂

E81
E82 E83 E84

お手洗い エレベーターEV

多目的ホール

ラーニングスペース

α棟
ラーニングスペース

i-Tech LAB

FIT Link
（図書館）

第２会議室 電動集密書架
01

02

03

図書館前ホール
（学習ラウンジ）

積層書庫

倉庫
倉庫

機械室

入退館ゲート

（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
）

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク グ

ル
ー
プ

　
学
習
ブ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ス

α棟
多目的ホール

FIT Link
（図書館）

入退館ゲート

（受付カウンター）
サポートデスク

スタッフルーム
（事務室）

倉
庫

本部棟３F
FIT Link（図書館（3F入口））
Active Floor

本部棟４F
FIT Link（図書館（4F入口））
事務室
Quiet Floor

• AED 

社会連携センター
FIT-DXスタジオ

クリエイティブ
ブース

短大用 短大用

FIT Link
（図書館）

個室のラボ

集中カウンター席01 02 03 04 05

機械室

準備室 共同研究室 プロジェクトルーム

FIT Link
閉架書庫 2

機械室

FIT Link
閉架書庫 1

３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ

研
究
所

空調機械室

倉庫

⑪

⑰ ⑱ ⑳ ㉑⑲

倉庫

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

機械室

機械室

学生作業
ブース 倉庫

DX
スタジオ
（小）

DX
スタジオ
（大）

講堂

機械室

ファンルーム

ファンルーム

倉
庫

調
整

室
　

倉
庫

FIT Link
（図書館）
Silent Floor

FIT Link
（書庫 1・2）

インキュベーションスタジオ 3
（⑪～㉑）

講堂

E81
E82 E83 E84

お手洗い エレベーターEV

多目的ホール

ラーニングスペース

α棟
ラーニングスペース

i-Tech LAB

FIT Link
（図書館）

第２会議室 電動集密書架
01

02

03

図書館前ホール
（学習ラウンジ）

積層書庫

倉庫
倉庫

機械室

入退館ゲート

（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
）

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク グ

ル
ー
プ

　
学
習
ブ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
ブ
ー
ス

α棟
多目的ホール

FIT Link
（図書館）

入退館ゲート

（受付カウンター）
サポートデスク

スタッフルーム
（事務室）

倉
庫

本部棟３F
FIT Link（図書館（3F入口））
Active Floor

本部棟４F
FIT Link（図書館（4F入口））
事務室
Quiet Floor

• AED 
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教室配置図 F I Tホール

セミナー室5

セミナー室4

セミナー室3

セミナー室2 会議室1

会議室2

特別会議室

セミナー室1

ラウンジ1

ラウンジ
2

湯沸室

ロビー1

本部棟1Fへ

軽

軽

倉庫

ミーティング
ルーム2

IN

O
U
T

エントランス
ホールミーティング

ルーム1

控室

泡消火
機械室

3F・4F

2 F

1 F

ホール（1000席）

教室配置図 Ｅ棟

オープン
ラボラト
リー 4
（OL4）

オープン
ラボラト
リー 3
（OL3）

オープン
ラボラト
リー 2
（OL2）

オープン
ラボラト
リー 1
（OL1）

地理空間
情報研究
センター
（ES3）

情報科学研究所 2
（CS2）情報科学研究所 3

電磁波計測センター

情報科学研究所 1
（CS1）

情報科学
研究所 5
（CS5）

情報科学
研究所 4
（CS4）

オープン
ラボラト
リー 5
（OL5）

ウェルネス
研究
センター

会議室 2

会議室 1

共同実験室 2
（シールド室）

計測準備室 研磨室

コンプレッ
サー室

共同実験室 1
（ラマン分光室）

試料
準備室

MBE室

共同実験室 3
（暗室）

リサーチコモンズ

給湯室

総合研究機構事務室
産学連携推進室

憩いの広場

1F外

憩いのデッキ

エレクトロニクス研究所計測センター

ボ
ン
ベ
室

チ
ラ
ー
室

環境科学
研究所 1
（ES1）

環境・防災
・まちづくり
研究センター
（ES2）

会議室 2会議室 3 会議室 1

面接室
3

面接室
2

面接室
1

応接室 1
セミナー
ルーム１

セミナー
ルーム２

面談室
2

面談室
1 風除室

コピー機

証明書カウンター

証明書発行機

応接室 2

倉庫（教務課・学生課） 倉庫
（就職課）休憩室

印刷室

学生課

学生サポートセンター

就職課
教務課
大学院事務室

倉庫

倉庫
ミーティング
ルーム

給湯
室

管財
倉庫

会議室 2
研究室 3
教養力育成
センター
白坂

遠隔
会議室

研究室 2 研究室 1
教養力育成
センター
中野

エントランス

倉庫

会議室 1倉庫
FDサロン

教育開発推進室
デッキ

FDセミナー室

学習支援センターグループ学習室

Cul Site R1 Cul Site R2 Cul Site R3

Cultivation Site

総合研究機構
（エレクトロニクス研究所、情報科学研究所、環境科学研究所、ウェルネス研究センター、地理空間情報研究センター、産学連携推進室、事務室）1F

学生サポートセンター
（教務課、学生課、大学院事務室、就職課）2F

教育開発推進機構、学習支援センター3F

C棟1Fへ

C棟2Fへ

C棟3Fへ

B棟1Fへ

C棟1Fへ

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。

FIT BBQBBQ
倉庫

災害用
備蓄倉庫

AED
• 
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セミナー室5
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セミナー室2 会議室1

会議室2

特別会議室

セミナー室1

ラウンジ1

ラウンジ
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湯沸室

ロビー1

本部棟1Fへ

軽

軽

倉庫

ミーティング
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ホールミーティング
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機械室
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教室配置図 Ｅ棟
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情報研究
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情報科学研究所 2
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電磁波計測センター
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情報科学
研究所 4
（CS4）

オープン
ラボラト
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（OL5）

ウェルネス
研究
センター

会議室 2

会議室 1

共同実験室 2
（シールド室）

計測準備室 研磨室

コンプレッ
サー室

共同実験室 1
（ラマン分光室）

試料
準備室

MBE室

共同実験室 3
（暗室）

リサーチコモンズ

給湯室

総合研究機構事務室
産学連携推進室

憩いの広場

1F外

憩いのデッキ

エレクトロニクス研究所計測センター

ボ
ン
ベ
室

チ
ラ
ー
室

環境科学
研究所 1
（ES1）

環境・防災
・まちづくり
研究センター
（ES2）

会議室 2会議室 3 会議室 1

面接室
3

面接室
2

面接室
1

応接室 1
セミナー
ルーム１

セミナー
ルーム２

面談室
2

面談室
1 風除室

コピー機

証明書カウンター

証明書発行機

応接室 2

倉庫（教務課・学生課） 倉庫
（就職課）休憩室

印刷室

学生課

学生サポートセンター

就職課
教務課
大学院事務室

倉庫

倉庫
ミーティング
ルーム

給湯
室

管財
倉庫

会議室 2
研究室 3
教養力育成
センター
白坂

遠隔
会議室

研究室 2 研究室 1
教養力育成
センター
中野

エントランス

倉庫

会議室 1倉庫
FDサロン

教育開発推進室
デッキ

FDセミナー室

学習支援センターグループ学習室

Cul Site R1 Cul Site R2 Cul Site R3

Cultivation Site

総合研究機構
（エレクトロニクス研究所、情報科学研究所、環境科学研究所、ウェルネス研究センター、地理空間情報研究センター、産学連携推進室、事務室）1F

学生サポートセンター
（教務課、学生課、大学院事務室、就職課）2F

教育開発推進機構、学習支援センター3F

C棟1Fへ

C棟2Fへ

C棟3Fへ

B棟1Fへ

C棟1Fへ

お手洗い エレベーターEV

ラーニングコーナー、ラーニングスペースは、
勉学のための場所です。大声で話したりゲーム等をすることは禁止です。
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トレーニングルーム

小体育室

ピロティ

ピロティ

洗面

通
用
口

男子
ロッカー室

男子
シャワー
室

雨
天
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

雨
天
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

管理人室 玄関
洗濯室

教
官
室

シャワー
室

男子用
トイレ

3 F

2 F

1 F

ステージ

控室2 控室1 倉庫1

倉庫4倉庫
5

倉庫6倉庫7
倉庫8 ピ

ア
ノ
室

倉庫2

前室

前室

前室 前室

エントランス
ホール

ロ
ビ
ー

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
チ
ェ
ア
ー
収
納
ス
ペ
ー
ス

コイン
ロッカー

パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム

女子
ロッカー室

●
●

●
●

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

バ
レ
ー
コ
ー
ト

バ
レ
ー
コ
ー
ト

電
気
室

ス
テ
ー
ジ
上
部

排煙
機室

附室

ギャラリー席

ギャラリー席

ギ
ャ
ラ
リ
ー
席

ロールバックチェアー 吹抜

ホ
ワ
イ
エ

ホ
ワ
イ
エ

倉庫

お手洗い

エレベーターEV
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§５-３．教育研究施設

1 総合メディアセンター（Ｂ棟５階）

　短期大学部専用の施設となる「総合メディア
センター」には、プログラミング・ビジネスソフ
ト・CG など総合的な情報処理教育を行うマルチ
メディアルームや PC ルーム、自宅とのシームレ
スな学習環境を実現する BYOD 演習室、ノート
PC を持ち込んで CG やプログラミングなどの創
作活動に没頭できるラーニング・コモンズ２、各
種映像・音響設備などを活用した創作活動が行
えるデジタルスタジオなど、目的に応じた多彩な
演習室を整備しています。そして、これらの演習
室のシステムはすべて高速情報ネットワークに接
続されており、クラウド対応の ICT 環境を実現
しています。

主なインストールソフト

Adobe Creative Cloud
（Photoshop / Illustrator / After Effects / 
Premiere Pro / Dreamweaver / InDesign / 
Acrobat Pro / Adobe XD 他）

Autodesk Entertainment Creation Suite
（3ds Max / Maya / Mudbox 他）

Microsoft Office 365
（Word / Excel / PowerPoint / Access 他）

2 PC 演習室（B51）（Ｂ棟５階）

　3DCG 制作や動画編集など高い処理能力が
必要な分野にも対応できる高性能パソコンが設
置されています。CPU は Core i7、メモリ容
量は16GB、SSD の容量は480GB というハイ
スペック仕様です。

３ PC 演習室（B52）（Ｂ棟５階）

　マルチメディアルームと同時期にシステム更
新した演習室です。ここでは、Windows を採
用し、ビジネス系ソフトからグラフィック系ソ
フトまで、多彩な利用が可能となっています。

４ ラーニング・コモンズ２（Ｂ棟５階）

　個人所有のノート PC を持ち込んで、自学習
や遠隔授業の受講もできるオープンスペースで
す。幅広のデスクにはコンセントおよび USB
充電端子を備えております。

５ BYOD 演習室（Ｂ棟５階）

　BYOD（Bring Your Own Device）とは、
個人所有のノート PC を学校に持ち込んで演習
に活用する形態を指します。演習環境をそのま
ま自宅に持ち帰ることが可能となるため、自宅
学習とのシームレスな学習環境を実現できま
す。

６ デジタルスタジオ（Ｂ棟４階）

　映像制作用の高性能 PC を核として、200イ
ンチの大型スクリーン、25面のマルチビジョ
ンシステム、VR および AR の機材、シンセサ
イザーやマルチチャンネルの音響設備等を備え
ており、主に卒業研究や課外活動における作品
制作に利用されています。

7 ものづくり演習室（Ｂ棟４階）

　この演習室では、上記4・5・6の演習室に
当てはまらないものづくりの演習や、ネット
ワーク用機材を使った LAN 構築の演習が行わ
れています。まさに「ものづくりの場」といえ
ます。
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8 情報基盤センター（Ｂ棟２階）

１．設備紹介
　情報基盤センターはキャンパス中央（Ｂ棟）
に位置し、情報技術に関する教育および研究を
支援する機関であり、コンピューターシステ
ムの適正かつ効率的な利用を行うことを目的
に設置された全学共同利用施設です。施設に
は B21～ B25 PC 室（Ｂ棟２階）及び B31、
B38 PC 室（Ｂ棟３階）として７教室があり、
演習時間以外は自由に利用することが可能で
す。また、高速な自学習用パソコンが利用でき
る IT コモンズ（Ｂ棟２階）やラーニングコー
ナー（Ｂ棟３階）および高度なデジタルメディ
ア制作が行える高性能 PC を配備するクリエイ
ティブ・ラボ（Ｂ棟２階：要利用申請）など、
IT を活用した自学習スペースがあります。ま
た、大学推奨ノートパソコンのサポートやパソ
コン・周辺機器を販売する PC インフォスクエ
ア（Ｂ棟２階）があります。
　各パソコンには、Windows 10上に Microsoft
主要ソフトウェアや Adobe ソフトウェアをは
じめとする各種ソフトウェアが多数備わってお
り、情報リテラシーをはじめとする基礎教育か
ら高度な専門教育および授業外学習や資格取得
講座などで幅広く活用されています。
　また、情報基盤センターが保有する全パソコ
ンは、学内に張り巡らされた学内総合情報ネッ
トワークシステム（FITNeS）を通して各種学
内ネットワークサービスおよびインターネット
を高速に利用することができます。

２．利用手続き
　情報基盤センターシステムは、入学時に封書
で配布される「ユーザー情報のお知らせ」に記
載された、ユーザー名・パスワードを用いて利
用できます。
（詳細は、myFIT：https://my.fit.ac.jp/ の【ド
キュメント】を参照）

３．注意点
　情報基盤センター設備は、コンピューターな
どの精密機器が設置されているため、飲食、喫
煙は禁止となっています。また、教育・学習・
研究などの学術目的で利用するシステムです。
よって、ゲーム利用、アダルトサイトや様々な
詐欺・不正行為を助長するサイトの閲覧・情報
交換についても堅く禁止されています。

４．学内限定ネットワークサービスの利用方法
　自宅インターネット回線から学内限定ネット
ワークサービス（学内限定ホームページ等）を
利用する場合は、VPN を経由して利用するこ
とができます。
（詳細は、myFIT：https://my.fit.ac.jp/ の【ド
キュメント】を参照）

■開館時間と設備概要

情報基盤センター開館時間

月曜日～金曜日：９：００～２０：００
　　　　　　　　（教室解錠は８時３０分）
土曜日　　　　：９：００～１８：００
　　　　　　　　（教室解錠は８時３０分）
日曜日・祝日　：閉　館

※土曜日は B21 PC 室／ IT コモンズ／クリエイ
ティブ・ラボのみ開館

※Ｂ棟３階 ラーニングコーナーはＢ棟開館時間
中の利用可
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設備名 B 棟 教員用又は
管理用パソコン

学生用
パソコン

パソコン
合計 プリンター

B21 PC 室

2階

1台 47台 48台 2台

B22 PC 室 1台 20台 21台 1台

B23 PC 室 1台 96台 97台 2台

B24 PC 室 1台 96台 97台 2台

B25 PC 室 1台 104台 105台 2台

クリエイティブ・ラボ － 19台 19台 カラー1台

IT コモンズ 1台 45台 46台 2台

B31 PC 室

3階

1台 116台 117台 2台

B38 PC 室 1台 47台 48台 2台

ラーニングコーナー － 11台 11台 1台

合計 8台 601台 609台 18台

※クリエイティブ・ラボ設置のカラープリンターは有償（カラー20円 / 枚、モノクロ10円 / 枚）。
※クリエイティブ・ラボ設置のカラープリンターはスキャナ機能を有しています（無償）。
※利用可能なソフトウェアの詳細は「情報基盤センター利用者マニュアル」を参照ください。
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■設備の利用方法について
　入学時の PC ガイダンスで渡される「情報基
盤センター利用者マニュアル」を参照し、各設
備・ソフトウェア、各種ネットワークサービス
をご利用ください。
　また、myFIT（https://my.fit.ac.jp/）に
様々な情報を掲載していますので、あわせてご
確認ください。

9 インターネット利用上の注意とマナー

　インターネット利用は、便利な半面、ともす
れば他の利用者に対して迷惑を掛けたり、不注
意により違法行為を犯してしまうことがありま
す。利用に当っては、細心の注意を払うよう、
注意しましょう。
　インターネットの利用中に犯しやすい行為の
具体例を、以下に列挙します。なお、以下の行
為に限らず、違法行為・他人に迷惑を掛けるよ
うな行為等を犯した人に対しては、厳正に対処
します。
１．マルチ商法…電子メール等により、儲け話

と称してマルチ商法（いわゆるネズミ講）
の勧誘を受けることがありますが、これは
犯罪（無限連鎖講禁止法違反）ですので手
を出さないにしましょう。

２．掲示板、チャットへの書き込み…誹謗中傷
などを書くと名誉毀損罪に問われることが
あります。相手の迷惑となる書き込みを
行った場合は、損害賠償請求の対象となる
場合もあります。無責任な書き込みを行っ
てはいけません。匿名で書き込みを行って
も学内からの発信に関しては、書き込んだ
本人を特定できます。

３．チェーンメール…善悪を問わず、送られた
側にとっては迷惑です。

４．コンピューターウイルス…知らない人から
送られてきた電子メールにはウイルスが添

付されている場合があります。不用意に開
けて見てはいけません。

５．不正コピー…市販ソフトや音楽ソフトを無
償で提供しているサイトがありますが、ダ
ウンロードして使用した場合、著作権侵害
となるので利用してはいけません。また、
こういうサイトを発見した場合は、サイト
の管理者もしくは本学教職員に届け出てく
ださい。

６．不正アクセス…他人のユーザー ID・パス
ワードを使用し、本学のパソコンや他のプ
ロバイダーに侵入した場合、不正アクセス
禁止法違反として窃盗と同様の犯罪として
扱われます。また、自分のパスワードを他
人に漏らし、それを悪用された場合、道義
的責任を追求されますので、自分のパス
ワードの守秘には注意を払いましよう。

７．ファイル共有ソフト…不特定多数の人と
データを交換・共有するソフトウェアによ
る犯罪行為発生を防ぐため、交換・共有す
るファイルの内容に関係なく、学内 LAN
での WinMX と Winny の使用を全面的に
禁止します。また、両ソフトウェアと同種
のその他のファイル交換・共有ソフトウェ
アも禁止します。

８．その他…メール爆弾や SPAM のような明
らかに相手に迷惑を掛ける行為は損害賠償
請求の対象になります。

※インターネットを利用している時は、相手の
姿は見えなくても、人間同士のコミュニケー
ションを行っていることになります。一般社
会と同じように、マナーを心がけて利用して
ください。
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福岡工業大学短期大学部学則
第１章　総　則
第１節　目　的
（目的）
第１条　本学は、教育基本法および学校教育法

に基づき、深く専門の学芸を教授研究
し、職業または実際生活に必要な能力を
育成することを目的とする。

（自己評価等）
第１条の２　教育研究水準の向上を図り、本学

の目的および社会的使命を達成するた
め、教育研究活動等の状況について自ら
点検および評価を行う。

　　２　実施方法については、別に定める。

第２節　組　織
（学科および学生定員）
第２条　本学に、情報メディア学科を置く。
　　２　前項の学科の学生定員は、次のとおり

とする。
学　科　名 入学定員 収容定員

情報メディア学科 160 人 320 人

計 160 人 320 人

（教育研究上の目的）
第２条の２　情報メディア学科は、情報教育を

中心とした教育プログラムにより、高度
に IT 化された社会における即戦力とな
る情報活用能力を身に付けた人材の育成
に加え、社会の構成員として力強く生き
ていくためのリテラシーを身に付けた人
材を養成することを目的とする。特に情
報活用能力は、コンピュータやプログラ
ミング、情報メディアに関する知識の修
得および実践的な取り扱い方を身に付
け、リテラシーは社会科学や自然科学の
基礎知識及びコミュニケーション力を身
に付けることを目的とする。

（図書館）
第３条　本学に、附属図書館を置く。

　　２　附属図書館に関する規程は、別に定め
る。

（教育研究施設）
第４条　本学に、次の教育研究施設を置く。

名　　　称 目　　　　的

総合メディアセンター 情報処理関連施設を管理運用
し、教育と研究に資する。

（教務部・学生部）
第５条　本学に、教務部および学生部を置く。

第３節　職員の種類
（職員の種類）
第６条　本学に、学長、教授、准教授、講師、

助教、事務職員および技術職員を置く。
　　２　教育研究の円滑な実施に必要な業務を

行うために、助手を置くことができる。

第４節　教授会
（構成）
第７条　本学に、教授会を置く。
　　２　教授会は、学長、専任の教授、准教授、

講師および助教で構成する。
（審議事項および運営）
第８条　教授会は学長が次に掲げる事項につい

て決定を行うに当たり意見を述べるもの
とする。

　　　⑴　学生の入学、卒業および課程の修
了

　　　⑵　学位の授与
　　　⑶　前２号に掲げるもののほか、教育研

究に関する重要な事項で、教授会の
意見を聴くことが必要なものとして
学長が定めるもの

　　２　教授会は、前項に規定するもののほ
か、学長等の求めに応じ、意見を述べる
ことができる。

　　３　教授会に関し、必要な事項は福岡工業
大学短期大学部教授会規程により定め
る。

学　則
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第５節　学年、学期および休業日
（学年）
第９条　学年は４月１日に始まり、翌年３月

31日に終わる。
（学期）
第10条　学年を次の二期に分ける。
　　　　　前　期　　４月１日から９月30日ま

で
　　　　　後　期　　10月１日から翌年３月

31日まで
（休業日）
第11条　休業日は次のとおりとする。
　　　⑴　日曜日
　　　⑵　国民の祝日に関する法律（昭和23

年法律第178号）に規定する休日
　　　⑶　本学の開学記念日　11月５日
　　　⑷　春季休業　３月21日から４月10日
　　　　　　　　　　まで
　　　⑸　夏季休業　８月１日から９月30日
　　　　　　　　　　まで
　　　⑹　冬季休業　12月25日から翌年１月
　　　　　　　　　　９日まで
　　２　学長は、必要があるとき前項の休業日

を臨時に変更することができる。
　　３　学長は、第１項に定める休業日のほか

に臨時の休業日を定めることができる。

第２章　学　科
第１節　修業年限等
（修業年限）
第12条　学科の修業年限は、２年とする。
（在学年限）
第13条　学生は、４年を超えて在学することが

できない。
　　　　ただし、第19条第１項の規定により

入学した学生は、同19条第２項により
定められた在学すべき年数の２倍に相当
する年数を超えて在学することができな
い。

第２節　入　学
（入学の時期）
第14条　入学の時期は、学年の始めとする。
　　２　特別の必要があり、教育上支障がない

ときは、入学の時期を学期の始めとする
ことができる。

（入学の資格）
第15条　本学に入学することのできる者は、次

の各号の一に該当する者とする。
　　　⑴　高等学校を卒業した者
　　　⑵　通常の課程により12年の学校教育

を修了した者
　　　⑶　外国において、学校教育における

12年の課程を修了した者またはこ
れに準ずる者で文部科学大臣の指定
した者

　　　⑷　文部科学大臣が高等学校の課程に相
当する課程を有するものとして認定
した在外教育施設の当該課程を修了
した者

　　　⑸　文部科学大臣の指定した者
　　　⑹　文部科学大臣が行う高等学校卒業程

度認定試験に合格した者
　　　⑺　その他本学において、相当の年齢に

達し高等学校を卒業した者と同等以
上の学力があると認めた者

（入学の出願）
第16条　本学に入学を志願する者は、入学願書

に所定の検定料および別に定める書類を
添えて、指定の期日までに願い出なけれ
ばならない。

（入学者の選考）
第17条　前条の入学志願者については、別に定

めるところにより、教授会の議を経て選
考を行う。

（入学手続きおよび入学許可）
第18条　前条の選考の結果に基づき合格の通知

を受けた者は、指定の期日までに、誓約
書その他所定の書類を提出するととも
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に、所定の入学金を納入しなければなら
ない。

　　２　学長は、前項の入学手続きを完了した
者に入学を許可する。

（転入学）
第19条　他の短期大学に１年以上在籍し、卒業

または退学した者で、本学に入学を志願
する者があるときは、欠員のある場合に
限り、選考の上、相当年次に入学を許可
することがある。

　　２　前項の規定により、入学を許可された
者の既に履修した授業科目および単位数
の取扱い並びに在学すべき年数について
は、教授会の議を経て、学長が決定する。

第３節　休学、復学、転学、留学、退学、除籍
および再入学

（休学）
第20条　疾病等によるやむを得ない理由によ

り、４ヵ月以上修学することができない
者は、学長の許可を得て休学することが
できる。

　　２　疾病のため修学することが適当でない
と認められる者については、学長は休学
を命ずることができる。

（休学期間）
第21条　休学期間は１年以内とする。ただし、

特別の理由がある場合は、１年を限度と
して休学期間の延長を認めることができ
る。

　　２　休学期間は、通算して２年を超えるこ
とができない。

　　３　休学期間は、第13条の在学期間に算
入しない。

（復学）
第22条　休学期間中に、その理由が消滅したと

きは、学長の許可を得て復学することが
できる。

（転学）

第23条　他の短期大学または大学への入学また
は転入学を志願しようとする者は、学長
の許可を受けなければならない。

（留学）
第24条　外国の大学または短期大学で学修する

ことを志願する者は、学長の許可を得て
留学することができる。

　　２　前項の許可を得て留学した期間は、１
年を限度として第37条に定める在学期
間に含めることができる。

（退学）
第25条　退学しようとする者は、学長の許可を

受けなければならない。
（除籍）
第26条　次の各号の一に該当する者は、教授会

の議を経て学長が除籍する。
　　　⑴　授業料その他の納入金の納入を怠

り、督促してもなお納入しない者
　　　⑵　第13条に定める在学年数を超えた

者
　　　⑶　第21条に定める休学期間を超え

て、なお修学できない者
　　　⑷　死亡または長期にわたり行方不明の

者
（再入学）
第27条　第25条および第26条第１号の規定に

より退学し、または除籍された者につい
ては、本人の再入学願い出により、教授
会の議を経て、学長がこれを許可する。

第４節　教育課程および履修方法等
（教育課程および授業科目）
第28条　教育課程は、各授業科目を必修科目お

よび選択科目に分け、各年次に配分して
編成する。

　　２　授業科目は、一般教育科目および専門
教育科目に分ける。

　　３　授業科目の種類および必修または選択
科目別、並びに単位数等は、別表１のと
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おりとする。
（授業の方法）
第28条の２　授業は講義、演習、実験、実習も

しくは実技のいずれかによりまたはこれ
らの併用により行うものとする。

　　２　前項の授業は、多様なメディアを高度
に利用して、当該授業を行う教室等以外
の場所で履修させることができる。

（単位の計算方法）
第29条　授業科目の単位の計算方法は、１単位

の学修時間を教室内および教室外を合わ
せて45時間とし、次の基準によるもの
とする。

　　　⑴　講義および演習は、15時間の授業
をもって１単位とする。

　　　⑵　実験、実習および実技は、30時間
の授業をもって１単位とする。

（１年間の授業期間）
第30条　一年間の授業を行う期間は、定期試験

等の期間を含め、35週にわたることを
原則とする。

（履修）
第31条　学生は、別に定める履修要項にした

がって履修しなければならない。
（単位の授与）
第32条　授業科目を履修し、その試験に合格し

た学生には、所定の単位を与える。ただ
し、卒業研究、実験、実習、実技および
演習等の授業科目については、試験以外
の方法で、学修の成果を評価して単位を
与えることができる。

（本学以外の短期大学または大学における授業
科目の履修等）
第33条　教育上有益と認めるときは、学生が他

の短期大学または大学において履修した
授業科目で修得した単位を、本学での授
業科目の履修により修得した単位とみな
し、30単位を限度として、教授会の議
を経て卒業の要件とする単位として認め

ることができる。
　　２　前項の規定は、学生が外国の短期大学

または大学に留学する場合にも準用す
る。 

（短期大学または大学以外の教育施設等におけ
る学修）
第34条　教育上有益と認めるときは、短期大学

または高等専門学校の専攻科における学
修その他文部科学大臣が別に定める学修
を、本学における授業科目の履修とみな
し、教授会の議を経て、単位を与えるこ
とができる。

　　２　前項の規定により修得した授業科目の
単位については、前条第１項および第２
項により認められた単位数と合わせて
30単位を超えないものとする。

（入学前の既修得単位等の認定）
第35条　教育上有益と認めるときは、学生が本

学に入学する前に短期大学または大学に
おいて履修した授業科目および修得した
単位について、教授会の議を経て、卒業
の要件となる授業科目および単位として
認定することができる。

　　２　前項の規定により認定できる単位は、
30単位を超えないものとする。

　　　　但し、前第33条、第34条により修得
した単位数と合わせるときは、45単位
を超えないものとする。

（成績の評価）
第36条　授業科目の試験の成績は、優、良、可

および不可の４段階をもって表示し、
優、良、および可を合格とする。但し、
教育上有益と認めるときは、優の上位に
秀を設けることができる。

（試験等における不正行為の成績評価措置）
第36条の２　成績評価に関わる試験等の不正行

為の措置に関して、必要事項は別に定め
る。
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第５節　卒業および学位授与
（卒業）
第37条　本学の学科に２年（第19条第１項お

よび第27条の規定により入学した学生
については、それぞれ定められた在学す
べき年数）以上在学し、別表１に定める
ところにより所定の授業科目を履修し、
次に掲げる単位数を含め合計62単位以
上を修得した学生については、教授会の
議を経て、学長が卒業を認定する。

　　　⑴　一般教育科目は、必修科目の全部を
含め合計14単位以上

　　　⑵　専門教育科目は、必修科目の全部を
含め合計32単位以上

（学位授与）
第38条　前条で卒業を認定した者については、

教授会の議を経て、学長が短期大学士の
学位を授与し、「卒業証書・学位記」を
交付する。

第３章　通　則
第１節　賞　罰
（表彰）
第39条　表彰に価する行為があった学生は、学

長が表彰することができる。
（懲戒）
第40条　本学の規則に違反し、または学生とし

ての本分に反する行為をした者は、教授
会の議を経て、学長が懲戒する。

　　２　前項の懲戒の種類は、退学、停学およ
び訓告とする。

　　３　前項の退学は、次の各号の一に該当す
る者に対して行う。

　　　⑴　性行不良で改善の見込みがない者
　　　⑵　正当の理由がなく出席状況の著しく

悪い者
　　　⑶　本学の秩序を乱し、その他学生とし

ての本分に著しく反した者

第２節　厚生施設
（学生寮）
第41条　本学に学生寮を置く。
　　２　学生寮に関し必要な事項は、別に定め

る。

第３節　研究生、科目等履修生および外国人留
学生

（研究生）
第42条　本学において、特定の専門事項につい

て研究することを志願する者があるとき
は、本学の教育研究に支障のない場合に
限り、選考の上、研究生として入学を許
可することがある。

　　２　研究生を志願することのできる者は、
短期大学を卒業した者またはこれと同等
以上の学力があると認められた者とす
る。

　　３　研究期間は、１年とする。ただし、特
別の理由がある場合は、その期間を更新
することができる。

　　４　研究生に関し、必要な事項は、別に定
める。

（科目等履修生）
第43条　本学において、一または複数の授業科

目を履修することを志願する者があると
きは、本学の教育に支障のない場合に限
り、選考の上、科目等履修生として入学
を許可することがある。

　　２　科目等履修生は、学期毎に許可する。
　　３　科目等履修生に対する単位の授与につ

いては、第32条の規定を準用する。
　　４　前各項に定めるほか、科目等履修生に

関し、必要な事項は、別に定める。
（外国人留学生）
第44条　外国人で、短期大学において教育を受

ける目的をもって入国し、本学に入学を
志願する者があるときは、選考の上、外
国人留学生として入学を許可することが
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ある。
　　２　外国人留学生に関し、必要な事項は、

別に定める。

第４節　検定料、入学金および授業料等
（授業料等）
第45条　学生は、授業料等（以下この節におい

て、施設設備費、実験実習費、図書費お
よび学生厚生費を含む。）を納入しなけ
ればならない。

（検定料、入学金および授業料等の額）
第46条　本学の検定料、入学金および授業料等

の額は、別表２のとおりとする。
（授業料等の徴収）
第47条　授業料等は、年額の２分の１ずつを次

の２期に分けて徴収する。

区　　　分 納　　　期

前期（４月１日から９月30日まで） ４月20日まで

後期（10月１日から翌年３月31日まで） ９月20日まで

（休学期間中の授業料等）
第48条　休学を許可された者の授業料等は、休

学した月の翌月から復学した月の前月ま
での額を免除する。

（退学、除籍および停学の場合の授業料等）
第49条　前期または後期の中途で退学し、また

は除籍された者の授業料等は、当該期分
を徴収する。

　　２　停学期間中の授業料等は、徴収する。
（授業料等の免除および徴収の猶予）
第50条　経済的理由によって納入が困難であ

り、かつ学業優秀と認められる場合また
はその他やむを得ない事情があると認め
られる場合は、授業料等の全部若しくは
一部を免除し、または徴収を猶予するこ
とがある。

　　２　奨学生制度については、別に定める。
（研究生および科目等履修生の検定料、入学金
および授業料等）

第51条　研究生および科目等履修生の検定料、
入学金および授業料等については、別に
定める。

（納入した授業料等）
第52条　既納の検定料、入学金および授業料等

は、返納しない。

第５節　公開講座
（公開講座）
第53条　社会人の教養を高め、文化の向上に資

するため、本学に公開講座を開設するこ
とがある。

第６節　その他
第54条　この学則の改正は、教授会の議を経な

ければならない。

附　則
（省略）
　この学則は、令和６年４月１日から施行する。
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別表１　学則第28条第３項にかかわる授業科目の種類および必修または選択科目の別ならびに単位数等
１　一般教育科目　　　　　　　　　　　

科目
分類 授業科目の種類 必修または

選択の別 単位数 備　　　考

初
年
次
科
目

入門ゼミナール 必修 1

基礎ゼミナール 〃 1

体育 選択 2

健康科学 〃 2

外
国
語
科
目

英語会話 A 選択 2

英語会話 B 〃 2

実用英語 A 〃 2

実用英語 B 〃 2

中国語Ⅰ 〃 2

中国語Ⅱ 〃 2

海外語学演習 〃 2

キ
ャ
リ
ア
科
目

人間関係論 選択 2

キャリア発達論 〃 2

ビジネス実務とマナー 〃 2

進路設計ⅠＡ 必修 1

進路設計ⅠＢ 〃 1

進路設計ⅡＡ 〃 1

進路設計ⅡＢ 〃 1

インターンシップ 選択 1

海外事情 〃 1

自
然
科
学
科
目

線形代数Ⅰ 選択 2

微分積分学Ⅰ 〃 2

線形代数Ⅱ 〃 2

微分積分学Ⅱ 〃 2

数学演習 〃 2

物理学Ⅰ 〃 2

物理学Ⅱ 〃 2

統計学 〃 2

人
文
・
社
会
科
学
科
目

経済と社会 選択 2

現代社会論 〃 2

日常生活と法律 〃 2

九州学 〃 2

日本国憲法 〃 2

日本語表現法 〃 2
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２　専門教育科目
　（情報メディア学科）

科目
分類 授業科目の種類 必修または

選択の別 単位数 備　　　考

基
礎

科
目

情報処理概論 必修 2
情報処理演習Ⅰ 〃 2

基
幹
科
目

プログラミング基礎 選択 2
マルチメディア概論 〃 2
情報数学 〃 2
プログラミングⅠ 〃 2
グラフィック処理演習 〃 2
情報処理演習Ⅱ 〃 2
情報科学 〃 2
オペレーティングシステム 〃 2

展
開
科
目

電気電子基礎 選択 2
論理回路 〃 2
コンピュータネットワーク 〃 2
コンピュータアーキテクチャ 〃 2
デジタル回路 〃 2
電気回路 〃 2
電子回路 〃 2
電子情報実験 〃 2
データベース概論 〃 2
プログラミングⅡ 〃 2
プログラミング特論（C 言語） 〃 2
イノベーション実践Ⅰ 〃 2
イノベーション実践Ⅱ 〃 2
ICT 通論 〃 2
ソフトウェア工学 〃 2
データ構造Ⅰ 〃 2
データ構造Ⅱ 〃 2
情報セキュリティ 〃 2
データサイエンス基礎 〃 2
人工知能基礎 〃 2
デジタルデザイン 〃 2
マルチメディア演習 〃 2
DTP 演習 〃 2
経営学概論 〃 2
CG 概論 〃 2
CG 演習 〃 2
CG アニメーション 〃 2
メディア制作演習 〃 2
色彩情報論 〃 2
メディア通論 〃 2
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科目
分類 授業科目の種類 必修または

選択の別 単位数 備　　　考

展
開
科
目

情報処理演習Ⅲ 選択 2

情報処理演習Ⅳ 〃 2

プレゼンテーション演習 〃 2

データサイエンス実践 〃 2

人的資源管理論 〃 2

消費者行動論 〃 2

基礎簿記 〃 2

P
B
L
科
目

組込みシステム開発 選択 2

ネットワーク構築実践 〃 2

スマートフォンアプリ開発 〃 2

ソフトウェア開発 〃 2

ゲームソフトウェア開発 〃 2

Web アプリケーション開発 〃 2

コンピュータシミュレーション実践 〃 2

AI プログラミング実践 〃 2

数学教育研究 〃 2

メディアアート実践 〃 2

デザイン実践 〃 2

ビジネスプラン実践 〃 2

ユニバーサルデザイン実践 〃 2

映像制作 〃 2

Web デザイン実践 〃 2

デジタルアーカイブ実践 〃 2

マーケティング実践 〃 2
卒
業
研
究

科
目 卒業研究 選択 2
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別表２　学則第46条にかかわる検定料、入学金および授業料等
１−１　検定料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

学校推薦型選抜・自己推薦選抜
・一期Ａ・一期Ｂ・二期、各検定料 共通テスト利用選抜（前期・中期・後期）、各検定料

25,000 10,000

１−２　検定料併願割引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

一期Ａ・Ｂを併せて受験する場合の検定料 一期Ａ・Ｂと共通テスト利用選抜（前期）
を併せて受験する場合の検定料

25,000 33,000

併願割引は、同時出願の場合にのみ適用する。

２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

入学金 授業料 施設設備費 実験実習費 図書費 学生厚生費

170,000 670,000 160,000 100,000 5,000 15,000
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別表

第
　
　
　
　
　
号

　
　
卒
業
証
書
・
学
位
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名

　
短
大
印
　
　
　
　 

○ 

○ 

　
　 

年
　
　
　
月
　
　
　
日 

生

本
学
所
定
の
課
程
を
修
め
て
本
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を

認
め
、
短
期
大
学
士
（
情
報
工
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る

　
　
○
○
　
　
年
　
　
月
　
　
日

福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部
学
長
　
　
氏
名
　
　
　
　
　
印

（目的）
第１条　この規程は、学則第38条の規定に基

づき、福岡工業大学短期大学部（以下「本
学」という。）が授与する学位について
必要な事項を定めることを目的とする。

（付記する専攻分野）
第２条　本学において授与する学位は短期大学

士とし、付記する専攻分野の名称は情報
工学とする。

（学位授与の要件）
第３条　短期大学士の学位は、学則37条の規

定に基づき、卒業を認定された者に授与
する。

（学位の授与）
第４条　学位の授与は、教授会の議を経て、学

長が行う。
　　２　学位記様式は、別表のとおりとする。

（学位の名称）
第５条　本学の学位を授与された者が、その学

位の名称を用いるときは、「福岡工業大
学短期大学部」と付記するものとする。

（学位授与の取消）
第６条　学長は、学位を授与された者が、不正

の方法により学位の授与を受けた事実が
判明したとき、またはその名誉を汚辱す
る行為があったときは、教授会の議を経
て当該学位を取り消すことができる。

　　２　学長は、前項の規定に基づき当該学
位を取り消したときは、学位記を返還さ
せ、かつ、その旨を公表するものとする。

（規程の改廃）
第７条　この規程の改廃は、教授会の議を経る

福岡工業大学短期大学部学位
（短期大学士）規程

ものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成17年11月17日から施行す

る。
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　本要項は、福岡工業大学短期大学部学則（以
下「学則」といいます。）第31条の規定に基づ
いて福岡工業大学短期大学部における教育課程
および履修方法等について必要な事項を定めま
す。

１　履修課程表
　　１）学生は、原則として別表１に掲げる履

修課程表（カリキュラム）に従って履
修し、所定の卒業要件単位（別表１）
を修得しなければいけません。

２　授業科目の種類および分類
　　１）授業科目は、別表１のとおり定められ

ています。授業科目には、必修、選択
必修と選択の３種類あります。それぞ
れの意味については、用語集を参考に
してください。

　　２）別表１とは別に、以下の種類の課外講
座を実施します。課外講座には単位が
付与されません。

　　　　⑴　就職支援講座：就職希望者の支援
を目的として適宜実施される課外
講座です。

　　　　⑵　編入支援講座：国公立大学、福工
大の３学部、その他私立大学への
編入学希望者の支援を目的として
適宜実施される課外講座です。

　　３）授業科目は、その授業が行われる時期
によって次のように分類されます。

　　　　⑴　前期科目：前期開講、前期修了科目
　　　　⑵　後期科目：後期開講、後期修了科目
　　　　⑶　通年科目：１年間の継続開講科目
　　　　⑷　集中講義科目：時期的に集中開講

される科目

３　授業時間割
　　１）授業は、別途配布される授業時間割に

沿って行われます。授業時間割は各学
年の前・後期において編成されます。

　　２）授業時間は、次のとおりです。
　　　　１時限　 9：00～10：30
　　　　２時限　10：40～12：10
　　　　３時限　13：00～14：30
　　　　４時限　14：40～16：10
　　　　５時限　16：20～17：50

４　履修登録
　　１）履修登録とは、当該年度（前期・後期・ 

通年・集中）に開講される授業科目の
うち、履修しようとするすべての科目
について登録することです。

　　２）１年間に履修登録できる単位数は最大
46単位です。ただし、履修上限の対
象とならない科目や、教育的配慮から
履修上限の例外を認めることがありま
す。詳細は学生便覧の「CAP 制につ
いて」を確認してください。

　　３）１年生が２年生の授業を履修すること
はできません。２年生は単位未修得の
１年生の授業を履修できます。

　　４）履修しようとする授業科目は、決めら
れた期間内に履修登録システムから各
自履修登録を行ってください。

　　５）履修登録が未完了の場合、原則として
授業および定期試験を受けることがで
きません。

　　６）先履修科目を履修し合格しなければ、
原則としてその先履修科目に続く右表
右側の１年または２年の科目（以下、
「後履修科目」という）を履修するこ
とはできません。これを「先履修制度」
と言います。

履修要項
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学年
学期 先履修科目 学年

学期 後履修科目

１年
前期 電気電子基礎

１年
後期 電気回路

２年
前期 電子回路

２年
後期 電子情報実験

１年
前期 プログラミング基礎

１年
後期 プログラミングⅠ

１年
後期

プログラミング特論
（Ｃ言語）

２年
前期 データ構造Ⅱ

１年
後期 プログラミングⅠ ２年

前期 プログラミングⅡ

１年
後期

イノベーション
実践Ⅰ

２年
前期

イノベーション
実践Ⅱ

１年
後期 データ構造Ⅰ ２年

前期 データ構造Ⅱ

２年
前期 CG演習 ２年

後期 CGアニメーション

　　７）海外語学演習・海外事情・インターン
シップの履修登録は、上記とは別の時
期に行われますのでその説明会および
登録期日等は掲示に注意してくださ
い。

５　履修登録科目の変更
　履修登録科目の変更は、定められた期間のみ
認められます。

６　受講者人数の制限
　授業科目によっては、受講者人数が制限され
ることがあります。

７　開講中止ならびに開講日および担当教員の変更
　　１）授業科目の開講にあたり、受講者が

10人に満たないときおよび不測の事
態が発生したときは、当該科目が当該
年度または当該期に開講されないこと
があります。

　　２）不測の事態により開講または継続がで
きなくなった授業科目については、開
講日（集中講義を含む）あるいは担当
教員等を変更されることがあります。

８　出席時間数
　授業科目の単位を修得するためには、原則と
してその授業科目の総授業時間数の３分の２以
上出席していなければなりません。

９　学期末試験
　　１）学期末試験（以下「試験」）は、原則

として各学期末（16週目）に授業時
間割と同じ日程（曜日・時限）で行わ
れます。ただし、別日程で実施される
場合がありますので、注意してくださ
い。

　　２）試験は、原則として筆記試験で行われ
ますが、レポート、実技、口頭試験等
で行われることもあります。

　　３）次のいずれかに該当する人は、試験を
受けることができません。

　　　　⑴　試験を受けようとする授業科目の
履修登録（再履修を含む）をして
いない。

　　　　⑵　当期分の授業料等を納入していな
い。

　　　　⑶　休学中または停学中。
　　　　⑷　受験に際して学生証を携帯してい

ない。
　　　　　　ただし、学生証を忘れた場合は、

証明書発行機で仮学生証を発行し
た上で、受験することができます。

　　　　⑸　授業開始チャイムから20分を超
える遅刻。

　　４）その他試験を受けるときは、次の各項
に留意してください。

　　　　⑴　必ず指定された教室で指定または
指示された席で受けてください。

　　　　⑵　学生証は、机の番号の横に置いて
ください。

　　　　⑶　机の中にノート、教科書等を入れ
ないようにしてください。

　　　　⑷　途中退室は実際の試験開始30分
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以降、監督者が認めた場合としま
す。

　　　　⑸　答案用紙は、裏返しにして退室し
てください。

　　　　⑹　答案用紙の持ち帰りは、原則とし
て禁止しています。

　　　　⑺　すべて監督の指示に従ってくださ
い。

　　　　⑻　試験終了後、答案の回収が終わる
まで、次の時間の人の入室はでき
ません。

　　　　⑼　試験時間中に廊下で待機すること
はできません。

　　　　⑽　携帯電話等の通信機器は、電源を
入れた状態で試験室に持ち込むと
不正行為とみなされます。必ず電
源を切り、カバンにしまってくだ
さい。

10　不正行為における成績評価措置
　不正行為を行った学生は、当該学期に評価さ
れる全履修科目を０点、または不正行為が行わ
れたと認定された科目を０点とします。

11　特別テスト
　不測の事態がおきた場合や止むを得ない理由
で学期末試験を受けられなかった学生に対し、
教務委員会の判断で再度実施される試験を特別
テストと呼びます。
　　
12　試験の合否発表
　　１）各期の個人別学業成績は、指定期日に

myFIT より閲覧できます。
　　２）各科目の合否は、次のように表示され

ます。
　　　　秀・優・良・可・認（合格）、不（再履修）

13　再履修
　　１）不合格になった科目は、再履修するこ

とができます。ただし、一部担当教員
の許可が必要な科目がありますので、
注意してください。

　　２）当該年度に再履修しようとする授業科
目が開講されなかったときおよび廃止
されたときは、指定された代替科目を
履修してください。

　　３）１年生の科目を受けようとする２年生
は、各学期の履修登録期間に、２年生
科目と併せて再履修科目として履修し
てください。

14　成績の評価
　　１）授業科目の成績は、次の基準により評

価され、秀・優・良・可・認が合格、
不可は不合格となります。

　　　　⑴　秀 　　100点～90点
　　　　⑵　優　 89点～80点
　　　　⑶　良　 79点～70点
　　　　⑷　可　 69点～60点
　　　　⑸　認　　　認定
　　　　⑹　不可（再履修）　59点～ 0点
　　　　⑺　入門ゼミナール、基礎ゼミナール

（必修）、進路設計Ⅰ A・Ⅰ B・
Ⅱ A・Ⅱ B（必修）、海外事情、
および海外語学演習についての評
価は「認」で表示されます。

　　　　⑻　体育の単位認定において病院等で
の診断書により運動を禁止された
学生については、見学およびレ
ポート等の評価により「認」で表
示されることがあります。

　　２）合格した科目は、単位が認定され、学
業成績証明書には、秀・優・良・可お
よび認で表示されます。ただし、不合
格となった科目については、単位が認
定されず、同証明書には、何の表示も
されません。
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15　修得単位の変更
　修得単位の取消および更新は、原則として認
められません。

16　進級および留年並びに退学勧告
　　１）１年生から２年生に進級するには、次

の条件を満たさなければなりません。
　　　　⑴　最低30単位修得していること
　　　　⑵　必修科目の未修得科目が３科目以

下であること
　　２）２年生で卒業要件である62単位以上

の単位を修得できなかったときおよび
必修科目のうち１科目でも修得できな
い科目があったときは、留年となりま
す。

　　３）正当な理由がなく、次のいずれかに該
当する人は、事情聴取のうえ退学を勧
告されることがあります。

　　　　⑴　受講すべき全授業科目の出席時間
数が３分の２に満たない人

　　　　⑵　各学年において修得単位が著しく
少ない人

　　　　⑶　各学年において累積 GPA が著し
く低い人

17　単位互換協定に基づく科目認定
　単位互換協定により、福岡工業大学と放送大
学の２大学で単位修得ができます。単位を修得
した場合については、学則第33条第１項が適
用され、卒業要件単位として充当します。
　　１）福岡工業大学
　　　　編入学を目的として、大学の授業科目

の履修および単位の修得を希望し、履
修を許可されれば、「科目等履修生」
として福岡工業大学の授業科目（福岡
工業大学単位互換科目）が受講できま
す。なお、受講し、修得した単位は、
次のように取り扱われます。

　　　　⑴　福岡工業大学の授業科目区分に従
い、「教養力育成科目」、「専門基
礎科目」もしくは「専門教育科目」
として福岡工業大学の単位として
認められます。

　　２）放送大学
　　　　放送大学の科目のうち、基盤科目につ

いて「特別聴講学生」として、次の要
領で履修することができます。

　　　　⑴　希望する学生は所定の「特別聴講
学生出願票」がありますので短大
事務室に申し出てください。

　　　　
18　福岡工業大学短期大学部科目等履修生
　本学が開講している講義を受講し修了した生
徒が本学に入学した場合、受講した講義科目に
おいて単位が付与されます。

19　海外語学研修等の単位認定
　本学の指定する海外の大学等において一定期
間語学研修を受け、その評価に応じて、「海外
語学演習」２単位または「海外事情」１単位を
付与します。

20　長期休暇利用特別講座
　長期休暇（夏休みと春休み）を利用して、編
入対策、その他の講座が開講される場合があり
ます。開講される講座は長期休暇の始まる前に
実施方法等の説明がありますので、担当教員の
指示に従い受講してください。

21　付　記
（省略）
　本要項は、令和５年４月１日から実施します。
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別表１　2024年度　履修課程表（カリキュラム）
　　　【卒業要件単位】

区　分 単位数 備　　考

一般教育科目 14単位以上 必修、選択必修を含む

専門教育科目 32単位以上 必修、選択必修を含む

計 62単位以上 上記の一般教育科目・専門教育科目の単位を満たしたうえで、福岡工業大学単位互換科目・
放送大学科目で修得した単位が卒業要件単位として加算される

　　　【一般教育科目】

科目
分類 授業科目名

履修年次・期および単位数
必修または
選択の別 備考1年 2年

前期 後期 前期 後期

初
年
次
科
目

入門ゼミナール 1 必修

基礎ゼミナール 1 必修

体育 2☆ 2☆ 選択 ☆印はいずれかの期で履修
可能健康科学 2☆ 2☆ 選択

外
国
語
科
目

英語会話 A 2 選択必修

※選択必修：6科目の
中から2科目以上選
択し、単位を取得す
ること

英語会話 B 2 選択必修

実用英語 A 2 選択必修

実用英語 B 2 選択必修

中国語Ⅰ 2 選択必修

中国語Ⅱ 2 選択必修

海外語学演習 2★ 2★ 2★ 選択

キ
ャ
リ
ア
科
目

人間関係論 2 選択

　

キャリア発達論 2 選択

ビジネス実務とマナー 2 選択

進路設計ⅠＡ 1 必修

進路設計ⅠＢ 1 必修

進路設計ⅡＡ 1 必修

進路設計ⅡＢ 1 必修

インターンシップ 1 選択

海外事情 1★ 1★ 1★ 選択

自
然
科
学
科
目

線形代数Ⅰ 2 選択

微分積分学Ⅰ 2 選択

線形代数Ⅱ 2 選択

微分積分学Ⅱ 2 選択

数学演習 2 選択

物理学Ⅰ 2 選択

物理学Ⅱ 2 選択

統計学 2 選択

人
文
・
社
会
科
学
科
目

経済と社会 2 選択

現代社会論 2 選択

日常生活と法律 2 選択

九州学 2 選択

日本国憲法 2 選択

日本語表現法 2 選択

★印はいずれかの期で履修可（ただし、２年次在籍の過年度生を除く）
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　　　【専門教育科目】

科目
分類 授業科目名

履修年次・期および単位数
必修または
選択の別 備考1年 2年

前期 後期 前期 後期

基礎 
科目

情報処理概論 2 必修
情報処理演習Ⅰ 2 必修

基
幹
科
目

プログラミング基礎 2 選択
マルチメディア概論 2 選択
情報数学 2 選択
プログラミングⅠ 2 選択
グラフィック処理演習 2 選択
情報処理演習Ⅱ 2 選択
情報科学 2 選択
オペレーティングシステム 2 選択

展
開
科
目

電気電子基礎 2 選択

　

論理回路 2 選択
コンピュータネットワーク 2 選択
コンピュータアーキテクチャ 2 選択
デジタル回路 2 選択
電気回路 2 選択
電子回路 2 選択
電子情報実験 2 選択
データベース概論 2 選択
プログラミングⅡ 2 選択
プログラミング特論（C 言語） 2 選択
イノベーション実践Ⅰ 2 選択
イノベーション実践Ⅱ 2 選択
ICT 通論 2 選択
ソフトウェア工学 2 選択
データ構造Ⅰ 2 選択
データ構造Ⅱ 2 選択
情報セキュリティ 2 選択
デジタルデザイン 2 選択
マルチメディア演習 2 選択
DTP 演習 2 選択
経営学概論 2 選択
CG 概論 2 選択
CG 演習 2 選択
CG アニメーション 　 2 選択
メディア制作演習 2 選択
情報処理演習Ⅲ 2 選択
情報処理演習Ⅳ 2 選択
プレゼンテーション演習 2 選択
データサイエンス実践 2 選択
人的資源管理論 2 選択
消費者行動論 2 選択
基礎簿記 2 選択
データサイエンス基礎 2 選択
人工知能基礎 2 選択
色彩情報論 2 選択
メディア通論 2 選択
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科目
分類 授業科目名

履修年次・期および単位数
必修または
選択の別 備考1年 2年

前期 後期 前期 後期

Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目

組込みシステム開発 2 選択
ネットワーク構築実践 2 選択
スマートフォンアプリ開発 2 選択
ソフトウェア開発 2 選択
ゲームソフトウェア開発 2 選択
Web アプリケーション開発 2 選択
コンピュータシミュレーション実践 2 選択
AI プログラミング実践 2 選択
数学教育研究 2 選択
メディアアート実践 2 選択
デザイン実践 2 選択
ビジネスプラン実践 2 選択
ユニバーサルデザイン実践 2 選択
映像制作 2 選択
Web デザイン実践 2 選択
デジタルアーカイブ実践 2 選択
マーケティング実践 2 選択

卒業研
究科目 卒業研究 2 選択
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第１章　総　則
第１条　本会は「福岡工業大学短期大学部学友会」と称

する。
第２条　本会は、本学の建学の精神に則り、学術の研究

と共に短大独自サークルの活動や各種行事を通じ
て会員相互の親睦を図り、明朗な学園を建設する
ことを目的とする。

第３条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事
業を行う。

　　　　⑴　全学的な行事への援助
　　　　⑵　福利厚生に関する事業
　　　　⑶　短大独自サークル活動への援助
　　　　⑷　その他目的達成に必要な事業
第４条　本会は、福岡工業大学短期大学部の学生および

教職員をもって組織する。

第２章　組織・役員
第５条　本会に次の役員を置く。その選出は各々次による。

◎会　長　…………　学生部長
◎評議員　…………　学生委員、クラブ顧問、

短大事務長
◎監　事　…………　クラス委員から１名、お

よび短大事務室より１名
◎クラス委員　……　各ゼミから学年毎の代表

１名
◎サークル委員　…　短大独自サークルの代表

（原則として部長等）
◎総務委員長　……　短大事務長
◎総務委員　………　クラス委員から８名、短

大事務室から２名、サークル委員
第６条　本会の役員の任務は、次のとおりとする。

◎会　長　…………　本会を代表し、会務を総
理する

◎評議員　…………　第３条の目的を達成させ
るための指導、助言を行う

◎監　事　…………　会の会計の監査をする
◎クラス委員　……　各ゼミの代表として本会

の発展に寄与する
◎サークル委員　…　短大独自サークルの代表

として本会の発展に寄与する
◎総務委員長　……　会の運営について、指導、

助言し、諸般の事務を掌理する
◎総務委員　………　年間を通して、会の会計

事務・会議録の作成・会議通知・課外活動へ
の助言・イベント実施時のサポート・ゼミ対
抗行事・学園祭その他のイベントの企画立案・
新規申請事業の審議等を行う

第３章　総務委員会
第７条　総務委員長は、総務委員会を必要に応じて招集

することができる。
第８条　総務委員会の議決には出席委員の過半数の賛成

を必要とし、可否同数の場合は、議長たる委員長
の決するところによる。

第４章　総　会
第９条　総会は総務委員長が招集し、毎年度６月末日ま

でに開催する。
第10条　総会は役員をもって構成する。
第11条　総会の議長は、会長がこれにあたる。会長に支

障ある場合は、総務委員長が代行する。
第12条　総会は過半数をもって成立する。ただし、委任

状による出席を認める。
第13条　総会の議決は、出席役員の過半数の賛成による。

可否同数の場合は、議長の決定による。
第14条　総会は、次の事項を審議する。

⑴　本会会則の改正
⑵　予算および決算
⑶　会費の決定
⑷　サークル（短大独自の部および同好会等）

の廃止
⑸　その他の重要事項

第５章　サークル（短大独自の部および同好会等）
第15条　学生会員は、文化活動を推進するため短大独自

の部あるいは同好会等を組織することができる。
⑴　部および同好会等は、本会の予算配分を受

けて活動することができる。
⑵　部および同好会等は、年度当初構成員名簿・

活動計画および前年度活動状況等を会長に
届け出なければならない。

⑶　新たに団体を結成する場合は、学生団体結
成願に顧問承諾書・構成員名簿および活動
計画書を添えて短大事務室に提出し、会長
の許可を受けなければならない。ただし構
成員は５名以上とする。

第６章　会計および会計監査
第16条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年

３月31日に終わる。
第17条　本会の経費は、学生会員の納入する会費、およ

び寄附金その他の援助金等をもってこれにあて
る。

第18条　サークル等に対する本会の経費の支出は、顧問
の承認を経て、総務委員（短大事務室）を経由し
て、総務委員長の承認を得る。

第19条　監事は、毎年年度会計監査を行う。

第７章　改　正
第20条　本会則の改正は総務委員会の審議を経て、総会

において出席役員の過半数の賛成を得なければな
らない。

第21条　本会学生会員の役員の任期は２年とし、交代は
７月１日にこれを行う。

附　則
　１．この会則は、平成24年４月１日から施行する。
　２．この会則は、平成25年４月１日改正

学友会会則
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（目的）
第１条　この要領は、福岡工業大学短期大学部学則（以

下「学則」という。）第46条並びに第51条の規
定に基づき学生の検定料、入学金および授業料等
の納入方法について定めるほか、証明書の発行そ
の他の手続きに必要な手数料について定めること
を目的とする。

（入学志願者の検定料）
第２条　福岡工業大学短期大学部（以下「本学」という。）

に入学を志願する者は、学則第46条に定める検
定料を納入しなければならない。

（入学金および授業料等の納入方法）
第３条　学生は､ 別表１に掲げる入学金および授業料等

を所定の期日までに納入しなければならない。た
だし、当該年度前の年度に入学または転入学した
学生の納入金は、従前のとおりとする。

　　２　授業料等は、学則第47条の規定に基づき別表
２のとおり納入しなければならない。

（督促、除籍予告、除籍並びに延納願）
第４条　入学後、所定の期日までに授業料等を納入しな

いときは、督促および除籍予告等の通知がなさ
れ、その上でなお納入しないときは、当該期末を
もって学則第26条第１号により除籍される。

　　２　前項の所定の期日までの納入について学生から
延納理由の申し出があり本学においてやむをえな
い事情があると認められたときは、納入期限内に
所定の延納願を提出することにより同期限から
３ヶ月以内の延納が認められることがある。

（休学者、退学者、除籍者および停学者の授業料等）
第５条　学則第21条による休学者、同第25条および同

第40条による退学者、同第26条による除籍者
並びに同第40条第２項による停学者の授業料等
は、学則第48条および第49条の規定による。

（再入学者の納入金）
第６条　学則第27条に基づき再入学を許可された者

は、再入学年度における入学検定料の額の再入学
金および当初入学年度の額の授業料等を納入しな
ければならない。

　　２　前項の再入学を許可された者のうち、学則第
26条第１号により除籍された者は、除籍となっ
た期の授業料等の未納金をあわせて納入しなけれ
ばならない。

（研究生および科目等履修生の納入金）
第７条　研究生および科目等履修生は、別表３に掲げる

納入金を所定の期日までに納入しなければならな
い。ただし、この納入金は、分納できない。

（証明書の発行その他手続きに必要な手数料）
第８条　証明書等の交付を受ける者およびその他諸手続

きをする者は、別表５に掲げる手数料を納入しな
ければならない。

　　２　前項の手続きを行う者は、原則として本学所定
の証紙を購入し諸願届書または申込書に貼付のう
え所管課に提出しなければならない。

（本要領の改正）
第９条　本要領の改正は、学長の提案により理事長が行

う。
附　則
　この要領は、令和２年４月１日から施行する。

別表１：第３条第１項にかかわる入学金および授業料等
（単位：円）

入学手続時 １　年　次 ２　年　次

入　学　金 170,000

授　業　料 670,000 670,000

施設設備費 160,000 160,000

実験実習費 100,000 100,000

図　書　費 5,000 5,000

学生厚生費 15,000 15,000

計 170,000 950,000 950,000

別表２：第３条第２項にかかわる授業料等の納入方法    
　（単位：円）

１　年　次 ２　年　次

分
納
額

第１期
（前期） 入 学 時：475,000 4月20日：475,000

第２期
（後期） 9月20日：475,000 9月20日：475,000

別表３：第７条にかかわる研究生および科目等履修生の
納入金

（単位：円）

種　別 検定料 入学金 授業料 備　　考

研究生 12,500 85,000 210,000 授業料は年額

科目等
履修生 12,500 85,000 21,000 授業料は１単位

につき

諸納入金取扱要領
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別表４：第８条にかかわる証明書の発行その他手続きに
必要な手数料

（単位：円）

種　　別 所管課 発行時期 金 額 備　　考

学生証再発行 情報基盤
センター 再発行時 500

研究生証・科
目等履修生証
を含む

仮学生証
情報基盤
センター
・学生課

そのつど 200 当日限り有効

在学証明書 短大
事務室 〃 200

推薦書
（就職用）

進路
相談課 〃 200

推薦書
（編入用）

短大
事務室 〃 200

調査書
（編入用） 〃 〃 200

学業成績
証明書 〃 〃 200

学業成績
証明書

（英文）
〃 〃 500

学業成績・
卒業見込
証明書

〃 〃 200

卒業見込
証明書 〃 〃 200

卒業見込
証明書

（英文）
〃 〃 500

卒業
証明書 〃 〃 200

卒業
証明書

（英文）
〃 〃 500

その他の
証明書・
申請書等

〃 〃 500

就職用
健康診断書 学生課 〃 200 定期健康診断

受診者のみ

◆　次の学校感染症に罹患した場合は学校保健安全法に
従い大学への出席（出校）停止とする。
１．第一種　エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、

痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブ
ルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフ
テリア、重症急性呼吸器症候群（病原体
が SARS コロナウィルスであるものに限
る。）

２．第二種　インフルエンザ、百日咳、麻疹（はしか）、
流行性耳下腺炎、風疹、水痘、咽頭結膜
熱、結核

３．第三種　コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌
感染症、腸チフス、パラチフス、流行性
角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の
感染病

４．上記の疾患の疑いがある場合及び第一種もしくは
第二種の感染症患者のある家に居住する場合は予
防処置の施行の状況その他の状況により大学への
出席（出校）を停止することがある。

◆　学校感染症による出席（出校）停止期間の基準は次
のとおりとする。
１．第一種　完全に治癒するまで
２．第二種　それぞれの感染症毎に次の期間とする。

ただし、校医及び他の医師の診断におい
て感染のおそれがないと認められたとき
はこの限りではない。

３．第三種　病状により校医及び他の医師の診断にお
いて感染のおそれがないと認められるま
での期間

イ ン フ ル エ ン ザ 発症した後5日を経過し、かつ、解熱し
た後２日を経過するまで

百日咳
特有の咳が消失するまで又は5日間の適
正な抗菌性物質製剤による治療が終了す
るまで

麻　疹 解熱後３日を経過するまで

流行性耳下線炎
（おたふくかぜ）

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現
した後5日を経過し、かつ、全身状態が
良好になるまで

風　疹 発疹が消失するまで

水　痘
（みずぼうそう） すべての発疹が痂皮化するまで

咽頭結膜熱
（プール熱）

主要症状が消退した後２日を経過するま
で

結　核 病状により学校医その他の医師において
感染のおそれがないと認めるまで

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により学校医その他の医師において
感染のおそれがないと認めるまで

学校保健安全法における
学校感染症の取扱



115

§8
――――

規
程
等

◆　学校感染症に罹患した場合は次の手続きにより、必
ず届け出るものとする。
１．発症時（疑わしい場合も含む）に短大事務室に電

話連絡する。（感染予防の観点から登校は控える。）
２．医療機関において診察を受ける。
３．治癒後、短大事務室に「学校感染症届出書」又は

薬剤情報提供文書（お薬の説明書）を添付し、「学
校感染症出席停止証明届」を提出する。
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氏　名 職　名 学　位 研究室

村山　理一 学長 博士
（工学） 本部棟２階

専任教員
〈情報メディア学科〉 （五十音順）

氏　名 職　名 学　位 担当科目 研究室

五十嵐　創 准教授 博士
（理学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室4

進路設計Ⅰ A
進路設計Ⅱ A
物理学Ⅰ
マルチメディア概論
プログラミング基礎
基礎ゼミナール
進路設計Ⅰ B
進路設計Ⅱ B
物理学Ⅱ
卒業研究

石田　琢朗 助教 修士 
（情報工学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室13

プログラミング基礎
データサイエンス基礎
基礎ゼミナール
ＡＩプログラミング実践
プログラミングⅠ
人工知能基礎
情報処理演習Ⅳ
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ
卒業研究

小田　誠雄 教授 博士 
（工学）

プログラミング基礎

B 棟5階
研究室15

入門ゼミナール
組込みシステム開発
データ構造Ⅰ
データ構造Ⅱ
プログラミング特論（Ｃ言語）
ＩＣＴ通論　
ネットワーク構築実践
ソフトウェア開発
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

上村　英男 准教授 修士 
（理学）

線形代数Ⅰ

B 棟5階
研究室19

入門ゼミナール
数学教育研究
線形代数Ⅱ
数学演習
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

教員名簿
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氏　名 職　名 学　位 担当科目 研究室

窪田　涼介 助教 博士 
（工学）

電気電子基礎

B 棟5階
研究室17

入門ゼミナール
デジタル回路
電子回路
コンピュータアーキテクチャ
論理回路
電気回路
コンピュータシミュレーション実践
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

曽　　　超 教授 理学修士

情報処理概論

B 棟5階
研究室18

入門ゼミナール
コンピュータネットワーク
Web アプリケーション開発
データベース概論
情報セキュリティ
情報処理演習Ⅳ
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

田中　泉 准教授 博士
（理学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室14

進路設計Ⅰ A
進路設計Ⅱ A
微分積分学Ⅰ
情報科学
基礎ゼミナール
進路設計Ⅰ B
進路設計Ⅱ B
微分積分学Ⅱ
情報処理概論
卒業研究

中山　紘喜 助教 博士
（工学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室6

進路設計Ⅰ A
進路設計Ⅱ A
情報数学
プログラミング基礎
基礎ゼミナール
進路設計Ⅰ B
進路設計Ⅱ B
統計学
プログラミングⅠ
卒業研究

橋本　恵子 准教授 博士 
（芸術工学）

情報処理演習Ⅰ

B 棟5階
研究室9

入門ゼミナール
プレゼンテーション演習
日本語表現法
ＤＴＰ演習
デジタルアーカイブ実践
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ
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氏　名 職　名 学　位 担当科目 研究室

平岡　茂夫 教授 博士 
（芸術工学）

マルチメディア演習

B 棟5階
研究室3

グラフィック処理演習
入門ゼミナール
ＣＧ演習
デザイン実践
ＣＧ概論
デジタルデザイン
メディア制作演習
映像制作
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

弘中　大介 准教授 博士 
（工学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室5

プログラミングⅡ
イノベーション実践Ⅱ
ゲームソフトウェア開発
プログラミングⅠ
オペレーティングシステム
イノベーション実践Ⅰ
ＩＣＴ通論　
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ
海外語学演習
海外事情

藤井　厚紀 教授 博士 
（情報学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室16

グラフィック処理演習
ユニバーサルデザイン実践
情報処理演習Ⅲ
プログラミングⅠ
情報処理演習Ⅱ
データサイエンス実践
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

矢野健太郎 准教授 博士 
（情報工学）

入門ゼミナール

B 棟5階
研究室8

プログラミングⅡ
イノベーション実践Ⅱ
スマートフォンアプリ開発
イノベーション実践Ⅰ
電子情報実験
ソフトフェア工学
ＩＣＴ通論　
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ

吉原　克枝 教授 修士 
（人間環境学）

人間関係論

B 棟5階
研究室7

人的資源管理論
消費者行動論
入門ゼミナール
キャリア発達論
マーケティング実践
基礎ゼミナール
卒業研究
進路設計ⅠＡ
進路設計ⅡＡ
進路設計ⅠＢ
進路設計ⅡＢ
インターンシップ
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補助教員
氏　名 担当科目 学年 学期

松尾　和代 人間関係論 1 前

非常勤講師
一般教育科目 （五十音順）

氏　名 担当科目 学年 学期

秋満　直人 経済と社会 2 前

井手　靖子 現代社会論 2 前

奥村　浩正 体育 1 後

窪田　　頌 九州学 2 後

木村　保博
日本国憲法 2 後

日常生活と法律 2 後

鈴木　康信 体育 1 前

D'Agostino
Anthony

英語会話Ａ 1 前

英語会話Ｂ 1 後

趙　雪　梅
中国語Ⅰ 2 前

中国語Ⅱ 2 後

西村　靖司
ビジネスプラン実践 2 前

Web デザイン実践 2 後

藤木　賢二

体育 1 前

健康科学 1 前

体育 1 後

健康科学 1 後

山賀　浩美
実用英語Ａ 2 前

実用英語Ｂ 2 後

山本　素子 ビジネス実務とマナー 1 後

専門教育科目 （五十音順）
氏　名 担当科目 学年 学期

織田　典之
ＣＧ演習 2 前

ＣＧアニメーション 2 後

南部　晃史
メディアアート実践 2 後

メディア通論 2 後

境　浩一朗 基礎簿記 2 前

手嶋　康則 色彩情報論 2 前

石橋　慶一 経営学概論 1 後



授業のルール《社会に出ても最低限必要なこと》
１．授業を休まない　やむを得ない事情で休むときは届けを出す
２．授業に遅刻しない
３．私語をしない
４．提出物を期限内に出す

13．みんなに迷惑をかけるようなことをしない
14．自分の役割を果たす
15．みんなのために自分は何をすべきか考える

５．あいさつをする「おはようございます」「こんにちは」「失礼いたします」
６．感謝の気持ちを伝える「ありがとうございます」
７．迷惑をかけたら心から謝る「ごめんなさい」「申し訳ございません」
８．目上の人には敬語を使う
９．相手の目をみて話を聴く
10．相手の目をみて話す
11．相手の気持ちや立場を考える
12．笑顔を忘れない

コミュニケーションの基本《スムーズな人間関係を築いていくための土台》

チームへの貢献《みんなと共に勉強する（働く）ための土台》

15

授業の開始時および終了時の挨拶

１ ２ ３起立
・静かになるまで待つ

着席礼
・いってんぽ空ける
「よろしくお願いします」または
「ありがとうございました」
・ゆっくりお辞儀
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